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は じ め に

平成5年 度 は,東 京 国立文化 財研 究所 の 前 身で あ る美術研 究所 設立 以来63周 年

を迎 え た。 平 成2年 に発 足 した ア ジア文化 財保 存研 究室 も本 年か ら国 際文 化財保

存 修 復 協 力室 に改 組 され,国 際 的 な文化 財 保 存 修 復 に 関す る協 力 の ため のセ ン

ター構 想 の充 実化 に向 けて 大 き く前進 した年 で もあ る。 その関連事 業 と して,平

成5年10月 に は ア ジア15力 国及 び国際 文化 財保 存修 復研 究 セ ンター(ICCROM)

か ら文化 財専 門家 を招 へい して 「文化 財保 存 にお け る伝 統 的 な材 料 と技術 」 とい

うテー マで,第4回 の ア ジア文化 財保 存 セ ミナー を開催,大 きな成果 を収 め る こ

とが 出 来た。 また,諸 外 国か らの強 い要望 に こた えては じめ られ た,「紙 の保 存修

復 」 国 際研 修 も実 施 され た。一 方,昭 和61年 か ら進め て きた敦 煙莫高 窟壁 画保 存

修 復 事 業につ いて は,平 成2年 度 に敦 煙研 究 院 と合意 書 を取 り交 わ し,一 昨年 度

よ り5力 年 に わた る本 格的 な 日中共 同研 究が 進め られて い る。 さ らに海外 所在 の

日本 古 美術 品修復 事 業 も昨 年に 引 き続 いて,ワ シ ン トン ・フ リー ア美 術館 所蔵 の

日本 絵 画 の修 復 を実施 し,ま た ス ミソニア ン研 究機構 との保 存科 学研 究 交 流 も引

き続 き順調 に進 行 中で ある。 その他 の 国際交 流事 業 と しては,本 年度17年 目とな

る国 際研 究集会 を 「漆文化 財 の保 存」 の テー マ の も と,8名 の研 究者 を海外 か ら

迎 えて,充 実 した 討議が行 われ た。 この他文 化 財 に関す る個別 的 な研 究機 関 と し

て,高 い評価 を得 るこ とが 出来 たこ とは,喜 びに堪 え ない。

この年 度 を終 わ るに 当 って,4名 の職 員 を退職 等 で見 送 る こ とにな った が,当

研 究 所 の発展 に尽 力 された 諸先輩 の御努 力に対 し心 か ら敬意 と謝 意 を表す る次 第

で あ る。

斗z成6年3月

東京国立文化財研究所長

西 川 杏 太 郎
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1.沿 革

1.設 立の経緯

東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 に発足したが,そ の前身であり母

体となったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝国美術院附属美術研究所

である。

この美術研究所は,大 正13年7月,帝 国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により

美術奨励事業のために寄附出掲した資金で遺言執行人が選択決定した事業であ

る。すなわち遺言執行人代表伯爵樺山愛輔は,故 子爵の遺志にしたがってこの資

金で行うべき事業の選択を伯爵牧野伸顕に一任した。牧野伯爵は帝国美術院長福

原錬二郎及び東京美術学校長正木直彦とはかって諸方面の意見を徴し,ま た,わ

が国美術研究の必要に照らして次の事業を行 うこととした。

(1)美 術に関する基礎的調査研究機関として美術研究所を設けること。

(2)黒 田子爵の作品を陳列して同子爵の功績を記念すること。

(3)前 二項の目的を達するために適当な建物を造営すること。

(4)事 業成立の上は一切これを政府に寄附すること。

2.年 代別重要事項

昭和元年12月

昭 和2年2月

同 年10月

前記の事業を遂行するため委員会が組織され,東 京美術学校

長正木直彦が委員長に就任し,美 術研究所事業については東京

美術学校教授矢代幸雄,黒 田子爵作品陳列については東京美術

学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同藤島武二

及び大給近清,建 物造営については東京美術学校教授岡田信一

郎,会 計事務については遺言執行人打田伝吉を各委貝として事

務を分掌進行させた。

美術研究所準備事業を開始した。

東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延

面積1,192m'の建物1棟 を起工した(本 館)。
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沿 革

昭和3年9月 前記の建物が竣工 したので,黒 田記念館と名付け,美 術研究

所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料を設備し,

また,館 内に黒田子爵記念室を設け,黒 田清輝の作品を陳列し

た。

昭和4年5月 遺言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一切

の外に金15万円をそえて帝国美術院長に寄附を願い出た。

昭和5年6月28日 勅令第125号により帝国美術院に附属美術研究所が置かれ,東

京美術学校長正木直彦が同研究所の主事に補せられた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

昭和7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌として,定 期刊行物 「美術

研究」を創刊した。

同 年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年か

ら向う5か 年間毎年5F一円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄

附したいとの申出があった。

同 年5月26日 帝国奨術院はこの申出を受理した。

明治大正美術史編纂委貝会規程を般け,美 術研究所は明治大

正美術史の編箒に関する事務を行うことになった。

昭 和9年10月18日

昭 和10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

昭和12年6月24日

毎 年10月18日 を開所 記念 日 と定め た。

鉄 筋 コン ク リー ト造,2階 建,延 面積129m,の 禽 庫が竣 工 した。

r日 本 美術 年鑑 」の 編纂事 務 を開 始 した。

勅 令 簾148号 に よ り美術研 究所 官制 が公布 され た。

研 究 資料 閲覧 規定 を制 定 し,閲 覧事務 を開 始 した。

勅 令 第281号 に よ り美術研 究所 官制 中改正 の件 が公布 され,従

来,帝 国美術院 に附置 され て いたの を文 部 大 臣の 直轄 に改 め ら

れ た。

同 年11月29日 美 術研 究所 長職務 規程,美 術研 究所事 務分 掌 規程 が制 定 され

た。

昭 和13年2月12日 木 造,平 屋建,砥 面積97m・の写 真室1棟 が竣 工 した。

昭 和19年8月10日 黒 田清 輝の作 品,並 びに写 真原 版 を東京都 西 多摩 郡小 宮 村谷

間家 倉庫 に疎開 した。
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沿 革

昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本町1丁 目本

間家倉庫3棟 に疎開した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開した図書資料を爆撃の危険を避ける

ため,さ らに酒田市外牧曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村

上家倉庫 ・大沢村後藤作之丞家倉庫にそれぞれ分散疎開した。

昭和21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し,引 揚げを完

1し た。

同 年4月16日 東京都西多摩郡に疎開中の黒田清輝作品並びに写真原版の引

揚げを完了した。

昭和22年5月1日 美術研究所官制が廃止され,国 立博物館官制が制定された。

美術研究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置

いた(保存科学部の前身)。昭和23年度より専任の職員を配置し,

研究を開始した。研究室は国立博物館本館地下の修理室の一室

(66mり に設けた。

昭和25年8月29日 文化財保護法の制定にともない,美 術研究所は文化財保護委

貝会の附属機関となった。

同 年8月29日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は

国立博物館保存修理課から文化財保護委貝会事務局保存部建造

物課に所属換えとなった。

昭和26年1月31日 美術研究所組織規程が定められ第一研究部 ・第二研究部 ・資

料部 ・庶務室が置かれた。

昭和27年4月1日 文化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定

められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部 ・庶務室の3部1室 が置

かれ,美 術研究所組織規程が廃止された。

また,文 化財保護委貝会事務局保存部建造物課保存科学研究

室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を

同大学から借用し,研 究を開始した。
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沿 革

昭和28年4月26日 保 存科 学部 研 究室 と して,東 京 国立博 物館構 内の倉庫132m・ を

改 造の うえ移 転 した。

昭和29年7月1日 東京文 化財 研 究所組 織規 程 の一部 が 改正 され,東 京国立 文化

財研 究所 とな った。

昭 和32年3月22日 東京 国立博 物館 構 内に 木造,外 部 鉄網 モル タル塗,平 屋 建,

8m'の 保 存科 学部 の 薬品庫 が竣 工 した。

同 年11月30日 従 来 の2階 建 書庫 の うえに さらに1階 を増 築3階 建 と し,増

築分延 面 積71m・が竣工 した。

昭 和34年4月30日 東京 国立文化 財 研究 所研 究受 託規程 が 定め られ,こ の年 度か

ら受 託研 究 が開 始 された。

昭 和36年9月16日 東京 国立文 化財 研究 所岨 織規程 の 一 部が改 」Eされ,従 来 の庶

務 室は庶 務課 とな った。

昭和37年3月31日 東京 国立博物 館 内 に保 存科学 部庁 舎(保 存科 学部 実験 室)と

して,鉄 筋 コン クリー ト造,2階 建,延 面 積663m・の 建物1棟 が

竣工 した。

同 年7月1E1東 京 国立 文化 財研 究所 組 織規11'r'.の一都 が改正 され,新 た に保

存科'艶部 に修理 技術 研 究室 が 置かれ た。

同 年7月20日 芸能 部研 究 窒は,保 存科学 部庁 舎 の竣工 に ともない,旧 保 存

科学部 庁 舎に移 転 した。

昭和43年6月15日 文部 省 設置法 の一一部が 改il・:され,本 研 究所 は文 化 庁附属 機 関

となっ た。

昭和44年8月23日 保 存科学 部庁 舎 に隣接 して新嘗 され る別 館庁舎(延1,950.41

m・)の 起工 式 が行 われ た。

昭和45年3月25日 前 記の別 館が 竣」二したの で,同 年5♪ 」26日竣 」二式が行 われ た。

同 年3月25日 芸能 部 は,別 館3階 に 移転 した。

同 年5月8日 保存 科学 部 は別館 の地 階12階 に実験 用機械 類 の移 転据 付 を

完 了 した。

同 年6月29日 保存 科学 部庁 舎の1階 の模様 替工 事 に着手 し,同 年10月15日

工 事が 完 了 した。

同 年11月2日 所長 及 び庶 務 課は,本 館か ら保 存科学 部庁舎 の1階 に移 転 し
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沿 革

た(本 館 は,美 術部 庁 舎 とな る)。 これ に よ り研 究所 の所在 地表

示 は 「12番53号 」 が 「13番27号 」 に変 更 され た。

昭和46年4月1日 保 存科 学部 庁 舎 及 び別館 の敷 地2.658m・ を東 京 国立博 物館 か

ら所 管 換 され た。

昭和48年4月12日 文部 省設 置法施 行 規則 の一部 が改正 され,新 た に修 復 技術部

が 設 け られ4部1課 とな り,修 復 技術 部 に第一修 復 技術研 究 室

及 び 第二修 復技術 研 究室 が置 か れ,保 存科 学部修 理 技術研 究 室

は 廃 止 された。

昭和52年4月18日 文部 省 設置法 施行 規則 の一部 が改正 され,情 報 資料 部 の新 設

に よ り5部1課 とな り,情 報 資料 部 に文 献資料研 究 室及 び写真

資料研 究室 が 置かれ,美 術 部 資料 室 は廃 止 された。

昭 和53年3月20日 本館 構 内の写 場等(木 造,平 屋 建,延 面 積144m')を 取 りこわ

し,情 報資料 部研 究棟 と して,鉄 筋 コン ク リー ト造,地 下1階,

地 上3階,延 面積569.95m・ の建 物 が竣 工 した。

昭 和53年4月5日 文部 省 設置 法施行 規則 の一部 が改正 され,新 た に修 復 技術部

に 第三修復 技術 研究 室 が置か れ た。

昭 和59年6月28日 文部 省 組 織令 が 改正 され,本 研究 所 は文化 庁 施 設等 機 関 と

な った。

平成2年10月1日 文 部省 設置 法施行 規 則の一 部 が改正 されて新 た にア ジア文化

財 保 存研 究室 が置 かれ,5部1室1課 とな った。

平成5年4月1日 文 部 省設置 法施行 規 則の一 部 が改正 されて ア ジア文化 財保 存

研 究 室 は,国 際文化 財保 存修復 協力 室 とな った。
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沿 革

3.歴 代 所 長(昭 和5年 ～平成5年)

主 事

主 事

所長事務取扱

所 長

所長事務取扱

所 長

所 長 代 理

所 長

所長事務代理

所

所

所

所

所

長

長

長

長

長

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

隆

郎太

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

一

延

杏

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

疎

田

川

正

矢

和

矢

田

田

福

松

矢

田

関

伊

濱

西

(昭 和5.6.28～ 昭 和6,11.24)

(昭 和6.11.25～ 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.ll～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31～ 昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 昭 和62.3.31)

(昭 和62.4.1～'ド 成3,3.31)

(』予ζ成3.4.1～ 現 イ宅)
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一
II.機 構 ・職 員 ・予 算

東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公

表を行 うことを目的として設立された文化庁の施設等機関である。その機構等は

次のとおりである。

1.機

所 長

構

課長補佐一[難

国際交流主幹

響 一コ=三1講 難
演劇研究室

部 音楽舞踊研究室

民俗芸能研究室

主任研究官

化学研究室

保存科学部 物理研究室

部 長 生物研究室

主任研究官

第一修復技術研究室

修復技術部 第二修復技術研究室

部 長 第三修復技術研究室

主任研究官

文献資料研究室

写真資料研究室

主任研究官

国際文化財保存修復協力室

主任研究官
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機 構 ・職 貝 ・予 算

員2.職

(平成6年3月30日 現在)

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

所 長 所 長 西 川 杏太郎 (美術 史)

庶 務 課 課 長 富 澤 邦 明

国際交流主幹 貴 志 辰 夫

課 長 補 佐 長谷川 憲 康

庶 務 係 係 長 大 堀 岳 満

係 員 相 渇 かず子

事 務 補 佐 貝 望 月 紀 子

11 勝 木 なほ子

技 能 補 佐 貝 堺 良 子

調 査 貝(非) 大 江 佐知子

会 計 係 係 長 篠 原 一 夫

係 貝 日 高 信 二

〃 宮 腰 香代 了・

事 務 補 佐 貝 山 田 文f一

n 小 菅 陶 子

労 務 補 佐 貝 菊 地 廣 吉

美 術 部 部 長 鶴 田 武 良 (中国絵画史)

主 任 研 究 官 佐 藤 道 侶 (日本近代絵画史)
〃 島 尾 新 (日本中世絵画史)

11 山 梨 絵美子 (日本近代絵画史)

第 一 研 究 室 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)

研 究 貝 岡 田 健 (中国彫刻史)

調 査 貝(非) 佐 野 みどり (日本絵 画 史)

第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 夫 (日本近代絵画史)

芸 能 部 部 長 蒲 生 郷 昭 (日本 音楽 史)

演 劇 研 究 室 室 長 鎌 倉 恵 子 (日本近世演劇)

調 査 貝(非) 高 橋 美 都 (日本 音楽 史)

音 楽 舞 踊研 究 室 室 畏 羽 田 飛 (日本中世演劇)

研 究 貝 高 桑 いつみ (日本 音楽 史)

調 査 貝(非) 丸 茂 美恵子 (舞踊学)

一8一
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機 構 ・職貝 ・予 算

所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野

民俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂 子 (民俗芸能)

調 査 貝(非) 山 本 宏 子 (民俗音楽)

保 存 科 学 部 部 長 三 浦 定 俊 (計測工学)

主 任 研 究 官 佐 野 千 絵 (光化学)

化 学 研 究 室 室 長 平 尾 良 光 (無機化学)

物 理 研 究 室 室長事務取 扱 三 浦 定 俊 (計測工学)

研 究 貝(併) 石 川 陸 郎 (光学)

生 物 研 究 室 室 長 門 倉 武 夫 (環境科学)

研 究 貝 木 川 り か (生物化学)

調 査 貝(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)

11 新 井 英 夫 (微生物学)

修 復 技 術 部 部 長 三 輪 嘉 六 (考古 学)

主 任 研 究 官 川野邊 渉 (高分子化学)

第一修復技術研究室 室 長 中 里 壽 克 (漆芸技法)

第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装漬技術)

研 究 貝 尾 立 和 則 (装漬技術)

第三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)

技 術 補 佐 貝 犬 竹 和

情 報 資 料 部 部 長 廣 井 雄 一 (日本工 芸 史)

主 任 研 究 官 井 手 誠之輔 (東洋絵画史)

文 献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 迫 夫 (日本中世絵画史)

研 究 貝 勝 木 言一郎 (中国絵画史)

写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)

研 究 貝 長 岡 龍 作 (日本 彫刻 史)

専 門 職 貝 野久保 昌 良 (美術写真)

国際文化財保存修復協力室 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)

主 任 研 究 官 松 本 修 自 (建築 史)

研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)

保 存 科 学 部 客 員 研 究 貝 二 宮 修 治 (無機化学)

修 復 技 術 部 11 松 田 史 朗 (腐食工学)

情 報 資 料 部 11 伊與田 光 宏 (情報工学)
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機構 ・職貝 ・予算

平成5年 度における異動者

容内動異

用

用

用

任

任

換

任

任

任

任

用

用

任

任

換

任

換

用

用置置置採採採昇昇配昇昇併昇採採昇昇配転配採採

日動異

1

1

5

1

1

1

1

1

1

1

1

0

1

1

1

1

1

1

1Mユ臥a7乳444乳44ε6屯乳生伍生生4翫臥臥臥臥ε5・翫臥臥臥5臥翫翫臼5・5・臥平平平平平平平平平平平平平平平平平唱平

名氏

子

子

子

子

子

塑

俊

絵

郎

夫

か

夫
一

輔

輝

白

明

治

朗代知美之香陶佐絵恵定F陸武り英雄載忠修佃條史腰菅江梨倉田浦野川倉川井井手浦本津宮田宮小大山鎌羽三佐石門木新廣井西松朽二松

名職官

員

獺

㈱

館

長

長

長

舶

㈱

長

貝

㈱

長

舶

長

舶

員

獺

獺補員研研貝究貝研研究研研務査任任究査任任貝貝係事調主室室部主研室研調部主室主研客客

属所

課

部

部

部

部

財

協

部

部学料化復学術務術能科資文修科技存報際存室存復庶美芸保情国保力保修

平成5年 度における退職者等

所 属 官 職 名 氏 名 在 所 期 間 備 考

庶 務 課 課 長 富 澤 邦 明 玉P己4
,4.1～ 導46.3.31 転 出

課 長 補 佐 長谷川 憲 康 平 元.3.1～ 平6.3.31 転 出

係 貝 相 澤 かず子 平 元 。5.1～ 平6.3.31 転 出

事務補佐貝 渡 邊 和 子 」}こ4
.4.1～ 山F5.8.31 退 職

技能補佐員 堺 良 子 玉μ2
.4.10-』F6.3.30 退 職

調査貝(非) 松 原 美智子 昭59.8.1～ 平5,7.15 退 職

芸 能 部 調査貝(非) 高 橋 美 都 昭60.4.1一 平6.3.31 退 職

調査員(非) 丸 茂 美恵子 平 元.4,1一 平6.3.31 退 職

修復技術部 部 長 三 輪 嘉 六 平2.4.1一 平6.3.31 転 出
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機 構 ・職 貝 ・予算

3.名 誉 研究 員

氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間
名誉研究貝

発令年月日

白 畑 よ し 昭5.6.30～ 昭27.8.1 53.10.18

福 山 敏 男 美 術 部 長 昭23.5.11～ 昭34.4.15 11

高 田 修 11 昭27.12.1～ 昭44.3.31 11

登 石 健 三 保 存 科 学 部 長 昭27.10.1～ 昭50,4.1 n

岡 畏三郎 美 術 部 長 昭20.5.15～ 昭51.4.1 u

中 村 傭三郎 美 術 部 第 二研 究 室 長 昭22.10。1一 昭53.4.1 //

関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4.1 //

秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～ 昭42.2.1 54.10.18

久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20.5.31～ 昭57.4.1 57.10.18

川 上 浬 美 術 部 長 昭21.2.28～ 昭57.4.1 n

関 千 代 美 術 部 第 二研 究 室 長 昭18.12.15～ 昭58.4.1 58.10.18

横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～ 昭51.4.1 59.10.18

上 野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17.11.3～ 昭59.4.1 〃

江 上 繧 情報資料 部主任研 究 官 昭38.5.18～ 昭59.3.31 11

田 村 悦 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭22.6.16～ 昭60,3,31 60.10.18

猪 川 和 子 情報資料部文献資料研究室長 昭22,6.27～ 昭60.3.31 //

伊 藤 延 男 所 長 昭53.4.1～ 昭62.3.31 62.10.18

柳 澤 孝 美 術 部 長 昭27.4.1～ 昭62.3.31 11

三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～ 昭63.3.31 63.10.18

樋 口 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～ 昭63,3.31 //

田 實 榮 子 美 術 部 主 任 研 究 官 昭23.3.31～ 平 元.3.31 1.10.18

見 城 敏 子 保存科学部物理研究室長 昭34,4.1～ 平 元.3.31 11

濱 田 隆 所 長 昭62.4,1～ 平4.3.31 3.10.18

関 口 正 之 美 術 部 長 昭42.2.1～ 平3.3.31 3.10.18

佐 藤 道 子 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3.31 4.4.1

馬 淵 久 夫 保 存 科 学 部 長 昭50.10.1～ 平4.3.31 4.4.1

新 井 英 夫 保 存 科 学 部 長 昭45.9.1～ 平5.3.31 5.4.1

石 川 陸 郎 保 存科学 部主任研 究 官 昭32.4.15-一 平5.3.31 5.4.1
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機 構 ・職 員 ・予 算

4.平 成5年 度 予算
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機 構 ・職 員 ・予算

]

5.平 成5年 度特別研究一覧

事 項 金 額

千円

中国仏教美術基準作品調査研究 6,337

伝統芸能(無 形文化財)に おける 「鬼」の実証的研究 4,551

国際文化財保存修復協力センター(仮 称)設 置のための調査 7,204

有 形 ・無形文 化 財研 究支 援 デー タベー スシ ステムの構 築 に関 2,791

する調査研究

鉄器材質の歴史的変遷に関する研究 4,562

博物館等館内における環境制御に関する研究 1,850

文化財における環境汚染の影響と修復技術の開発研究 39,135

研究用機器整備(全 自動X線 回折装置) 32,375

計 ,....i

6.平 成5年 度科学研究費補助金交付一覧

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円

重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 10,800

手法に関する研究

総合研究(A) 雅楽古楽器の総合的調査研究 蒲生 郷昭 2,000

総合研究(A) 古代東アジアの青銅製品鋳造に関する基 平尾 良光 10,000

礎的研究
一 般研 究(A) 文化財の修理 ・修復の情報化に関する基 三輪 嘉六 3,000

礎的研究
一 般研 究(A) 東アジア美術における人のかたち 鶴田 武良 5,000

一般 研 究(B) 出土鉄器の鉛同位体法による原料産地の 平尾 良光 1,000

推定
一般 研 究(B) 民俗芸能にみられる狂言様式の分類と芸 中村 茂子 500

能史的位置づけの研究
一般 研 究(B) 画像と言語一東洋美術史における比較研 鈴木 廣之 1,000

究 一

一般 研 究(B) 文化財におよぼす酸性霧の影響に関する 門倉 武夫 1,400

研究
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機 構 ・職 貝 ・予算

研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額

千円
一般 研究(C) メデ ィア としての請 来美術 研 究 一束ア ジ 井手誠之輔 1,100

アにおける仏教美術表現の伝播 と受容一
一般 研究(C) エ ミシ オグ ラフ ィに よる象嵌 の検 出 三浦 定俊 1,400

一般 研 究(C) 絹の劣化度の科学的評価 佐野 千絵 1,900

試験研究(B) 木造古建築の保存を目的とした外装塗装 西浦 忠輝 7,000

(丹色塗装)の 物性評価

奨励研究(A) 則天武后期の仏像様式に関する研究一初 岡田 健 900

唐様式から盛唐様式への展開一

国際学術研究 タイ国石造遺跡の劣化現象と保存処理に 西浦 忠輝 1,500

関する調査

国際学術研究 科学技術を利用した文化財研究法の開発 西川杏太郎 5,100

国際学術研究 中国砂漠地帯における文化財の劣化現象 三輪 嘉六 1,900

に関する共同研究

国際学術研究 漆 ・ニスなど伝統的天然樹脂塵膜の劣化 三浦 定俊 6,500

と保存に関する研究

計 62,000

7.平 成5年 度受 託研究一 覧

研 究 課 題 受 入 額

隔

石ノ形古墳出土遺物の保存傍復研究

太宰府市大字観世膏寺内出 ヒの漆手箱復元に関する研究

1,604,000

:1111!

円

計 2,404,000
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III.調 査 研 究

中長期研究計画一覧

部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

美 術 部 *美 術に関する基礎資料の研究 米倉 蓮夫 平 元.4

一絵巻 資料 一 ～ 平6
.3

*美 術に関する基礎資料の研究 三輪 英夫 平 元.4

一明治後半期美術資料一 ～ 平6
.3

*美 術に関する基礎資料の研究 島尾 新 平 元.4
一関東所在水墨画資料一 ～平6 .3

*美 術に関する基礎資料の研究 鈴木 廣之 平 元.4
一 日本絵 画 史年紀 史料 収集15世 紀 一 ～ 平6 .3

*美 術における地域性及び社会性の研 三輪 英夫 平元.4

究 ～ 平6 .3

*近 百年来中国絵画史研究 鶴田 武良 平2.4
～ 平9 .3

*中 国仏教美術基準作品調査研究 中野 照男 平4.4
～ 平10 .3

芸 能 部 *伝 統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4

究 ～ 平8 .3

*能 楽の芸能学的調査研究 羽 田 示旦 平2.4
～平7 .3

*絵 画資料による近世演劇の研究 鎌倉 恵子 平3.4
～平6 .3

*日 本音楽各種目の独 自性と相互影響 蒲生 郷昭 平 元.4

の研究 ～ 平6
.3

*芸 能に用いられる武器の研究 中村 茂子 平5.4
～平8 .3

*伝 統的唱歌の研究 高桑いつみ 平5.4
～ 平8 .3
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部 名 課 題 名 研究代表者 期 間

保存科学部 *有 機質文化財の光による劣化の定量 三浦 定俊 平元.4

的評価法の確立 ～ 平7
.3

*文 化財施設内における保存展示条件 三浦 定俊 平 元.4
の検討 ～ 平8 .3

*鉄 器材質の歴史的変遷に関する研究 平尾 良光 平3.4
～ 平6 .3

修復技術部 *文 化財の伝統的修復材料の研究(第 三輪 嘉六 平5.4

2期) ～ 平8
.3

*文 化財における環境汚染の影響と保 三輪 嘉六 平4.4

存修復法の開発研究 ～ 平9 .3

情報資料部 *美 術 情 報処 理 シ ステム の研究 一デ ー 廣井 雄一 平 元.4

タの 共有化 を中心 として 一 1平11
.3

*美 術史における画像処理技術の応用 鈴木 廣之 平 元.4

に関する基礎的研究 ～ 平6
.3

*日 本 ・東洋 業術 史文献 デー タベ ー ス 米倉 迫夫 昭63.4

の開発 ～平6 .3

国際文化財保 *世 界,将 に ア ジア諸 岡 におけ る文 化 西浦 忠輝 平3.4

存修復協力室 財保存に関する情報の収集 ～ 平7
.3

*尾 外石造文化財の劣化と保存修復処 西浦 忠輝 平3.4～

置に関する研究 、拝7
.3

一16一



美 術 部

1.美 術 部

(1>概 要

美術 部 は 日本 ・東洋 の 古美術 並 びに 日本 の近 代 ・現代 美術 とこれ らに関連

あ る西洋 美術 につ い ての 基礎 的調査 研究 を行 い,か つ,そ の成 果 を公 表す る

こ とを活動 の 目的 として い る。 美術 部 は二 室 よ り構成 され,第 一研 究室 は古

美術 を担当 し,第 二研 究 室は 近代 ・現代 美術 を担 当 して い る。

調査研 究 は各時 代 に わた り,絵 画 ・彫 刻 ・工 芸 の各 分野 につ い て,作 品 と

文 献資 料 との両面 か ら実 証的 に進 め,と もに基礎 とな る研 究 資料の 作成 と整

理 とにつ とめ てい る。 その他,現 代 美術 の 動向 に関す る調査 と資料 収集 をも

並 行 して行 ってい る。 また 当部 では,作 晶 に対す る科 学的 な鑑 識法 を早 くか

ら積極 的 に活 用 して きた。 これ も当部 の研 究活動 の特 色 であ る。 なお情 報資

料部貝 との 間 では,研 究 や調 査の 面 にお いて緊密 な協 力体 制が とられて い る。

その ほか 他機 関 との 共同研 究 に よ る広領 域の研 究 に も参 加 してい る。なお,

研 究員 それ ぞれの研 究 課題 と内容 は(2)の各 論の 項 に示す とお りであ る。

調査 研 究の 結果 は,機 関 誌 ―美術研 究』(昭 和7年 創刊)や その他 の学 会誌

に発表 し,単 行の 研究 報告 も随 時刊 行 して いる。 さらに,研 究成 果 の一 部 を

広 く一般 の理 解 に資す るため に,情 報 資料 部 との共 同 で毎 年 一 回公 開学 術 講

座 を開催 して いる。 また毎 年r日 本 美術年 鑑』(昭 和11年 創刊)を 発行 してい

る。

なお 美術部 は黒 田清 輝 の遺 産に基 づ いて創 立 され た美術研 究所 を前身 とす

る。現 在 も黒 田清輝 の作 品 その他関 係 資料 を保 管 し,毎 週一 回 木曜 の午後 に

は その 多 くを陳列 す る黒 田記 念室 を公 開 してい る。

第一研 究室

江戸時代までの日本美術及び束アジア地域の美術に関する調査研究並びに

資料収集,公 表を主務とする。また,「美術研究」の編集を担当している。
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調査研 究

第二研究室

明治以降の日本近代美術に関する調査研究と,こ れに関連する西洋美術及

び日本近世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関する資料の収

集と調査とを行っている。とくに現代美術に関する調査研究においては,そ

の年度に収集した資料を整理し,そ の成果をr日 本美術年鑑」として毎年刊

行している。平成5年 度は,平 成4年 の内容をもった平成5年 版を刊行し,

引続き平成6年 版の編集に着手した。

また,昭 和52年度以来実施してきた黒田清輝巡回展は当研究室が中心 と

なって行っており,平 成5年 度は秋田市立干秋美術館で開催した。

(2)各 論

1.莫 術 に お ける地域性 及 び社会 性 の研究(5年 計 画 の第5年 次)

各地 域 におけ る美術 の 史的展 開 には,そ れ ぞれの地域 の もつ 空 間的諸 特

性 に もとつ く差 異が大 き く反映 され てい るこ とは従 来指 摘 され な が ら も,

具体 的 な問 題に即 した総合 的 な解 明は試 み られ てい ない。本 研 究 は,地 域

固有 の社 会性 ない し文 化 的側 面に おけ る特殊性 を1区視 し,地 域 間 におけ る

交 流の様 態 と,そ の伝 播 ・受 容 の結 果 として行 われ る各地域 内 での変 容 の

固有 な形態 を明 らかに す るこ とを11的 とす る。

(1)中 世 美術 の諸 問題

1)外 来 の視 覚情 報 の伝播 経路 とその 発展 の地域 的差 異

請 来仏 画作 品に 関す る基礎 資料 の収 集 を継続 した。 と くに,近 代 に

なって 日本 よ り収 集 され た欧 米所蔵 の宋 元仏画 お よび高 麗 ・李朝 仏画

(パ リ ・ギ メ美術館,ニ ュー ヨー ク ・メ トロ ポ リタン美術館,ポ ス トン

美術館)に つ いて,基 礎 資料 を収 集 し,ま た研 究成果 の一 部 を発 表 し

た(「 宋 時代 の 阿弥 陀画像 」1994.1,26,於 研究 所)。

2)芸 術 家の 社会 的地位

能 阿弥 ・芸阿 弥 ・相阿 弥 につ いて,公 方 同朋 であ り連歌 師 であ り画

家で もある とい う特殊 な存在様 式 につ いて検 討 を加 えた。

3)15・16世 紀 にお け る絵 画マ ー一ケ ッ ト
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美 術 部

当該 の 時期 に おけ る鑑 識 ・代付 関係 の 史料 を収集 し,美 術 品 の財産

的価値 と流通 につ い ての分析 を行 った。

4)画 像 と言語

文 部省 科学 研 究費(一 般研 究B・ 代 表 者:鈴 木)の 助成 に よ る研 究

を終 え,収 集 した資料 の整理 を行 うと ともに,成 果 の一部 を公 表 した

(美術研 究358)。

〈島尾,(情)鈴 木,井 手 〉

② 西 欧 の美術 と制 度の移 植 過程 の研 究

1)日 本近 代 美術 と経 済

日本近 代 美術 は作 品制 作,受 容 の双 方に おい て資 本主義 経済 の成 長

と関 わ って展開 して きた。作 品の社 会 的受容 の一 形 態 であ る美 術 品収

集に つい て,コ レ クター,コ レ クシ ョンの個 別研 究 を数例 試み,そ の

成果 を 「歴 史 史料 としての コ レクシ ョ ン」(「近代 画 説」2明 治 美術 学

会刊),「 野間 コレ クシ ョンと大衆社 会 」(「野間 コレ クシ ョン とそ の時

代 展 」図録 新 潟 県立近 代美術 館)等 に発 表 した。

2)日 本近代 の パ ブ リッ ク ・ア ー ト

日本に お いて 美術 品 が広 く公共 に展観 され る ように な ったのは 明治

以降 の こ とであ る。 公共 の場 の 美術 として壁画 に注 目 し,そ の展 開 を

油彩 画 を中心 に考察 した。

<三 輪,佐 藤,山 梨>

2.美 術 に関 す る基 礎資料 の研 究

(1)絵 巻 資料

梅津 次郎 氏収 集絵 巻資料 の 目録 につ いて は 「梅 津次 郎 氏撮影作 品 リス

ト(稿)」 をr美 術 史研 究 にお け る基礎 資料 の共有化 とデー タベ ー スの活

用』(科 学研 究費 補助 金一総 合研 究A一 研 究 成果 報告 書)に 発表 してあ る

が本研 究 の最終 年 度に あた る本 年,そ の総 リス トの点 検 と,デ ー タベ ー

スの作 成,資 料 写 真の公 開 に向け た準備 を行 った。

その概要 は 以下 の通 りで あ る。

ネガ本数618本

収 録作 品件 数1129件
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今 回作 成 され たデー タベ ー スは,絵 巻研 究 文献 デー タベ ー ス ・絵巻 作

品複 製 デー タベー ス と統合 され,絵 巻 研 究資 料デ ー タベー スと して本 研

究所 の共 有化 環境 の 中で試 用 され る。

〈(情)米 倉,(調)佐 野,(研 究協 力)村 重 寧,大 西 昌子,千 野香織 〉

(2)関 東水 墨 画資料

下 記の 美術 館 ・博 物館 に於 て,室 町 水 墨画 及び 関連 作 品の調査 を実 施

した。

雪 舟流 の画家 の作 品 山 口県立美 術館

寒 山拾得 図 栃 木 県立博 物館

収 集資 料 につ いて は,逐 次整理 を行 い,併 せ て デー タベー ス化 を進 め

た。

13世 紀 よ り16世 紀 におけ る水 墨画家(約60名)に 関 しての基礎 資料 の

収 集 と研 究 史の整理 は,相 阿弥 ・小 栗宗 湛に つい て研 究会 を行 い,ま た

室町 時代 に おけ る画僧 の位 置づ け と1〔山 文学 の実 景図 関係 史料 につ いて

も検 討 を加 えた。

<島 尾,(情)井 手,(研 究協 力)河 合正 朝,横 田 忠 司,相 沢1E彦,大 石

利雄,山 下 裕 二,小 川知 二,大 西薫,救 仁郷 秀 明 〉

(3)近 代 美術 史料

1)展 覧 会 出品 目録 の整理

前年 度 デー タベ ー ス化 を完tし た明 治x術 会,白 鵬会,日 本絵 画協

会 など明 治期 の5美 術 団体 出 品 目錬 をr明 治期 美術展 覧会 出 品 目録」

(東 京 国立 文 化 財 研 究 所 編 中央 公 論 美 術 出 版1:q)と して1:11行した。

ウ ィー ン万 国博 覧会 につ いては,出 品 目録 をデー タベ ー ス化す ると と

もに 「美術研 究」357-359に 復 刻 した(横 溝広 子 との 共同研 究)。 また,

日本美術 協会 出品 目録 の デー タベ ー ス化 を行 い,そ の なか で皇室 買 い

上 げ,献 上 品 の 目録 を作成 した。

2)博 覧 会関係 史料 の調査

明治 初期 に行 わ れた万 国博覧 会,内 国勧 業博 覧 会関係 史料 と して 東

京国立 博物館 蔵 「温知 図録 」の 調査 を行 い,数 干 にお よぷ 写真撮 影 と

その整 理 を行 った。
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美 術 部

3)美 術 史学 関係 資料 の収集

前 年 に 引 き続 き 日本美術 史 通史 の刊行 書,海 外 との人物 交 流調査 の

ため の刊 行 書の収 集 を行 った 。

〈三 輪,佐 藤,山 梨 〉

(4)日 本絵 画 史年紀 資料 集成 十五 世紀

昨年 度 までに源 豊宗 編r日 本 美術 年 表」・集 英社版r原 色 日本美術 年 表』

に掲 出 され た1401～1500年 の記 事 の 中か ら絵 画 に関 す る項 目約140件 を

抜粋 した。 落款,奥 書,賛 文,銘 記 な どに年紀 を もつ例 の他,作 者,賛

者 の没 年 等か ら制 作 年代 の 推定 で き る例 も参考 資料 として 同様 に抜粋

し,基 礎 デー タ とした。

今 年度 は,抜 粋 項 目に取 り上 げた 作例1点 ご とにつ いて,論 文 ・論 説 ・

紹介 な ど,内 容 と図版 の有 無 を基準 に した主要 参考 文 献の収 集 を継続 し

なが ら,銘 記等の 釈文 の作 業 を開始 した。

<(情)鈴 木>

3.中 国仏教 美術 基準 作 品調査研 究(6年 計画 の 第2年 次)

本研 究 は,中 国仏 教 美術作 品の うち,銘 記,落 款,印 章,賛 文 等に よ っ

て,制 作年,制 作地,作 者,発 願 者 な どが 明 らか な もの を 「基準作 品」 と

して調査 し,基 本的 なデー タや詳 細 な写真 を整備 す る こ とに よ って,中 国

仏 教 美術 の大 系 を見直 し,そ の特 質 を明 らか にす るため の 「もの さし」 を

作 ろ う とす る ものであ る。

(1)研 究 会(研 究協 力 者会 議)の 開催

国 内所在 の 中国仏教 美術,ま た 日本 におけ る 中国仏教 美術 の受 容 の諸

相 につ い て研 究 を重 ね て きた研 究者 を招 き,各 自が もつデー タ を持 ち寄

り,問 題 の所在 を明 らか にす る と ともに,今 後 の 調査研 究 の方 法等 につ

いて討 議 した。

本年 度 の研 究 発表 者は次 の6名 であ る。

稲本 泰 生(京 都 大 学人文 科学 研究所)

井 手誠之 輔(当 研 究所)

石松 日奈子(恵 泉 女学 園大学)

井 筒信 隆(高 野 山霊宝館)
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曽布 川寛(京 都 大学 人文科 学研 究所)

河 田昌之(久 保 惣記 念文化 財 団付属 東 洋美術 研 究所)

(2)現 地 調査

年 紀 を有す る中国 仏教 美術 作 品 を中心 に調査 し,写 真 撮 影 を行 った。

本年 度 は,関 西 方面,九 州 方面 で調査 を実施 した。

(3)基 礎 資料 の収 集

既 に 国 内の各機 関,個 人等 に分 散 して蓄積 され て いる 中国仏教 美術 作

品 のデ ー タ,写 真等 を借覧 し,必 要 に応 じて その複 製 を作 るな ど して,

基礎 資料 の収 集 を行 った。 本年 度 は,ア メ リカ所在 の 中国 仏教 美術 関連

の 資料 を垂点 的 に整備 した。

<中野,島 尾,岡 田,(情)米 倉,井 手,長 岡,勝 木>

4.近 百 年 中国絵 画 史研 究

20世 紀 初期 の中 国に おけ る西洋 画の受 容 を中心 に研 究 を行 い,そ の成 果

の一部 をr美 術研 究J358,359号 に発衷 した。 また 「近 百年 来 中国美術 年

表」 の作 成 を継 統 した。 北京 ・徐 悲鴻紀 念館,梅 蘭 芳紀 念館 な どで現代 中

国絵 画の 鯛査 を行 った。

〈鶴 田〉

2.芸 能 部

(1)概 要

芸 能部 は,H本 の伝 統芸 能に 資す るため に必 要 な基礎 研究 を行 うこ とを 目

的 とし,演 劇 研究 電 ・音楽 舞踊研 究 室 ・民 俗芸 能研 究室 の三 室 に よって構 成

されて い る。 芸能 部 の研 究 目標 としては,諸 芸 能の理 念 ・構 造 ・技法 お よび

その継承 保 存に関 す る研 究 などがあ り,そ の研 究 に必要 な資 料 の収 集 ・整備,

お よび記録 の作成 の ため の撮 影 ・録 音 ・緑 画 な どの 作業 を行 う。研 究 の成 果

は,刊 行 ・夏期学 術 講座 ・公開学 術 講座 な どに よって公 表す る。

平成5年 度は,特 別 研 究 「伝 統芸 能 にお け る 〈鬼〉の実 証的研 究」(4年 計
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画)の 第2年 次 に あた り,資 料収 集,記 録 作成,実 地調査 を行 い,研 究会 を

開催 した。 また一般研 究 「能 楽の 芸能 学的 調査 研究 」 は,そ の第4年 次 に あ

た り,い くつか の角 度か らの 調査研 究 を行 った。

演劇研究室

日本古典演劇について芸能学的に調査 ・研究を行い,ま た,こ れら諸芸能

の周辺にあって,伝 統芸能の成立に深い関係をもつ諸分野についても調査研

究を進めている。

平成5年 度は,個 人研究として「絵画資料による近世演劇の研究」「舞楽系

芸能を伴う寺社行事の研究」,共同研究として「能楽の芸能学的調査研究」を

行い,ま た共同研究 「伝統芸能における 〈鬼〉の実証的研究」に参加した。

さらに,歌 舞伎演技術の継承法の調査 ・保存のために,中 村歌右衛門指導の

10月国立劇場公演の稽古を撮影した。

音楽舞踊研究室

日本の音楽と舞踊について,芸 能学的 ・音楽学的な調査研究を行い,こ れ

ら伝統芸能の成立に深い関係をもつ周辺分野についても,調 査研究を進めて

いる。

平成5年 度は,個 人研究として,「 日本音楽各種目の独自性 と相互影響の

研究」「伝統的唱歌の研究」「日本舞踊における技法の相互影響の研究」を行っ

たほか,共 同研究 「能楽の芸能学的調査研究」「伝統芸能における〈鬼〉の実

証的研究」に参加した。

民俗芸能研究室

全国各地に分布伝承される民俗芸能を対象とし,そ れらの保存 ・継承に資

するために必要な研究を行っている。

平成5年 度は,個 人研究として「芸能に用いられる武器の研究」「鳥海山の

番楽における舞と太鼓の研究」を行ったほか,共 同研究 「能楽の芸能学的調

査研究」「伝統芸能における く鬼〉の実証的研究」に参加した。
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(2)各 論

1.伝 統 芸能 にお け る 「鬼」 の 実証的研 究(4年 計 画 の第2年 次)

日本の 民俗行 事 や宗教 行事,能 ・狂言 ・歌舞 伎 な どの伝 統 芸 能 には,「 鬼」

が い ろいろ に形や 性格 を変 え て登場 す る。本研 究 は,「 鬼」 の 多面 的な性

格,芸 能 的 表現 の 多様 性,歴 史的変 遷 を総合 的 に把握 し,解 明す るこ とを

目的 とす る。 本年 度 は その2年 次 で,下 記 の調査 ・研 究 を行 った。

(1)研 究 会 開催;毎 月1回 実施 し,特 に美術 部 ・情報 資料 部 との共 同研 究

会 を3回 行 った。 その うち1回 は大 阪大学 助教 授小 松和 彦 氏 を招 いて発

表 を聞 き,質 疑 応 答 を行 った。

(2)実 地 調 在;千 葉 県の 鬼来 迎,佐 賀 県の 鬼祭 を調査 し,記 録 した。

(3)個 別 研 究;元 禄 期の 江戸 の歌 舞伎 に登場 す る 鬼につ い て調査 し,そ の

成果 を 「芸能 の科 学」22に 公衷 した。

2.能 楽 の薔能 学 的調 査研 究(5年 計 画 の第4年 次)

舞 台芸術 と しての 能楽 の技 法 を 多角 的に捉 える こ とを 目的 と し,芸 能部

全 貝 で取 り組む総 合 研究 であ る。 今年度 は下 記 の鯛査 研究 を行 った。

(1)能 と狂 首の 「演 出1の 意義;戯 曲論 と技法 論 の明 治以 後の 研 究史,譜 ・

雛 子 ・所 作の 流儀rt:に つ いて 考察 し,夏 期学術 講 座 で発表 した。 また,

狂 言の稀 曲 「唐 人f一宝 」と能の 番外 曲 「雪 鬼」 につ い て諸 本 を検 討 し,

国 立能楽 堂の研 究 公演 に協 力 した。 〈羽 田〉

(2)能 の音 楽的研 究;春 日神 社(山 形 県櫛 引町)の 例 大祭 にお け る黒川能

の奏 演 を調査 し,記 録 した 。 〈蒲生〉

(3)鼓 胴の 変遷 の研 究;能 の 鼓胴 の変遷 をた ど り,科 学研 究 費 の交付 を受

け て行 って い る 「雅楽 占楽 器の 総合 的調査 研究 」 にお い て,そ の前 身 と

思 われ る雅楽 の鼓 胴 につい て他 の分 担者 とと もに調 沓 を行 った。 〈高桑〉

(4)民 俗芸 能 にみ る狂 肖様式 の研 究;民 俗芸 能 の狂 言的要 素 をその機 能 に

よ って 「も ど く芸 」 と 「つ な ぐ芸」 に分類 し,「 もど く芸 」 の事 例 と し

て静 岡県森町 の 山名神 社舞 楽の 調査研 究 を行 い,そ の成 果 を 「芸能 史研

究 」124に公 表 した。 なお,こ の 研究 は科学 研 究費 に よ る研 究 の一部 をな

す 。 〈中村〉
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(5)近 世 演劇 と能の 関係;能 の摂 取 に熱 心 であ った初代 市 川 団十郎 と中村

七三 郎 の調査 に着 手,二 人の摂 取 の仕 方 につ いて比較 中で あ る。<鎌 倉>

3.絵 画 資料 によ る近 世演 劇 の研 究(3年 計画 の 第3年 次)

京都 ・江戸 ・大坂 で同一 の外 題 で上 演 され た作 品 の絵入 狂 言本本 文及 び

挿 絵 を比 較検討 し,三 都 の異 同 を考 察 した。<鎌 倉>

4.日 本 音 楽各種 目の独 自性 と相 互影 響 の研究(5年 計 画の 第5年 次)

(1)各 種 目に見 られ る旋律 型 の諸相 を考 察 した。

② 「長 滝の延 年 」のiiと 所作 につ いての報告 文 をま とめ,「 芸能 の科学 」

22に 公 表 した。

(3)所 外 の研 究 者 をま じえ ての,長 唄正 本研 究 を継続 した。 〈蒲生>

5.伝 統的 唱歌 の研 究(3年 計画 の 第1年 次)

能 に対 象 を しぼ り,流 派 に よる唱歌 の異 同や 変遷 か らir,子事 の 古態 を探

る事 を 目的 とす る。 今 年 度 は室町 末期 か ら江戸初 期 に書か れ た伝 書や楽 譜

か ら,舞 の オ ロ シの発 生 に関 す る資料 の収 集 と考 察 を行 った。 〈高桑>

6.雅 楽古 楽器 の総 合的 調 査研 究

伝 存す る雅 楽 古楽器,と くに鼓 胴につ い て,総 合 的 な調査 研 究 を行 った。

美術 工芸 史 の専攻 者 を含 む15名 の 共 同研 究 で,科 学研 究 費の 交付 を受 けて

実施 す る総合 研 究(A)で あ るが,研 究代 表 者 と分 担 者の1名 は,当 芸能 部

貝で あ る。 〈蒲生,高 桑>

7.芸 能 に用 い られ る武舘 の研 究(3年 計画 の第1年 次)

芸能 に用 い られ る 「ほ こ」につ い て調査研 究 を行 い,そ の成 果 を 「芸 能

の 科学 」22に 公 表 した。<中 村>

8.舞 楽 系芸能 を伴 う寺社 行事 の研 究

地 方に伝 播 した舞 楽の 調査(天 王 寺系舞 楽 との関 わ り)を 継続。 本年 度

は静 岡県森 町小 国神社 ・天 宮神社 の 舞楽行事 を調査 し,両 神社 所蔵 の 記録

類 を,音 楽 ・舞 踊の 実際 面 と併せ て検 討 した。 〈高橋>

9.日 本 舞踊 に お ける技 法 の相 互影響 の研 究

舞 踊作 品,清 元 「流 星.」につ いて,各 芸 系に よる技法の 変遷 や伝 承 の背

景 を比較 し考察 した。成 果 は,公 開学 術講座 お よび 「芸能 の科 学 」22に 公

表 した。 〈丸茂 〉
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10.鳥 海 山 の番楽 に お ける舞 と太 鼓 の研 究

秋 田県 鳥海町 に伝 わ る番楽 の獅 子 舞 を取 り上 げ,獅 子 に対す る信仰 が舞

の所 作 の 成立 に どの よ うに影 響 したか,ま た舞 と太鼓 との 関 わ りを考察 し

て,そ の 成果 を 「芸 能 の科学 」22に 公表 した。〈山本 〉

3.保 存科 学部

(1>概 要

文 化財 の 材質 ・構 造 ・技法 お よび劣 化機構 の科 学 的研 究 な らびに文化 財 の

お かれ てい る保存 環境 の科 学的 研 究 を行い,こ れ ら を基礎 と して文 化財 保 存

の 技術 開発 に関す る研 究 を行 って い る。 言い換 えれ ば,文 化財 の 自然科 学 的

研 究,文 化 財 を資料 とす る科学 技術 史的研 究,文 化財 保 存の ため の科学 技術

の 応用研 究 の3方 面 であ る。研 究 組織 は化,,,研究 室,物 理 研 究室,生 物 研 究

室 の3蟻 か らな り,研 究成 果 は修復 技術 部 と共1司編 築の機 関 諸 「保 存科 学 」

な どに 公表 され,文 化 財 の指定 ・保 イf:対策 ・修復 処 置の 基礎 資料 と して役 立

て られ てい る。

化 学 研 究 室

化 学研 究 室 では文化 財 の材質 な らびに保 存環境 に関 す る問題 点 を化学 的 丁一

法 を用 いて 調査 ・研 究 してい る。X線 分 析法,光 学的分 析 法,質 量分析 法 な

どを用 い,主 と して金 属文化 財 に 関す る劣化,保 存対 策,材 料 産地 の推 定 な

どの研 究 を進め てい る。 また,文 化 財 を取 り巻 く環境 か らの大 気汚 染,酸 性

雨 な どの影響 につ い て汚染 度の 測定,影 轡 評価 法 の研 究 を行 って い る。

物理研究室

物理研究室では文化財の材質ならびに保存環境に関する問題点を物理学的

手法を用いて調査 ・研究している。文化財の材質,構 造の調査方法としてγ

線 ・X線 ・赤外線などを用いている。また展示,収 蔵,梱 包などの文化財を
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にNO3->SO、2->C1一 の 割合 で集 中 し,同 様 に陽 イオ ンはNa+>NH、+

(検出 され ない場 合 もあ る)>K+±Ca2+で あ っ た。 雨水 か ら もCa2+が 検

出 され た が,溶 出Ca2+に つ い て は,初 期1mm降 雨 中 に全 溶 出量 の 約

30%が 溶 出 して いた。 雨 水 中の 陰 イ オ ン濃度 も初 期1mmに 集 中 し,

Ca2+と の関係 はC1-,NOS-,SO,Z一 の 個 々の 濃度 で な く全H+濃 度,即 ち

pHに 依 存 す る結 果が え られ た。 大理 石 は雨水 中の 炭酸 に よって も溶解

す るが,酸 性 の 雨で促 進 され てい るこ とが わか っ た。

この 方法 は個 々の 博物館 などに おけ る酸性 雨 の影響 評価 法 と して簡 便

であ るため他 の 地域 にお いて 比較実 験 を継続 し,暴 露法,テ ス トピー ス

の 取 り扱 い 法 な ど信 頼 性 の 向上 を 目的 とした デー タの収 集 を続 け て い

る。 〈門倉>

3.有 機 質 文化 財の 光に よ る劣 化 の定量 的評 価法 の研 究(6年 計 画 の第5

年 次)

昨 年度 までの研 究で,長 波長側 の ピー クを持 つ プ ラ ッ クラ イ トを紫外 線

源 と した 絵絹 の 人工劣 化 に よ り良好 な結 果が得 られ たので,紫 外 線 強度,

温湿度 な どを変化 させ 人工 劣化 を行 な った,,そ の結 果,絹 の劣化 速度 に 対

して,温 湿度,積 算照 射時 間 など との相関 が 見い だ された、,特に湿度 の 影

響 が 大 き く,高 湿 度 で劣化速 度 が著 し く速 くな った。 さらに紫外 線照 射 を

断続 すれ ば劣 化速 度が 減少 す るこ とや,染 色 した 資料 の ノ∫が染 色 してい な

い もの よ り有機 ラ ジカル強度 や破 断強 度の 減 少が小 さ く,染 色 に よ り紫外

線の 影響 を遮蔽 す る効 果が 認め られ た など,絹 の保 存 条件 に関係 した重要

な研 究成 果が 得 られた。<佐 野>

4,文 化 財 施設 内 にお ける保存 展示 条件 の検 肘(8年 計 画 の 纂5年 次)

変 色試 験紙 の変 色速 度につ い ては,従 来 南)れ てい る通 り,湿 度以 上 に

温度 の影響 が 大 き く,試 験 中の 温度 を約20℃ に 保持 で きな い場合,暴 露時

間 を長 くす る などの処 置 を要 す る こ と,ま た変 色 量に対 して,試 験液 の ろ

紙上 の濃 度の 影響 が大 き く,目 視 に よ る判断に 畝 りを 与え る こ とが あ るこ

とな どが 明 らか となった。

アマニ 油含 浸 ろ紙の 変色 につ いて は,黄 色指 数約30ま で の,初 期 の変 色

速度 とesr信 号強 度 との間 に直線性 がみ とめ られ た。 コン ク リー ト暴 露 試
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料 で観 測 され たesr信 号 と熱分 解 生成物 の信 号 は 異な り,変 色 量 だけ では

両 者 の区別 がつ か な くて も,機 器分 析 と組 み合 わせ れ ば分 離 が可 能 であ る

こ とが明 らか とな った。 黄 色指数 が30超 の 褐 色 まで変 色す る と,各 種分 解

生 成物 が複 雑 な反 応 を起 こ し,多 種類 のesrの 信 号が観 測 され,信 号 濃度 と

の間 に 直線 性 が な くな り,環 境 試験 の モニ ター に は 不適 で あ る こ とが わ

か った。<佐 野>

5.文 化財 の材 質 ・構 造 ・技 法 に関 す る研 究

(1)鉛 同位 体 比 を利用 した銅 製 品,青 銅製 品 の材料産 地 推定

文化庁,東 京 国立博 物館,県 や 市町村 の教 育委 貝会 ・発 掘事 務所 ・埋

蔵 文化 財 セ ンター な どが所 蔵す る,約100点 の銅 製品,発 掘 品 な どに関 し

て鉛 同位 体 比測 定 を行 った。 〈平尾 〉

(2)蛍 光X線 分 析 法 を利 用 した研究

文化庁,東 京国立博 物館,県 や 市町村 の教 育委 員会 ・発 掘事 務所 ・埋

蔵 文化 財 セ ンター な どが所 蔵す る,約150点 の銅 製品,発 掘 品 な どに関 し

て蛍光X線 分 析 法 に よる化 学組 成 の測定 を行 った。 〈平尾〉

(3)X線 回折法 を利用 した研 究

文化 庁 お よび 島根 県 の教 育委 貝会 よ り,平 成5年 度か ら6年 度 にかけ

て,荒 神 谷遺 跡 出土青銅 製遺物 に 発生 して い る錆の結 晶組 成測 定 の依 頼

を受 け,今 年度 は 測定方 法の検 討 お よび予備 資料 の 測定 として,約100点

を測 定 した。殆 どが孔 雀石(マ ラ カイ ト)で あ った が,な か には 藍銅鉱

(アズ ライ ト)や,白 鉛鉱(セ ルー サ イ ト)が 検 出 され る場 合 が あった。

〈平尾 〉

(4)ICP発 光分光 分析 法 を利用 した研 究

文 化庁 お よび 島根 県 の教育 委貝 会 よ り,平 成5年 度か ら6年 度 にか け

て荒 神谷 遺跡 出 土青銅 製遺物 につ いて,内 部金属 の化 学組 成 を測 定す る

依 頼 を受 け た。今年 度 は銅 剣35本,銅 鐸4種,銅 矛13本 か ら資料 を30～50

mg採 取 し,そ の うち銅剣15本,銅 鐸4種 につ い て測定 した。 〈平 尾〉

(5)電 子 プ ロー プ マ イ クロア ナ ライザー を用 い た分 析

ブ リヂ ス トン美術館 所蔵 の油画4点 の 白色下 地材 料の分 析 を行 っ た。

〈佐 野〉
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(6)赤 外線,エ ミシオグラフィ及びX線 透視撮影による調査

下記の作品の撮影と調査を行った。〈三浦〉

漆製文化財

作品名 所蔵者(依 頼者)

黒漆花円分螺細合子 浦添市美術館

朱漆寒山拾得螺細四方盆 同上

黒漆琴高仙人堆朱盆 同上

朱漆輪花盆 西大寺

絵画 ・顔料

作品名 所蔵者(依 頼者)

俵屋宗達 「源氏物語関屋潟標図屏風」 静痛堂文庫美術館

速水御舟 「女二題」 福島県立美術館

原田直次郎 「花」 岐阜県立美術館

⑦ フー リエ変換赤外分光分析による調沓

寛永寺清水堂修理に際し黙色顔料の材質に関する在来仕様調査を引続

き行っている。〈佐野〉

(8)レ ーザー顕微鏡を用いた調査

修理に際して剥落した試料片に対し,各 時代 ・各地方の下地との粉材

料の粒度について調査を継続中である。〈佐野〉

(9)漆 文化財

中国福州市で行われたISOL'93に 参加し,漆 の科学的研究に関する世

界の動向を調査した。〈佐野〉

⑩ 文化財の材質の劣化

1)走 査電子顕微鏡による調査

博物館等館内の壁紙に発生した黒変に対し,生 物由来であるか,あ

る特定の元素の沈着,化 学変化により生じたものか等,原 因の調査を

行った。

また,収 蔵施設等に収蔵された絵画に生じた変色の原因についても

調査中である。<佐野>

2)そ の他
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保 存科学部

文 書 史料,特 に近現 代の 史料 に対 して頻繁 に行 われ て い るゼ ロッ ク

ス等 の複 写 に よる資料 の劣化 につ いて,光 化 学,熱 的 影響 等 多方面 か

ら研 究 を継続 中 であ る。<佐 野>

6,環 境 に関 す る調 査研 究

(1)温 度 ・湿度 ・水分

次の地 点 で,温 度 ・湿 度 な どの 気象観 測 を継 続 して行 って い る。

〈荒浦〉

史跡等の名称

小高町薬師堂石仏

中尊寺金色堂

元箱根石仏群

長谷寺大仏

観 測項 目

温湿 度 ・表面 温度

温湿 度 ・変位 ・含水 率

温湿 度 ・表面 温度 ・日照

風向 ・風 速 ・雨量

温湿 度 ・表面 温度 ・日照

風 向 ・風 速

(2)土 中環境に関する調査研究

観測 開始 時期

1985年12月

1986年3月

1991年6月

1992年12月

古墳石 室 な ど外 界か ら遮 断 され た土 中環境 に長期 間埋 蔵 され て いた遺

物 等が極 め て良好 な状 態 で出土 す る例が 多い。未 発掘 古墳 内の環 境 を調

査 し,発掘 後 の 内部 調 査,公 開 な どにお け る保 存条件 を設定す るため デー

タの収 集 を行 って いる。

1)馬 絹古墳 横穴 式石 室(川 崎 市)の 発 掘 お よび補 強工 事 に伴 う保 存科

学的 調査 ・研究

馬絹古墳 横 穴式石 室 は昭和53年 以来 閉塞 され て いたが古 墳 の保 存整

備 に 当た り再 び開 口され,石 室 内部 の調査,補 強工事 が行 われ再 閉鎖

され た。 一連 の作 業 に当 た り保 存科学 上 の調査,環 境 管理 を行 った。

石 室 内部 は昭和53年 の発掘 時 に16℃,94%R.H.(外 気=7～10℃,

74%)を 得 てい たの で,こ れ を参 考 に開 口,補 強工事 伴 う人の 出入 り

を考慮 して 内部 の温湿 度16～20℃,95%R.H.以 上 を維 持す るよ う,内

部 に温 湿度計 を設 置 して監視 した。

開 口時の保 存科 学上 の所 見 は,玄 室の 北東角 壁下 床面 に 白色粘 土の

剥 落 が僅 か にみ られ た。 また,石 材 表面 に植物 の毛 根が 認め られたが
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昭和53年 の調 査 時 に比べ て顕 著 な増殖 は示 してい なか った。 他 に直 接

石材 に加 害す る カ ビは確 認 され ず,石 室 内は安 定 した状 態 であ っ た と

判 断 され た。

補 強工 事作 業 の ための 石室 の開 口期 間は5月8日 ～6月4日 で,こ の 間,

石室 上部 に覆 屋 を設け,必 要 以外 は発砲 スチ ロー ル板 で石室 開 口部 を

閉鎖 して 内部 環 境 の安 定 化 に努 め た。作 業期 間 中の外 気 温の最 高値 は

28.0℃,湿 度 の最低 値 は23%R。H.,石 室内 の温度 は15.2～19 .2℃,最

低 湿度 は83%で 安定 した環境 で作 業が行 わ れた。 補強 工事 終 了後 は殺

菌処 理 を施 し{1∫ぴ埋 め戻 され た。<門 倉>

2)虎 塚 古墳石 窺公開 に伴 う保 存科学 上 の調査 研究

虎塚 古墳石 窒は発 掘(昭 和48/8)以 来,外 気 お よび石 室 内温湿 度 の

測定 を継統 し石 室 内環境 を監視 してい る。 春 秋 の年2回 一 般公 開 が行

われて い る。 公 開の 前後 にデー タの解析,壁 画,公 開 施 設の点 検,公

開 が石 室 内環 境 に お よぱ す 影響 な ど保 存科 学 上 の デ ー タ収 集 を行 っ

た。本年 度 の公 開は411211--4日,4月9H～12日 お よび10月24日 ～10月

31日,11月3日 ～11月7日 で,春 期が 合計2,491人,秋 期 が3,467人 の 見

学者 が訪 れ た。 葎期 の公 開期 間 中石 窒 内温度 は16.5～17.5℃,湿 度 ほ

ぼ100%を 維持 し,石 室 内部へ の影響 は 認め られ なか った。<門 倉>

3)高 松塚Ill墳 内の糸状 菌の モニ タ リン グ

高松塚 占墳 に お いては,発 掘 以来継 続 的に定 期 調査 が行 われ て い る。

本 年度 も観 測定 点 の糸状 菌の 調査 を行 っ た結 果,い くつ かの 定点 よ

りPenicilliumsp.がi三 嬰 な糸状 菌 として検 出 され た。現 段 階 では,大

きな被'cfはみ られ ないが,今 後 も観 察 を続 行 し,パ ラホル ムア ルデ ヒ

ド以 外 の築剤 も検 討 して い く予定 であ る。 〈木 川〉

(3)美 術館 ・博物 館 等館 内環 境 調査 につ いて

1)国 宝 ・重嬰 文化 財 等の指 定品 お よび東京 国立博 物館 収 蔵 資料 の借 用

展示 に関 して館 内環境 鯛査 を行 い,報 告書 を作成 提 出 した。

岩手県

宮城県

埼玉県

盛岡市中央公民館

*多 賀城市埋蔵文化財調査センター

宮代町郷土資料館
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北海道

青森

岩手

宮城

形

木

山

栃

千葉県

東京都

愛知県

岐阜県

三重県

滋賀

京都府

大阪府

兵庫県

広島

無印

*

十

現地調査は大山崎町歴史資料館,

博物館,日 野市立ふるさと博物館,大 阪府立近つ飛鳥資料館の5館 のみ。

また,下 記の全国125館の新設既設美術館・博物館等文化財展示収蔵施

設に対して環境改善に関する相談を受け,助 言を行った。〈三浦 ・佐野〉

旭川市立博物館

保存科学部

松戸市立博物館

*+日 野市ふるさと博物館

*新 宿区立歴史博物館

東京都江戸東京博物館

刈谷市美術館

*清 洲貝殻山貝塚資料館

*+飛 騨の木樵館

*+四 日市市立博物館

秦荘町歴史文化資料館

大山崎町歴史資料館

大阪狭山市立郷土歴史館

大阪府立近つ飛鳥資料館

*芦 屋市立美術博物館

財団法人柿衛文庫

*丹 波古陶館

*三 原 リージョンプラザ

指定品

東京国立博物館収蔵資料で指定品でないもの

限定なしの報告書

大阪狭山市立郷土資料館,江 戸東京

八戸市博物館

盛岡市中央公民館郷土資料展示室

多賀城市埋蔵文化財調査センター

村田町教育委員会 東北陶磁文化館

山寺芭蕉記念館 最上義光歴史館 天童市美術館

足利市立美術館 ミュージアム氏家
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群馬

埼玉

千葉

東京

神奈川

新潟

富山

石川

福井

長野

岐阜

静岡

愛知

榛東村耳飾 り館 高崎市美術館 富岡市美術館博物館

玉村町文化センター歴史資料展示室

群馬県埋蔵文化財調査センター

浦和市立郷土博物館 宮代町郷土資料館

松戸市立博物館 千葉市美術館開設準備室

佐倉市民ギャラリー開設準備室 戸定歴史館

袖ヶ浦市立郷土博物館

(財)麻布美術工芸館 日野市ふるさと博物館

宮内庁三の丸尚蔵館 江戸東京博物館 東京美術倶楽部

新宿区立新宿歴史博物館 日本民芸館(財)三 菱資料館

真如苑宝物館 おもちゃの博物館 大倉集古館

東村山市教育委貝会 目黒区立美術館

神奈川県立公文書館 横浜人形の家 横浜市歴史博物館

箱根彫刻の森美術館 横浜市美術館

鎌倉市埋蔵文化財センター

新潟県立近代美術館

高岡市新美術館 福岡町歴史民俗資料館

七尾市アート館準備室 門前町北前船資料館

高浜町郷土資料館 福井市教育委貝会

大飯町立郷土史料館

信濃美術館 下諏訪町 　・r_諏訪湖博物館 伊那文化館

マ リーローランサン災術館 サンリツ服部美術館

垂井町歴史文献資料館開設準備室 飛騨の木樵館

東海道広重美術館 久能山東照宮博物館 富士市博物館

三島大社宝物殿

やきものの里「高浜」コア施設 尾西市教育委貝会

豊川地域文化広場ふるさと資料館 愛知芸術センター

愛知県清洲町貝殻山貝塚資料館 岡崎市美術館博物館

愛知県立美術館 慨田市美術館準備室 刈谷市美術館

古川美術館 愛知県陶磁資料館
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三重

滋賀

京都

大阪

兵庫

奈良

和歌山

鳥取

鳥取

岡山

広島

山口

徳島

香川

愛媛

高知

長崎

佐賀

熊本

大分

宮崎

鹿児島

四日市市立博物館 松浦武四郎記念館

秦荘町歴史文化資料館MIHO美 術館

大山崎町歴史資料館 浄土院 勝竜寺城公園展示室

大阪府立近つ飛鳥博物館 吹田市立博物館

柏原市立歴史資料館 大阪狭山市立郷土資料館

サントリー ミュージアム[天保山]国 立民族学博物館

芦屋市立美術博物館 小野市立好古館

醜野市立歴史文化資料館 丹波古陶館

太子町教育委員会 小磯記念美術館

五條市歴史資料館

田辺市立美術館 和歌山県立博物館

島根県立埋蔵文化財センター

因幡万葉歴史館

成羽町美術館

広島市郷土資料館 原爆資料館

筆の里工房 三原市 リージョンプラザ

王舎城美術賓物館 宮島町歴史民俗資料館

徳山市美術博物館準備室 岩国市資料館

徳島城博物館

香川県立文書館 牟礼町石の民俗資料館

愛媛県歴史文化博物館

高知県立美術館

ハウステンボス美術館

唐津市近代図書館

熊本県立美術館 玉名市立博物館

大分市歴史資料館 杵築市歴史資料館

宮崎県立美術館 西都市歴史民俗資料館

鹿屋航空基地史料館

保存科学部

(財)柿衛文庫

大田庄歴史館

(財)吉川報敷会

2)博 物館館 内環 境 に関 し,収 蔵 資料の 材質 や温 湿度 設定 条件 等に つ い

てア ンケー ト方式 で情 報 を収 集 して い る。 その うち,著 し く不良 と考
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え られ る状 況 につ いて は,改 善 の ため の助 言 を行 った。〈佐 野>

3)緊 急 災 害時 の館 内環境 と して,消 火剤 の材質 へ の影響 の検 討 を始 め

てい る。 初年 度 の今年 は,特 定 フ ロン と して1994年1月 よ り生産 中 止

とな るハ ロ ン消 火剤 に代 る消 火剤 と して使 用 され る可 能性 のあ るもの

には どん な ものが あ るか,消 防庁 消防 研究 所 等 との交 流 を通 して情報

を収 集 した。<佐 野>

4)ア マ ニ油 試験紙 の黄 色 指数 の測 定に 関 して従 来 の カ ラー メー ター に

加 え,分 光 スペ ク トル型 の カ ラー メー ター お よび携帯 型の カ ラー メー

ター の3機 種 間 の数値 校正 を行 った。<佐 野>

5)館 内環 境 につ い て,人 を発 生源 とす るア ンモニ アの文 化財材 質へ の

影響 を調査 した。 絵 画材料 の緑 青 に対 す る化学 変化 を,電 子 ス ピン共

鳴 法 で検 出 し,変 色 の可能 性 があ るこ とが 明 らか にな った。<佐 野>

7.生 物劣 化 に関 す る調 査 ・研 究

(1)生 物 劣化 の調 査 お よび防 除対策

静 岡 県埋 蔵文 化財 調 査研 究所 にお け る出f:木 材 のPEG含 浸 処 理 中

に,微 生物 が発生 したため,調 査 を行 った。PEG溶 液 の腐 敗の主 因 は,

主 に グラム陰性 の擬球 あ るいは桿 菌 に山 来 した。溶 液 界面の皮 膜か らは,

クラ ドスポ リウム属 の カ ビが 検 出 された。 腐敗 のis因 と なった微 生物 が

好気性 と考 え られ たの で,溶 液 界面 を ビニル シー トで覆 い,酸 素 を遮 断

した結 果,良 好 な結 果が得 られ た。 また,2種 類の 防菌 剤(イ ソチア ゾ

ロ ン,ベ ン ズイ ソチ ア ゾロ ン)の 効 果を調べ た とこ ろ,ど ち らも分 離 菌

に有効 な防 菌効 果 を示 した。 〈木 川〉

(2)美 術 館,博 物館 に おけ る燃 蒸方 法に つ いての ア ンケー ト調査

平成5年 度の保 存 担 当学 芸 貝研 修 に おい て,fI122の 美術館,博 物 館,

資 料館 の学 芸員 に燃蒸 方法 に 関す るア ン ケー トを実施 した。この調査 で,

ハ ロンの使 用撤廃 の ため に,文 化財 の燃 然 ガ ス として長 ら く使 用 され て

き たエ キボ ン(臭 化 メチ ル と酸化 エチ レ ンの 混合 ガ ス)が 数年 内 に使 用

で きな くな るこ とが 念頭 され,代 替 策の 導 入に先 立 ち現 状 調査 を行 うこ

とを目的 と した。 以下 に主 な結 果 を まとめ た。

1)50%の 館 が1年 に1回 の頻 度 で燃 蒸 を行 って いた が,そ の 他 は2
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～5年 に1回 また は,収 蔵 庫 に入庫 す る もの の みにつ いて行 って いた。

2)燥 蒸 を行 う時期 は,1年 を通 じて分散 して お り,季 節 に よ る虫 の活

動 周期 を考慮 して い る ところは少 なか った。

3)ガ ス抜 き を含 め た煉蒸 期 間は,4～6日 が30%以 上,1週 間以上 が

40%で あ り,人 体 に対 す る安 全 性 を考 慮 して い る館 が 多い こ とが わ

か っ た。

4)欧 米 で試行 され てい る低酸素 濃 度処理 に よる殺 虫法 に は,2週 間以

上 の処 理期 閥が 必要 で あ るが,2週 間程 度 の処理 期 間は 可能 か ど うか

との問 に,20%が 可能,40%が なん とか 対処 可 能,30%弱 が 不可能 と

の解 答 で あ った。

5)収 蔵 品 を材質 ご とに分 類 し,そ れ ぞれに適 した方法 で防 虫 ・防 カ ビ

対 策 を行 うこ とは,可 能 と考 え た館 が20%弱,な ん とか 対処 可能 との

回答が50%以 上,不 可能 が20%弱 で あった 。

6)臭 化 メチル の使 用規制 につ い ては,知 らない館 が70%以 上 であ った。

これ に対 し,臭 化 メチ ルの オゾ ン層へ の害や,人 体へ の 毒性 につ いて

は,そ れ ぞれ40%,80%の 館 が知 っ ていた。

以上 の調査 は,比 較的 大 きな22の 美術 館,博 物 館,資 料館 に対 して

行 った もので あ り,かつ その80%が 都 市 部の館 であ る こ ともあ り,デ ー

タの 片寄 りを考 慮 す る必 要 があ るが,定 期 的 な清掃 と生 物被 害の点 検

作 業 を行 うこ とで,煉 蒸 の頻度 を減 らせ る可能性 が あ る こ と,処 理期

間の面 だ けに関 して言 えば,低 酸素 濃度 処理 法 な ど も一 部の文 化財 に

対 しては導 入 され得 るこ と,な どが今後 の方 向 として議 論 され た。〈木

川〉

③ パナ プ レー トの人体 に対 す る安 全性 の確 認

収 蔵庫 に バナ プ レー ト(DDVP(ジ クロル ボ ス)蒸 散 剤)を 常 用 して

い る博物 館 にお いて,頭 痛 や不快 感 な どの人体 へ の影響 が 懸念 され てい

た。 これに対 し,文 献資料 お よび該 当博物 館 に よ り実施 され た薬 剤 濃度

の 実例 デ ー タ よ り必要 な情 報 を整 理 し,薬 剤使 用 上 の 留 意 点 の報 告 を

行 った。 その中 で,薬 剤 交換 のの ち しば ら くの期 間は,ジ クロルポ スの

室 内ガ ス濃 度が労 働 許容 濃度 を超 えて お り,入 室 をzた ほ うが よい こ
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とが確 認 され た。 〈木川 〉

4.修 復技術部

(1)概 要

文化財 の修 復に 関す る調査 研 究,科 学 的修復 方法の 開発研 究,応 用お よ び

そ の公衷 を主務 としてい る。 研 究の対 象 は 美術 工 芸 品,建 造物,考 古資料,

民俗 資料 等 の有形 文化 財 をは じめ と した,文 化 財 すべ て を含ん で い る。

組 織 としては,文 化 財 を構 成 す る主材 料 に合 わせ て3研 究室 か らな って い

る。

第一修復技術研究室

i濃品,建 造物など木材および漆をヒな材質とする文化財の修復に関する

科学的,技 術的研兜を行い,そ の成果の公表を行なっている。

第 二 僚 復 技 術 研 究 室

紙 と布 を素材 とす る文化財 の修 復 技術 を研 究 して い る。

絵 画 ・文書類の 素材 と して,和 紙,絹 布,麻 布,木 綿布 とそれ らの繊 維,

顔料,染 料,接 着 剤(膠,糊 な ど)を 対 象 とす る。繊 維 の 強度変 化 ・変色 な

どにつ いて の基礎 的研 究 と,紙 ・布 と しての 劣化 要因探 求 に よ り,修 復技 術

開 発に 資す る。現 代の修 復 技術 に不 可欠 な合成 樹脂 その他 の新素 材 も,文 化

財修 復の 覗 点か ら検 討 す る。 平 成元年 度 か ら始 まっ た 「イ垂1外日本 美術 品の修

復 協 力 」に は,修 復技術 専 門家 の立場 か ら修復 全般 に 関わ る と同時 に,平 成

4年 度か らは,「 紙の保 存修 復」 国際研 修 を も担 当 してい る。

第三修復技術研究室

建造物,考 占試料,美 術工芸品など金属,石 材,そ の他無機材質を主材料

とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその成果の公表を行なっ
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1.文 化 財に お ける環境 汚 染の影 響 と修復 技 術の 開発研 究(5年 計 画の 第2

年次,保 存科 学部 と共 同)

環 境 汚染 に よ って文 化 財が影 響 を受 け てい るが,関 東 にお け る文化財 集

中 地 区であ る鎌 倉市 内4ヶ 所(高 徳 院,円 覚 寺,八 幡 宮,史 跡永福 寺)に

観 測 ステー シ ョンを設置 し,劣 化 因子 の測 定 を行 な うと ともに大理 石や 銅

版 サ ンプル 等の 暴露 試験 を行 な って い る。鎌 倉 大仏 の腐 食状 態の分 析調 査

も行 ない,海 か ら飛来 す る塩 の影響 とみ られ る塩 化銅 や 汚染環 境 下 で生 成

され る とい われ るアン トレラ イ トな どが検 出 された。〈青 木,川 野邊,三 浦,

門 倉>

2.文 化 財の伝 統 的修復 材料 の研 究(第2期,3年 計画 の 第1年 次)

(1)密 陀絵 につ い て

樒 陀絵 の文 献 は江戸 時代 の物 は 多数 あ るが,そ れ らのほ とん どは荏 油

に密 陀僧 を入 れ る とい う原 則 をでず,そ の分量 は ま ちま ちであ り,ま た

様 々な添加 剤 が記載 され てい るが,秘 伝 に近 い物 であ る。

密 陀油 に膠 を混和 す る方法 は,江 戸時代 の文 献 には な く,明 治時代 の

文献 に一例 だ け見 られ る。膠 を入れ る こ とに よっ て油 の乾燥 を促 進す る

効果 があ る よ うだが,江 戸時 代 の文献 に 記載が な いの は これが秘伝 であ

るか らと考 え られ る。

今 回の 実 験 は,こ れ らの文 献 を参 考 に 次 の よ う な点 に 注 意 しなが ら

行 った。① 加 熱時 間 をか え る,② 膠 の影響 を見 る,③ 密 陀絵 の影響 をみ

るであ る。 密 陀絵 の理 想的 な状 態は素 速 く乾燥 し,さ らに塗 膜 が充分 光

沢 があ る もの と考 えて い るが,こ の実 験 の結論 か ら言 うと理 想 にほ ど遠

い もので あ る。<中 里>

3.文 化 財の材 質 ・構造 ・技 法 に関 す る研 究

(1)紙 質文化 財

科 学研究 総 合A,古 文 書 料紙 原 本に み る材 質の 地 域 的特 質 ・時代 的 変
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遷 に関 す る基礎研 究 の研 究分 担者 と して,東 大寺 文 書,東 寺百合 文 書 な

ど作成 当初 の ま ま保 存 され てい る中世 文書 料紙 の材 質調 査 を行 っ た。経

年 に よ る変 色が 異常 に少 な い文 書,原 料 の切断 が顕 著 に見 られ る文 書 な

どが,製 紙 技術上,ま た保 存 性 の観点 か ら興味 が持 たれ て い る。 〈増 田>

4.材 質の 劣化 に関 す る研究

(1)木 造 文化 財

a.京 都 ・待 庵 の壁 に変 形が み られ るため に非破 壊的 な調 査 法 の検 討 を行

なっ た。 赤外 線 と可視 光 に よ る三 次 元測定 とX線 写真 に よ る劣化 診断

を行 な うこ ととな った。<川 野邊>

b.広 島県厳 島神社 の 高舞 台の 劣化 調査 を行 ない,漆 材料 の 改質 を検 討 し

た。 〈川野 邊〉

(2)染 織文化 財 ・染料

a.鉄 タンニ ンに よる繊 維 製 品の 劣化

脆 弱化 が 速 い燃染 め染 織 品の傍 復法 を確 立す るため,染 色に利 用 さ

れ る鉄 の移 動 を追跡 した とこ ろ,繊 維上 に 測定 され る鉄分 が 多 くて も,

その鉄 が媒 染 剤に よって化11的 に安定 してい る場 合 は劣 化 速度 は それ

ほ ど速 くない こ とが確 昭 され た、,本研 究 は,絹 の劣化 に関 す る研 究 と

して保 存科 学部 と共同研 究 を してい る。 また,文 化 財保 護振 興財 団の

研 究補 助金 に よ り,外 部 の研 究 者 と も共 同 して行 ってい る。〈増 田,川

野邊>

5.文 化財修 復技 術

(1)漆 文化 財

輪王 寺 よ り依 頼の李 朝 時代 の黙 漆槍 の箱 につ いて調査 を行 い,破 損 し

てい る漆膜 の処 置 につ いて検 肘 した。 〈中里 〉

木造 建造物 の 各種 外較 用漆 に つい て劣化 原因 の追求 と,合 成漆 試 料 を

作成 し屋外 暴露 実験 を開 始 した。 〈川 野邊〉

(2)紙 質 文化 財

a)風 邪 引 き紙 の 回復 法

確 実 に風邪 引 き紙 が回復 す る条件 が,温 湯 浸漬 と高 湿度 下乾 燥 であ

る こ と,乾 燥 温度 は影 響 が ない こ とを確 認 した。 〈増 田〉
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b)紙や絹に起こる緑青焼けは,そ れを防 ぐ手立てがなく日本画を保存す

る上で問題になっている。炭酸カルシウムや炭酸マグネシウムを緑青

焼けの裏面に塗布することによってその進行を防止する実験を行って

いるが,緑 青焼けを防止するまでに至っていない。〈増田〉

(3)金 属文化財

象眼された遺物の錆をプラズマを利用して除去する方法を,昨 年度に

引統き埼玉県江南古墳出土太刀等に試み,プ ラズマ処理条件などの技術

的改良を行なった。重要文化財群馬県観音山古墳出土金属製品の保存処

理を文化庁の依頼で行なった。〈青木〉

(4)遺 跡 ・遺構の保存修復

発掘遺構を露出保存するためには,収 縮や生物被害などを発生させな

いようにして土壌を強化 しなければならない。昨年に引続き吉野里遺跡

で浸透性を改良したポリシロキサンとアクリルポリオール樹脂を配合し

た樹脂が収縮防止性や強化能力に優れていることがわかった。〈青木〉

(5)石 造文化財の保存修復

石造文化財の修復の大きな問題として石材表面の層状剥離がある。そ

のまま放置しておけば表面が剥落してしまうので,剥 離部分に樹脂を注

入して剥離部分の接着を行なう必要がある。重要文化財香港上海銀行,

重要文化財ニコライ堂の修理に際し,従 来から使用されてきたエポキシ

樹脂とポリシロキサンとアクリルポリオール樹脂を配合した樹脂の比較

実験を行なった。剥離試験を行なった結果,浸 透性および接着性の点で

後者の樹脂の方が優れていた。また注入には亀裂などの目止めが必要で

あるが,良いシール剤がなかったので膠を利用したシール剤を開発した。

<青木>

6.調 査指導

(1)正 倉院伎楽面の修理

本年度は,破 損がひどい木彫第55号(酔 胡従)と 乾漆第2号(呉 公)

が選ばれ,正 倉院事務所の手で修理が行なわれたが,現 品を前にして,

技術的検討と指導を行なった。〈中里〉

② 山口県阿弥陀寺の折本装,大 般若経(山口県指定文化財)が,集 中豪雨
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に よ り土石 流 の下 に約2週 間埋 もれ,発 掘直 後か らカ ビの発 生が 見 られ

た ので,乾 燥 方法 につ き相 談が あ った。 早急 な冷 凍保 存 と冷凍 の ため の

包装方 法 を指示 した。乾燥方 法,修 復 処 置に 関 しては 平成6年 度に検 討,

実 施す るこ とと した。 〈増 田〉

(3)史 跡 埼玉 県南河 原村石 塔 婆の修 理委 貝 会委 員 として,強 化 樹脂 や 技術

的 問題 につ いて指 導 した。 〈青 木〉

(4)重 要 文化 財 八戸 市是 川遺 跡出 土遺物 の僚 復 にあ た って使用 樹脂 の指 導

を行 な った。 〈青 木〉

(5)重 要 文化 財宇 都宮 市清 厳寺鉄 塔 婆の 応 急的防 錆処 置 につ い て指 導 を行

な った。 〈青 木〉

(6)国 宝 厳 島神社 大鳥 居 の根 継部 分 の修理 仕様 を決定 した。 〈川野邊 〉

(7)国 宝 厳 島神 社能 舞 台及 び 高 舞 台 の 劣化 鯛 査 を行 な い,修 復 材 料 の検

討 ・仕 様決 定 を行 なっ た。 〈川野邊 〉

(8)国 宝 待庵 の劣化 状 態の調 査 方法の 指導 を行 なった。<川 野邊>

7.受 託 研 究

a.太 宰府 市 大字観 世 音寺 内出 土の 漆 ア箱 復 元に関 す る研究

観 世 音寺境 内 の木棺 墓か ら出t:し た漆 ア箱 は,素 地 が完 全 に腐朽 して

漆 膜の みの状 態 で出 土 した。 この漆 手箱 は周 囲の 土 とともに 木枠 内に取

り上 げ られ てい るが,方 形 の箱 の大 きさが惟 測 出来 る状 態 に あっ た。 箱

の 内容物 は まだ その ま まに な ってお り,湖 州 鏡 等がX線 透 視写真 に よ っ

て確 認 され てい る。本研 究 は3年 度 計画 でお こ なわれ る。 今年度 は,漆

膜 を完全 に露 出 させ るため に,L砂 の除 去 を行 い,漆 膜 を取上 げ別途保

存 し,内 容 物 を取 り出す 予定 で あ ったが,漆 膜 の破 損状 態 が 予想 外 に悪

か った ため周 囲の 土 を除去 す るに と どめ た。<中 里 ・青 木>

b.袋 井市 石 ノ形古 墳 出土金属 製 品の保 存修 復研 究

5世 紀 後半 の古 墳か ら短 甲,大 刀,鉄 斧,鉄 地金 銅張 轡鏡板 な どが発

掘 され た。 発掘 中か らこれ ら金属 製 晶の埋蔵 環 境 を調査 し,ま た脆弱 な

遺 物 に対す る新 しい取 り上 げ材料 の使 用実験 を行 った。研 究所 内 では,

さま ざまな劣化 状 態や 形 状 にあ る遺物 のプ ラズマ処理 条件 を決 め る ため

の処理 実験 を中心 に行 った。 〈青木 〉
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(1)概 要

情報資料部

情報資料部は,従 来美術部資料室の行ってきた美術に関する研究資料の作

成,収 集,整 理,保 管,閲 覧等の業務を充実発展させ,さ らに当研究所各部

所掌の研究資料に関する情報の統合化をはかることを目的とする。

当部所管の諸資料は美術部創設以来内外の研究者の利用に供され,文 化財

に関する研究資料センターの役割を果たしている。この機能をより充実させ,

学術情報の増加 と多様化に対応した所蔵研究資料の効果的利用を図るため,

データの共有化を中心とする美術情報処理システムの研究,画 像処理技術の

応用,文 献データベースの開発などを行っている。

当部研究員は,上 記業務を行うとともに日本 ・東洋美術史各分野で研究活

動を行っている。調査研究活動の成果は 「美術研究」ほか学会誌,美 術部と

共催の公開学術講座等で発表されている。

当部は,文 献資料研究室と写真資料研究室の二室をもって構成される。

文 献 資 料 研 究 室

美術 史関係 を中心 とした図書 ・雑 誌,調 査研 究 活動 に よ って収 集 され た各

種研 究 資料 の整理 ・保 管 ・閲覧 を行 ってい る。 また,日 本 ・東 洋古 美術 関係

の 文献 目録 の作 成 とともに文献 デ ー タベ ー スの開 発 を行 って い る。 各年分 の

文 献 目録 はr日 本 美術年 鑑』に掲 載 し,一 定期 間 ごとに総合 ・増 補 し 『日本 ・

東 洋 古美術 文献 目録 」 と して刊 行 して い る。 現在,昭 和41年 ～60年 分 につ い

て編 纂作業 をす すめ て い る。

写真資料研 究室

研究用写真資料の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行うとともに,各 研究

者の調査研究活動に協力して研究資料を撮影し,資料の充実につとめている。

また,こ れに平行して,美 術研究所創立以来蓄積された写真原板の転写を昨
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年度に引続き実施するとともに,美 術史研究への画像処理技術の応用及び画

像情報のデータペースに関する研究を行っている。

(2)各 論

1.美 術 情報 処理 システ ム の研 究一 デー タの共有 化 を中 心 と して一(10年 計画

の第5年 次)

(1)共 有 デー タの 生産 ・蓄 積

1)文 献,図 書 各 デー タの蓄積 を継続 し,ま た売 立 目録 デ ー タの入 力 を

お こ なっ てい る。

2)画 像 デー タは,デ ジタル画像 と してPhotoCDの 賦験 板 を作 製 し,そ

の利 用の ため の賭 条件 を検 討 した。ま た,ア ナ ロ グ画像 として レー ザー

デ ィ ス クへの 画像 取 り込み を継続 した。

(2)パ イ ロッ トシ ステムの 構築

1)定 期 刊行物 所載 文献 デー タベー ス及 び所 蔵 図書 デー タベ ー ス検 索 シ

ステムの 運用 ・評価

日常業 務の 中 で順 調 に運用 中であ る。

2)画 像 デ ー タベー ス構 築の ため の基礎 実験

客 貝研 究 貝の協 力 を得 て,レ ーザー デ ィス ク,PhotoCDの マ ッキ ン

トッ シュに よ る検 索 シ ステム を試作 した。

3)ロ ー カルエ リアネ ッ トワー クシ ステムの 整備 ・運 用 ・評価

デ ー タ量の 増 大に伴 い,旧 機種 を更 新 し作 業効 串 を高め た。 ま た,

新 た に3室 へ 端末 を増 設 した。

4)オ ンラ インデー タ通信 の有 効利 用

専 用電 詰回 纏に よ るデー タ通信 を継 続 した。

(3)「 共 有化 」環 境の検 肘

1)「 共 有化 」環 境 をめ ぐる諸 問題 につ いての 研究 会の 開催

特別 研 究 「有形 ・無 形文化 財デ ー タベ ー ス シ ステム の構 築 に関 す る

研 究 」の 一環 として 「デ ジタル画像 デー タ利用の 現状 と課題 」 をテー

マに研 究 協議 会(1994.3.17於 東京 国立文 化財 研究 所,外 部 参加 者16名)
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を開催 した。

2)文 化庁 を中心 とす る文化 財 情報 ネ ッ トワー クシステ ムへ の対 応

LANの 拡 充 を図 り,所 内 システム 環境 を整備 しつ つ あ る。

(4)デ ー タの研 究的 利用 法の 検討一 美術研 究 におけ る 「こ とば」 の 問題 の

基礎 的研 究

1)美 術 記述 に おけ る語彙 の特 性 の分析 基礎 研究 を開 始 した。

2)蓄 積 され たiを も とに した検 索 ツー ル としての 利用 法の検 討

語 彙の蓄 積(文 献 か らの キー ワー ド)の み継 続 した。

2.莫 術 史 に おけ る画 像処 理技 術 の応 用 に関す る基礎 的研 究(5年 計 画 の第

5年 次)

(1)デ ジ タル画像処 理 とパ ッケー ジ ソフ トの 開発

美術 作 品の 分 析 に 関 す る 前年 度 まで の 実験 結 果 を総 括 して,シ ミュ

レー シ ョン ・多重表 示 ・分 析 等 のルー チー ン化 を試 み るな ど,画 像 の 入

力 ・処 理 ・記録 蓄積 を一 貫 した作 業 の も とで可能 にす るパ ッケー ジソフ

トを完成 した。

② 画像 の蓄 積 とデ ー タベ ー ス システ ム

1)所 蔵 資料 の画像 デー タ蓄積(ア ナ ログ ・デー タ)

前年度 に ひ きつづ き,科 学研 究 費助成 「有 形文化 財 映像 デー タベー

ス」(代 表者:東 京 国立博 物館 ・高 見沢 明雄)に 参加 し,所 蔵 ガ ラス乾

板(2,500枚)の 画像 をレーザ ーデ ィス クに収 め た。 あわせ て,タ イ ト

ル ・作 者名 ・所 蔵先 な ど をデ ー タベー ス と して,画 像 を検 索 で きる よ

うに した。

2)画 像 デー タの 実験(デ ジタル ・デー タ)

コンパ ク ト・デ ィス ク と同一規 格 のPhotoCD(静 止画像100枚 の記

録 可能)を 実験 的 に作成 し,画 像 の精度 ・色調,処 理 速度 な どの点 か

ら評価 を試 み た。

(3)次 年 度以降 の研 究計 画

デ ジ タル画 像 の実用 にむけ た開発 が 活発 とな り,フ ィルム を中心 とす

る画像 資料 をデ ジ タル画像 に置 き換 えてい くため の準備 と実 験 をす すめ

る状況 が整 いつ つ あ る。 デ ジタ ル画 像 を中心 に計 画 を検 討 してい る。
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3.日 本 ・東洋 美術 史文 献 デ ー タベ ー スの開発(6年 計 画 の第6年 次)

(1)デ ー タベ ー スの作 成

1)所 蔵 図書 デー タベー ス

所 蔵 図書の 書誌 デー タベ ー ス を作 成 した。 件数 は約33,000件,サ イ

ズは約25メ ガバ イ トで ある。

2)研 究文 献デ ー タペー スの作成

定 期 刊 行物 所 載 の 日本 東 洋 美術 史文 献 デー タペ ー ス の作 成 を行 っ

た。 対象 は昭 和41年 か ら同60年 に刊 行 され た定 期刊 行物 であ る。件 数

は約30,000件,サ イズは約24メ ガパ イ トで あ る。

(2)文 献 デー タの 共有 化 をめ ぐる諸 問題 の検 討

1)上 記デー タペ ー スの それ ぞれ につ いて検 索 シ ステム を作成,LAN上

で運 用 し,複 数の 研究 室 での利 用 を可能 とした。 ロー カル な環 境 にお

け る文献 資料 デー タの 利川 面に つ いては概 ね評 価 で き る。

2)冊 子 目録 に よるデー タの 公開 につ いて は本 デー タベ ー スの 出力 で対

応す る見通 し を 、Zてた 。

3)本 研 究 で作 成 された デ ータベ ー スの美術 史研 究 支援 デー タベー スへ

の統合 は,長 期研 究計 画の1'tで繊統 して研 究す る。

(3)全 文 テ キス トデー タペ ー ス

既存全 文 デー タフ ァイル をLANf:で 利用 口r能とした。

4.日 本武装 史研 究

刀 剣 ・甲 陶 ・馬 具 ・弓箭 具 な どの 武装研 究は,従 来,有 職 故実 と作 品研

究が別 々 に行 われ てい るが,こ れ を作 品 ・故実 ・文献 資料 をあわせ て行 う

もの であ る。本 年 は猿投 神 社の 刀装 類の調査 を行 ったが,今 後,絵 巻物 ・

屏 風 な どの 風俗 画 を も含め た研 究 を継続 し,各 時代 の 武装 の実 態 を明 らか

に してい くもの で あ る。<廣 井>

5.古 代仏 教彫 刻 史研 究

平安 時代 初期 木彫像 研 究 を綱 統 し,東 寺聖僧 文殊 像,神 護 寺薬 師如 来像,

福 岡 浮嶽 神 社木彫 像 三躯,大 分 奈 多.・.t・i神像 群 等の調 査 をお こなっ た。 うち,

神 護寺 薬師 如来像 に つ いて は,伝 来,儀 礼,安 置 空間 とと もに検 討 し,平

安 京守護 を 目的 と した薬師 悔過 の 本尊 として造 立 され た とす る試論 をr美
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術研 究』359号に 発表 した 。また,平 成5年 度 文部 省科 学研 究 費一般 研究(C)

「メデ ィア としての請 来美術 研 究」(研 究代 表 者井 手誠 之輔)の 助 成 を うけ,

東 寺 兜蹟毘 沙 門 天像 を中 心 に 請来 彫 刻 の メデ ィア と して の機 能 を分 析 し

た。<長 岡>

6.鎌 倉時 代絵 画 史の研 究

鎌 倉時 代 を中 心 とす る作品 の調査 を継 続。 肖像 画の 分野 では談 山神 社蔵

藤 原鎌 足諸像,宝 筒院 蔵伝 足利 義 詮像,称 名寺 蔵金 沢四 影 な どの 調査 を行 っ

た。義 詮像 につ いて は赤 外TVに よ る,洋細 な調査 を行 ったが画 讃部分 の 絹

の損 傷 が激 し くその解 読 には 充分 な成果 をあげ る ことが で きなか った。 同

時 に本 年は世 俗 人物 肖像 画制作 に おけ る禁忌 意識 が単 に呪 誼に 根づ く もの

でな い可能性 に つい て検 討,ま た わが 国の世俗 人物 肖像 画 の 「か たち」 に

つ きま とう諸問 題に つい て も検 討,そ の成果 の一 端 を所 内研 究 会,シ ンポ

ジウ ムな どで発 表 した。 主題 としての 人の問題 は物語 としての伝 記 に広 が

るが,法 然伝 絵 ・東征伝 絵 など高層伝 記絵 の 調査 も昨年 に引続 き継続 した。

調 査研 究 の経 過で収 録 しえた資料 記録 類の機 械 可読 デー タ として の蓄積

もまた同時 に進 め,研 究 資料 の共有化,有 効 利用 の方 法に つ いて検 討 を開

始 した。 〈米 倉>

7.近 世絵 画 史研 究

平 成5年 度文 部省科 学研 究 費補助 金一般 研 究(B)「 画像 と言語 一東 洋 美

術 史 におけ る比 較研 究一 」よる研 究成 果 を ま とめ,報 告 書 を作成 した。<鈴

木>

8.請 来仏 画研 究

平 成5年 度X部 省科 学研 究 費一般研 究(C)「 メデ ィア と して の請来 美術

研 究」(井 手 ・長 岡)の 助 成 を うけ,請 来 画像 の メデ ィア と して の機 能 を分

析 す る とと もに,請 来美 術に関 す る基礎 資料 の収 集 を行 った。 また文 部省

在外 研 究員 として,欧 米 各地 の美術館(ギ メ美術 館,メ トロポ リタン美術

館,ボ ス トン美 術館 等)を 訪 問 し,近 代 に なって 日本 よ り流出 した 中国 ・

朝鮮 の 仏画 につ いて 調i4:する とと もに,そ の一 部 を 「宋代 の阿 弥陀画像 」

として報告 した(美 術 部 情報 資料 部研 究会)。 〈井 手>

9.中 国 にお け る石窟 美術 の研 究
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中国 の河 北省 ・河 南省 ・甘 粛省 ・新彊 ウ イ グル 自治 区の石 窟寺 院 を たず

ね,阿 弥 陀図像 を中心 に調 査 を行 っ た。 その研 究対 象 は絵画 資料,な か で

も壁画 を主 と しつつ,同 時 に彫 塑や その他 の作例 も比較考 察 の 範疇 とした。

〈勝木 〉

6.国 際文化財保存修復協力室

(1)概 要

人 類共通 の遺産 であ る文化財 の 保護 のた めに は,国 際 的に 交 流や協 力 をは

か るこ とが必要 で あ る。その ため には,各 国の実 状 につ い ての理解 が 重要 で,

情 報 の収 集 が 大切 であ る。 また,国 際 協力 と して最 も大切 なこ とは 人材 の養

成で,研 修 事 業が きわめ て重要 で あ る。 文化財保 イ∫:修復 披術 の 向f'の ため の

研 究 を推進 して行 くため の国 際共 同研 究 もTcな 事業 であ る。 そ こで,国 際

貢献 の一環 と して,わ が 国 に文化 財の保 イ∫二,修復に 関 わ る情 報,研 修,研 究

の国 際協 力セ ンター を設立す べ き との 声が 高 よ1て い る、,

国 際文化 財保 存修 復協 力 室は,セ ン ター1没、Zに向 け て,従 来 のア ジア文 化

財保 存研 究室 を拡 充 し平 成5年4月 に 発足 した、,現在,協 力室 では 世界各 国,

各地 域の 文化 財 とその保 存 に関す る資 料の 収 築,整 理,デ … タベ ー スの作 成

を行 ってお り,ま た,国 際 共同研 究,国 際 会議 ・セ ミナー一の 企 画,実 行 や 諸

外 国の専 門家 の研修 に 関す る仕事 を行 ってい る。 さ らに,基 礎 研 究 として,

屋外 の石 造お よび木 造文 化財 の 劣 化 と保 存処 置に 関 す る研 究 等 を行 って い

る。

(2)各 論

1.世 界,特 にアジ ア諸 国に おけ る文 化財 保存 に関 す る情報 の 収集

(5年 計画 の 第3年 次)

(1)文 化財 の 劣化状 態 お よび保 存対 策 につ い ての澗 査
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1)ア ジア文化 財保 存 セ ミナ ー にお い て カン トリー レ ポー トを行 ったア

ジア各 国の代 表 に,各 国の 最 も代 表的 な文 化財 につ い て,そ の保 存 状

況 と保 存対策 につ い てのア ンケー ト調査 を行 い,多 くの情 報 を得 た。

昨年 度(第3回)ま で に得 られ た情 報 につ いて項 目別 に整理,解 析 し,

レポー トに まとめ た。<西 浦>

2)国 内 ・外 で開か れ た国際 的 な会議,講 演 会,研 究会 等 に積 極 的 に参

加 し,多 くの情報 を得 た。〈西 浦,松 本,朽 津 〉

(2)組 織,機 構,プ ロ ジェ ク ト等に つ いて の調査

1)ア ジア文化財 保 存 セ ミナ ーに お いて カ ン トリー レポー トを行 ったア

ジア各 国の代 表に,各 国の 文化 財 の保 存に 関わ る組織 機 構,プ ロジェ

ク ト等 につ いて,そ の 現状 と課 題 につ いて のア ンケー ト調査 を行 い,

多 くの情 報 を得 た。 昨 年度(第3回)ま でに得 られた情 報 につ いて項 目

別 に整理,解 析 し,レ ポー トに ま とめ た。<西 浦>

2)東 京国 立文化 財研 究所 を訪 れ た諸 外国 の文化 財保 存 関係者 か ら個別

に各 国の状 況 を聞 き取 り,資 料 とした。

3)文 化 財 の保存,修 復 に関 わ る人材 につ いて情 報 を収 集 し,デ ー タベー

スを作成 中 であ る。<西 浦>

4)国 内 ・外 で開か れた 国際的 な会 議,講 演会,研 究会等 に積極 的 に参

加 し,多 くの情 報 を得 た。<西 浦,松 本,朽 津>

2.屋 外石造 文化 財 の劣化 と保 存修 復処 置 に関 す る研 究

(5年 計画 の 第3年 次)

(1)石 材 の劣化 現象 につ い ての岩 石学,鉱 物学 的調 査研 究

1)埼 玉県 深谷市 の 日本煉 瓦工 場 よ り採 集 した,劣 化 した レンガ試料 を

岩石 学的 に研究 した結 果,レ ン ガ試料 にお いて も,粘 土鉱 物 の溶脱 や,

塩 類 の析 出に よ る脆 弱化 な ど,通 常 の岩石 と同 様 な メカニ ズムで劣 化

が起 きて い るこ とが確 認 され た。<朽 津>

2)タ イ国石 造遺 跡 にお いて採 集 した石 材 を岩石 学的 に研 究 した結 果,

もと もと風 化 した岩石 を装 飾 用 に用 いて い る遺 跡が あ るこ とが 判 明 し

た。<朽 津>

3)佐 賀県鵜 殿窟磨 崖仏 群 の劣化 状況 を調査 した結 果,砂 岩 の粒 子 間 を
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埋 め てい るセ メ ン ト物質 が 溶け 出す こ とに よ る岩石 の 凝集 力 の低下 が

起 きてい る こ とが確 認 され た。<朽 津>

4)ブ リュ ッセ ル市庁 舎 にお いて,石 像 の劣 化 を観 察 した。 そ の結 果,

この石像 は砂 質 石灰 岩 でで きて お り,方 解 石 の部 分 が選 択 的 に溶解 す

るため に石 材が 脆 弱化 し,崩落 が起 きてい る こ とが 判明 した。<朽 津>

5)プ ルー ジュ救 世主 大聖 堂 にお いて,煉 瓦 の劣化 現 象 を観察 した。 そ

の結 果,こ こ では も とも と方解 石 を含 んだ特殊 な煉 瓦が 使わ れて お り,

それ が雨 水 等 と反応 す るこ とに よって石 膏 を形成 し,煉 瓦 の劣化 を生

ん でい る こ とが 判明 した。<朽 津>

6)細 か い結 晶粒 子 を吹 き付 け るこ とに よって,趣 造 物 等 の 石材 を ク

リー ニ ン グす る方法 の有効 性 につ いて,走 査 型電f・顕 微 鏡等 を用 い て

評価 を行 った。 その結 果,ク リー ニ ング法 として は極 め て有 効 であ る

もの の,一 部 の粗 粒石 材 に対 して は,石 材 白体 に まで ダ メー ジを与 え

る恐 れが あ る こ とが判 明 した。〈朽津 〉

② 石材 の保 存材 料 に関す る鯛 査研 究

1)石 材の 強化 お よび搬 水処理 に 用い られ る代 表的 な シ リコー ン樹 脂 に

つい て,そ の 物性 を比 較検 討す るため の実 験 を行 って い る。 凝灰 岩,

砂 岩,安 山 岩試験 片 を用 いた浸透 生測 定,石 粒 を川 い た強化 力評 価 実

験,処 理 石 材 の水蒸 気透 過性 試験 を行 っ てお り,特 に,ヨ ー ロ ッパ で

広 く川 い られ て い るエ チ ル シ リケー ト系 強化 剤 で あ るWackerOH

とH本 で 多 く用 い られ てい る メチル トリエ トキシ シラ ン系椴 水強 化剤

であ るSS-101と の 比較 を行 っ てい る。<西 浦>

2)中 国 ・楡 林 窟の保 存対 策に用 い られ てい る岩体 強化 剤 と しての 珪酸

カ リウム水 溶液 の応 用に つ いて現地 調査 を行 った。<西 浦,朽 津>

3)神 奈 川県,承 文 ・元箱根 石仏 群の保 存修 復 に関 して,岩 石 の含 浸強

化処 置,搬 水処 置に つい ての現 地調 査 を行 い,ま た,樹 脂 の 浸透 性,

搬水 効 果(地 衣 類防 除効 果)に つ い ての 現地 奥 験 を行 って い る。<西

浦 〉

(3)洞 窟,廓 ノ縫仏 な どの劣 化現 象 と保 存対 策 に関す る調 査研 究

1)福 島 県田村 郡滝 根町 の大理 石磨 崖仏 で あ る入 水三 十三 観音 石仏 の ク

一50一



L

国際文化財保 存修復協力室

リー ニ ン グ と強化,保 存処 置 につ い ての調査 研 究 を行 って い る。 第一

番観 音 のみ独 立丸 彫 りであ るの で,こ れ を東文研 に持 ち込み,ク リー

ニ ング(ゼ リーパ ッ ク)と 保護(搬 水性 シ ラン樹脂 含浸)処 置 を行 っ

た。 現在,風 雨 に曝 され る元 の場 所 に戻 されて お り,今 後定期 的な観

察 を行 う予定 であ る。<西 浦>

2)福 島 県小 高町,史 跡 ・薬師 堂石 仏の 劣化状 態 を定期 的 に調 査 して お

り,大 屋 根架 設後 の 岩体 の乾燥 に伴 う状 態 変化 につ いて,保 存処 置法

を踏 まえつ つ,調 査 を行 った。<西 浦,朽 津>

3)埼 玉 県吉 見 百穴 を調査 し,主 た る劣化 原 因 とな って い る塩 類風化 に

つ いて,実 験 を交 えて考 察 を行 った。 その 結果,塩 類風化 は,水 ・岩

石 の相 互作用 に よ って 引 き起 こ され るが,同 じ岩石 で も,そ の おかれ

て い る環境 に よっ て晶 出塩 類 も異 な り,従 って 劣化状 況 も異 な る とい

う こ とが わか った。<朽 津>

4)シ リア ・ア イン ダー ラ遺跡 の石 彫像 の劣化 現 象 と保 存,修 復 方 法 に

つ いて 調査 を行 い,基 本 的な保 存 方針,計 画 を提案 した。〈西浦,三 輪>

5)中 国 西北部 を中心 に 多 くの石 窟 を訪 れ,劣 化状 況 の調査 を行 った。

<西 浦,朽 津,三 輪>

6)ス リラン カ文化 三角 地 帯の石(レ ンガ)造 建 造物 遺 跡お よび壁画 にっ

いて,そ の 劣化状 況 と保 存対 策 につ いての 調査 を行 った。<西 浦>

3.そ の 他

(1)古 建築 の保 存 を 目的 と した外 装塗 装(丹 塗)の 物性 評価

木 造古建 築 の丹 塗 り塗装 の耐 久性 につ いて,調 査 お よび実 験 的研 究 を

行 っ てい る。新 材料(合 成樹 脂)を 含 め た種 々 の材料 につ い て,さ ま ざま

な劣 化促 進処理 に よる物 性 評価 を進行 中であ る。(科 研 ・試 験研 究)<西

浦 〉

② 大 阪市 立博物 館所 蔵 の コプ トィ∫彫 の劣化 現 象 と保 存修 復処 置 の研 究

イ タ リアか ら贈 られた5世 紀 の もの とされ てい る コプ ト石 彫 が,収 蔵

庫 での収 蔵 中に大 量 の塩 が析 出 し,崩 壊 して い く現 象 があ り,こ れ ら石

彫 の劣化 原 因 と保 存修復 方法 につ いて検 討,考 察 中で あ る。〈西 浦 〉

(3)東 アジア古代 建築 意匠 とそ の源 流につ いて の研 究
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法隆 寺建 築 の雲 形斗棋 に 代表 され る装飾 的建 築 細部 の意 匠 的特質 を考

察 し,こ れ らの類例 と考 え られ る もの の うち,特 に漢代 石 闊 の斗供 表現

と,高 句麗 壁画 古墳 に 見 られ る雲文 表現 とに注 目し,比 較検 討 を行 って

い る。 今後,対 象 とすべ き資料 を地 域的 に拡 大 し,広 くその 系譜 を解 明

して い く予 定 で あ る。〈松 本 〉

(4)日 本 建築 の疑 似構 造 につ い ての 史的研 究

日本建築 につ いて も既 に 古代 か ら,実 際 に機 能 してい ない 見 えが か り

の部材 や 空間 が存 在 した。 こ うした部材 の典 型的 な例 で あ る本墓股 の成

立に つ いて考察 すべ く,資 料 を収 集 してい る。〈松 本 〉

(5)石 材の産 地推 定 等の研 究

1)日 本 各地 か ら出土 したイ1器石材 の うち,従 来岩石 名 が不 明 とされ て

いた ものに つ いて,そ の ギ}石組織 を鋭 票 す るこ とに よ って,正 確 な岩

石 名 を与 えて分 類 を行 った。 また,岩 石 名をil-.確に 命名 す るため の 基

準 を作 成 した。<朽 津>

2)香 川県下 の古 墳の 竪穴 式石 室に 川 い られて い る石 材 につ いて,岩 石

組 織 に 基づ く原 産地 推 定 を行 い,石 材の 流通 に つ い て蹴論 した。<朽

津 〉

7.国 際調 査研 究

(1)敦 煙文化財保存修復 に関する調査研究

1.中 国に お ける研 究

(1)第1次 訪 中

平 成5年6月10(16)日 一一2511に ド記の 訪`11団が敦 燈お よび その周 辺地

域 を訪 れ,日 中共 同 で下記 の澗 査,研 究,協 議 を行 った。

三 輪 嘉六(修 復 技 術 部 長)

増 田 勝 彦(修 復 技 術 部第二修 復 技術研 究 室長)

西浦 忠輝(国 際文 化財保 存修 復 協 力室 長)
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勝 木 言一 郎(情 報 資料部 文 献 資料 研 究室研 究 員)

朽津 信 明(国 際 文化財 保 存修復 協 力室研 究 貝)

吉澤 富士 夫(文 化 庁文化 財保 護部 伝統 文化 課 長)

1)194(195)窟 と53(469)窟 に設 置 した温度,湿 度,日 照,外 部風 速,内

部微 風速 計測,積 算 日照計 システ ムか ちの デー タの読 み 出 し と初期解

析。

2)53窟 の壁画 劣化 状態 の調査 お よ び写真撮 影。

3)顔 料 の変槌 色 につ いての科 学分 析結 果 につ い ての研 究協 議 とあ らた

な顔 料 の採取 。

4)10月 に敦煙研 究 院 で開か れ る保 存 の国 際 シ ンポ ジウムに 関す る打 ち

合 わせ 。

5)当 面 の研究 の進 め方 お よび人物 交 流につ いての 協議。

6)キ ジル千仏 洞,ク ム トラ石 窟,ク ズル ガハ石 窟 等関連 遺 跡の 調査 。

(2)第2次 訪 中

平成5年9月30日 一一10月12日 に下 記 の訪 中団が 敦 煙 を訪 れ,日 中共 同

で下記 の調 査,協 議 を行 った。

西 川杏太 郎(所 長)

三浦 定 俊(保 存科 学部 長)

西浦 忠 輝(国 際 文化財 保存 修復 協 力室長)

中野 照 男(美 術部 第一 研究 室長)

尾立 和 則(修 復 技術部 第二 修復 技術研 究 室研 究員)

勝木 言一 郎(情 報 資料部 文献 資料研 究 室研 究員)

朽津 信 明(国 際 文化財保 存修 復 協力 室研 究員)

北野 康(名 古 屋大学 名誉教 授)

1)国 際 シ ンポ ジウム 「ConservationofAncientSitesontheSilk

Road」 に おけ る研 究 発表 と討議 。

り
白

3

4

EJ

莫高窟の周辺地形の観察。

楡林窟の劣化状態調査。

当面の研究の進め方および人物交流についての協議。

中国文物研究所およびゲティ保存研究所との研究協議
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2.日 本 に おけ る研 究協 議 また は研 修

(1)平 成5年10月20日 ～11月1日

段 文 傑(敦 煙研 究院長)

劉 会林(敦 煙研 究院 副院長)

劉 永増(敦 煙研 究院 資料 セ ン ター次 長)

目的:敦 旭莫 高窟 の保 存 に関 す る共 同研 究 協議 等。

(2)平 成5年12月22日 ～平成6年3月21日

王 旭東(敦 煙研 究院保 護研 究所 研 究実 習貝)

目的:現 境 調査 方法 に関す る研修

3.第9回 敦 煙 莫高 窟聖画 保存修 復協 力会 議

平 成6年3118日,協 力会 議委 貝,文 化庁 関 係 者,東 文研 関係 者 が出席

して 東 文研 に おい て開催 され,下 記 の議題 につ い て討議 した。

1)第8回 敦 焼 莫高 窟壁画 保存修 復 協 力会議 議劇 録(案)に つ いて。

2)hF成5年 度研 究 結果 につ いて。

3)tF成6年 度研 究 計画(案)に つ い て。

4)圖 際会 議の 平成7年 度 日本 開催 につ い て

(2)ス ミソニ ア ン研 究機 構 との 国際研究 交流

科学 研究 費 で 「科 学技 術 を利用 した 文化財 研究 法の 開 発1と い うテー マの

もとで,青 銅 器,陶 磁器,遺 跡調査 法 の3つ の研 究課 題 の ドに共 同研 究 を進

め てい る。5年 度 はH本 側か ら,戸 津 韮之介(東 京}}.1¥術大学),村 上隆(奈 良

国立文 化財 研究 所),平 尾良 光(東 京国 立文化 財研 究所)が 訪 米 し,青 銅 器 に

つ いての 共 同研 究 を ア メll力 側 研究 者 と行 い,遺 跡鯛 査 法に つい ては,西 村

康(奈 良 園 立文 化財 研究 所),亀 井 宏行(千 葉 大.,).デ ィー ン ・ グ ッ ドマ

ン(マ イア ミ大学 中 島分 室)が 渡 米 し,現 地 の遺 跡探 査 を行 った。 また昨年

に 引 き統 き,中 国社 会科 学院 世 界宗 教研 究所 の 金 正耀 氏 が ス ミソニ ア ンと東

京 国立文 化財研 究所 で,中 国の青銅 器 の鉛 同位体 分析 を行 った。

(3)海 外所在 日本美術品調査

当研究所では,昭 和63年以来,欧 米所在の明治時代以前の日本美術作品に
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一
国際調査研究

関 す る基礎 デ ー タの収 集に 努め て きた。 平成2年 度 よ り,古 文化 財 科学研 究

会 が 日本芸 術文 化振興 会 か ら助成 金 を得 て 「海外所 在 の 日本文化 財 を対象 と

す る調査 研 究」 を行 うこ とに な り,当 研 究所 が その委嘱 を受 け て調査 研究 を

担 当 した。平成2年 度 のメ トロポ リタ ン美術 館,3年 度 のバ ー ク・コ レクシ ョ

ン,バ ー ク ・フ ァウン デー シ ョン,4年 度 の フ ィ ラデ ル フィア美 術館 の調査

に 引 き続 き,5年 度 は プラ イ ス ・コレ クシ ョン所蔵 の作 品 の調 査 を行 い,そ

の成 ・果 と して「海 外所 在 日本美術 品調査 報告4プ ライス ・コ レ クシ ョン 絵

画 」 を 刊行 した。

(4)タ イ国石造遺跡の劣化現象 と保存処置 に関す る調査研

究

科学 研 究 費国際学 術 研究 海外学 術調 査 に よ り,昨 年 度か ら3ヶ 年 計画 で調

査 研究 を開始 した。 本 年度 は,12月 に 西浦 忠輝,三 浦定俊,松 本修 自の3

人が タイ国 を訪 れ,東 北部 の クメー ルの石(レ ンガ)造 遺 跡 を中心 に調 査 を行

い,代 表的 な遺 跡 であ るパ ノン ・ル ンお よび ムア ン ・タム に環 境 計測 システ

ム を設 置 した。3月 に タイ側研 究 者3名 を招 聰 し,日 本 の保 存研 究状 況 を理

解 して もら う と同時 に,具 体 的 な研 究 の進め 方 につ いて協 議 を行 った。

(5)文 化財保護 に関する日独学術交流

平 成5年 度か ら文部 省科 学研 究 費 を受 けて,「 漆 ・ニス な ど伝統 的 天然樹 脂

塗膜 の 劣化 と保 存 」に 関す る研究 が 開始 され た。7月1日 ～11日 に沢 田正昭 ・

工 楽 善通(以 上 奈 良国 立文 化財研 究所),三 浦定俊 ・佐 野千 絵 ・尾 立和 則(以

上 東京国 立文化 財研 究 所),10月18日 ～25日 に新井 英夫(東 京国立 文化 財研 究

所 名誉 研 究 貝)が 現地 で調査 と討 議 を行 った。

また,11N8f1～17日 に ドイ ツ側 研究 者3名 が来 日,漆 に関 す る国際 シンポ

ジウム で研 究 発表 と討議 を行 った。

,

一55一

L一 一_一 」



調査研 究

8.主 要研究業績

①:著 書 ・編 書 ②:論 文 ③:解 説 ④研 究 発表

⑤:講 演 ・放 送 ⑥:そ の他 平成5.4～6.3

所 長

西 川杏 太郎

③ 文 化 財 と国際 協 力(慶 慮義 塾大 学 での 講演 記録)「 三 田評論 」9566.3

⑤ 大和 の仏 か ら(特 別展 講 演)東 京 国立 博物 館5.4.17

⑤ 高僧 の 肖像彫 刻(特 別 展 講演)奈 良 国 立博物 館5.5.22

⑤ 日本美術 史～ 日本文化 の特 色(在 外公 館職 貝研修)

外 務省研 修所5.4.19お よび5.10.20

⑤ 伝 統文 化 とわが まちの 文化 財(社 会教 育 主事 講習)

lK!立教 育会 館社 会教 育研 修所

⑤ 文化 財保 存の ため の伝統 的 な材料 と技 術(基 調講 演)

第4回 ア ジア文 化財保 存セ ミナ ー

⑤ 日本 にお け る漆 及び 漆蜘lllの保 存(基 鯛講演)

第17回 国際研 究 集会 「漆1}:1-1-rnnの保 存」

5.9.16

5.10.31

5.11.25

美 術 部

鶴田 武良(美 術部長)

① 宋紫石と南顔派 「H本の美術」326至 文堂

② 中国画研究院の10年 とll咽画壇の動向

「現代中国画の動向展」図録 日中友好会館美術館

② 聯幅の美一その歴史と鉄斎 「聯幅の美展」図録 鉄斎美術館

② 陶冷月について一近百年来1#1国絵画史研究三一 「美術研究」358

② 民国期中国における裸体画問題

5.7

5.9

5.11

5.12

第16回 国際 研究 集会 「東ア ジア 美術 に おけ る人の か た ち」 報告 書6.3

イ メー ジ リー デ ィン グ鍍書 「人の くか た ち〉 人の くか らだ〉」
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一　一

③

③

③

③

④

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

⑥

「中国年鑑1993年版」美術の項

中国画研究院紹介

「現代中国画の動向展」図録 日中友好会館美術館

作家略歴 「現代中国画の動向展」図録 日中友好会館美術館

楊澗泉の倣パピエ ・コレ作品一民国期絵画資料r美 術研究」359

台湾における近代美術の発達

美術部 ・情報資料部公開学術講座

南方の清音一油画家劉啓祥(翻 訳)

主要研 究業績

平 凡社6.3

中 国研 究所5.6

r台 湾美 術全 集11・ 劉啓祥 」 台北 ・芸術 家 出版社

北京故宮博物院歴代芸術名品の群(翻 訳)

紫禁城と故宮博物院(翻 訳)

故宮文物宝蔵新編 ・書道篇(監 修)

故宮文物宝蔵新編 ・文具篇(監 修)

故宮文物宝蔵新編 ・玉器篇(監 修)

北京故宮博物院展図録

北京故宮博物院展図録

台北 ・故宮博物院

台北 ・故宮博物院

台北 ・故宮博物院

5.9

5.9

6.3

5.11

5.5

5.8

5.8

5.6

5.7

5.12

佐藤 道信(主 任研究官)

① 河鍋暁斎と菊池容斎 日本の美術325至 文堂

① 日本画の誕生(共 著)(日 本の近代美術2)大 月書店

② 渡辺省亭がなぜ欧米人に好まれたか

rクラクフ国立美術館』(秘蔵日本美術大観10)講 談社

② 近代史学としての美術史学の成立と展開

r日本美術史の水脈』(辻惟雄先生還暦記念論文集)ぺ りかん社

② 暁斎芸術の二重構造 「暁斎」50河 鍋暁斎研究会

② 絵画と言語(2)雅 号と理想の世界観 「美術研究」357

② 野間コレクションと大衆社会:時 代史 ・個人史のタイムカプセル

5.5

5.6

5.5

5.6

5.6

5.7

「野間 コレ クシ ョン とその 時代 」展 図録(新 潟 県立近 代 美術 館)5.9

② 近代化 が生 ん だ"歴 史"と"歴 史画"

ピ ロテ ィ89(兵 庫 県 立近代 美術 館)5.10

② 歴 史史料 と しての コレ クシ ョン 「近代 画 説」2明 治 美術 学 会5.12
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調 査 研 究

② 欧 米所在 の横 山大観 の作 品につ いて

―大英図書館.ア シュモ リアン美術館.ヴ ィクトリア ・アルパー ト博物館」

(秘蔵 日本 美術 大観4)講 談 社

② 欧 米が ひれ伏 した"画 鬼"河 鍋 暁斎 「芸 術新 潮」45-3新 潮 社

② 人 か ら人"間"へ 一個 と しての 人体

第16回 国際研 究集会 「東 ア ジア美術 に おけ る人 のか た ち」 報 告書

イメー ジ リー デ ィ ング叢書 「人の 〈か た ち〉 人の 〈か らだ〉」

平 凡社

③ 東 京美術 学校 交友会 誌 とは 叢書 案 内 ゆ まに 書房

③ 美 の倉(福 田平八郎 雨)

「青淵 」530渋 沢 青淵 記念 財 団 竜 門社

③ 作 品解 説(狩 野芳崖 筆 悲 母観 膏図)「 国華 」1172

③ 展評(大 正 日本画 の若 き俊 英た ち 今村 紫紅 と赤 昭会)

「BT]680美 術 出 版社

③ 作 品解 説

『大英図書館.ア シュモ リアン美術館.ヴ ィクトリア ・アルバー ト博物館」

(秘蔵 日本 築術 大観4)講 鮫社

●

O

O

O

O

O

⑥

歴 史史料 と しての コレ クシ ョン

近 代 の 日本画

原三 渓 と近 代 日本画

野間 清治 とその時代

幕末 ・明 治の歴 史画

日本 画の 美 ・野間 コレ クシ ョン

河鍋 暁斎 の 多面性 に 驚 き

明治 美術学 会例 会

NewSchool

か なが わ県 民ア カデ ミー

新潟 県 立近代 美術 館

か なが わ県民 ア カデ ミー

講日炎社CATV

(翻 双 ・原 文 テ ィモ シ ー ・ク ラー ク)

朝 日新 聞

6.2

6.2

6.3

6.3

5.5

5.6

5.7

5.12

6.2

5.4

5.4

5.7

5.9

5.11

6.1

6.3

島尾 新(主 任研究官)

② 天橋立図論の前提r日 本奨術全集」第一三巻 講談社

② 雪舟と弟子たち 『室町時代の轡舟流」カタログ 山口県立美術館

② 「画題」について一日本絵画の題名一
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主要研究業績

r国立歴 史民俗 博物 館研 究報 告集 』 第53集5.11

② 柿本 人麿像 にお け る 「か た ち」 と 「意 味」

第16回 国際研 究 集会 「東 ア ジア美術 におけ る 人のか た ち」報 告書6.3

イ メー ジ リーデ ィン グ叢 書 「人の 〈か た ち〉 人の くか らだ〉」

平 凡社6.3

③ 雪 舟筆 花鳥 図屏 風等 解 説r日 本 美術全 集 」 第一三巻 講談 社5.10

③ 拙 宗筆 山水 図 等解 説 「正 木 美術館 名 品図 録』 正木 美術 館5.10

④ 日本 美術 にお け る人の か たち 美術部 ・情報 資料 部研 究会5.11.17

④ かた ち とこ とば 情 報処 理学会 シ ンポ ジウム 日本 学術 会議6.1.12

山 梨絵 美子(主 任 研 究官)

③ 「ゆ りの 美術館 」 集 英社5.7

③ 日本 美術 院洋 画部 出 品作家 ・作 品解 説 「大正 の熱 き風 」展 図録6.1

③ 小 山正 太郎筆 「秋景 図」 「美術研 究 」3575.7

③ 「黒 田清 輝 日記 」他9項 目の解 説

『日本現代 文 学大事 典』(明 治書 院)5.12

⑤ 日本近代 美術 史概 説 メ イプ ル ・セ ンター5.4.10/17/24,5.8/15

⑤ 女性 と美術 「シ カゴ万 国博 覧 会女性 館 をめ ぐって」

三重 県立 美術 館5.9.25

明治 絵画 と西洋 絵画 学 習院大 学5.12.2

ノー マ ン ・プ ラ イ ソン 「日本 近代 洋画 と性 的枠組 み 」英文 和 訳

⑤

⑥

第16回 国 際研究 集会 「東 ア ジア 美術 におけ る人のか た ち」 報告 書6.3

イメー ジ リー デ ィ ング叢 書 「人 の 〈かた ち〉 人の 〈か らだ〉」

平 凡社6.3

⑥ 書評 粟津則 雄 「自画像 は語 る」 週刊 ポ ス ト5.5.28

⑥ 書評 倉 本 四郎 「フロー ラの 肖像 」 サ ピオ5.9.23

中野 照男(第 一研究室長)

② 垂　曼茶羅における図像の借用と創造

④ 仏教説話図に表された鬼
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調 査 研 究

芸能 部美 術部 情報 資料 部合 同 「鬼 」研究 会5.10.28

⑤ 二 河 白道図 一浄 土の希 求 一 四街 道 市消 費者講 座5.7.20

岡 田 健(第 一研 究 室)

①r仏 像 彫 刻 の鑑 賞基礎 知 識」(光 森,石 松 と共著)至 文 堂5.12

② 中国南 北朝 時代 の如 来像 着衣の 研究(下)(石 松 と共 著)

「美術研 究 」3575.7

② ア ユ タヤの 仏教 美術 「月刊文化 財 」3635.12

④ 中国 ・龍門石 窟 にお け る 「優填 王像 」に 関す る研 究

所 内総 合研 究 会5.4.6

④ 關 於"優 填E像99的 研 究

龍 門石窃 千五 百周 年国際 学術研 討 会(中 国 ・河 南 省洛陽)5.9.8

④ い わゆ る邪 鬼につ い て

芸能部 美術部 情 報資 料部 合 同 「鬼」研 究 会5.9.21

⑥ 龍 門イ湘 一T・1i.1`1周年に寄せ て 「11中文化 交流 」5255.8

三 輪 英 夫(第 二研 究 犠長)

① 小 田野di武 と秋HI蘭 画flの 美術327至 文 堂5.7

① 明 治の洋画 家 た ち(共 著)ll本 の近代 災術3大 月書店5.7

③ 日本洋 画 の 二巨匠 一燃 田清輝 と藤 島武 二

「黒 田清煉 と藤 島武二 展 」図録 稲沢 市荻須 高徳 記念 美術 館5.10

③ 描 か れ た明 治 のお 姫様 学lr会 会報8026.1

⑤ 黒 田清 輝 一 人 と作 品 一 秋 田iiiT一秋 築術 館5.7.24

⑤ 黒 田清 輝 とパ ル ピゾ ン派(シ ン ポ ジウム ・ノくル ピゾ ン派 と日本)

山梨 県立 美術館5.11

⑥ 明治期 美術 展覧 会 出品 目録(編 集)中 央公 論美術 出版6.3

芸 能 部

蒲生 郷昭(芸 能部長)

① 文楽談義一驕る ・弾 く・遣 う (井野 辺潔 監修,執 筆 者8名)

-60一



③

③

④

⑥

⑥

高橋 美都(演 劇研究室)

舞楽の話

正倉院の楽器

寺社行事における鬼の芸能

雅楽概説

国立劇場第38回雅楽公演プログラム

宮内庁楽部特別鑑賞会プログラム

日本記号学会大会

世田谷市民大学

「法隆寺献納宝物く楽器〉の楽器史的価値」

(上参郷祐康ほか4名 と共同執筆)

「法隆寺献納宝物特別調査概報XIV」

6.2

6.2

5.5

5.9

6.3
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②

②

②

③

③

④

④

⑥

⑥

⑥

⑥

調査研 究

羽田 拠(音 楽舞踊研究室長)

「離見の見」について

能における 「演出」をめぐって

土岐善麿の能

国立能楽堂の十年

堂本正樹の能界での仕事

能 ・狂言の演出と技法

シテー人主義への変遷

復曲能 「実方」台本校酊

書評 「能の音楽性 と爽際」(浅見真高著)

狂首 「唐人子宝」台本補綴

復曲能 「雪鬼」浪出

「悲劇喜劇」5月 号

第15回国際シンポジウム報告書

「武蔵野日本文学」第3号

「あぜ くら」321号

r喝食抄一堂本正樹能劇評論集一」

芸能部夏期学術講座

大槻能楽堂

能劇の座第4回 公演

「音楽芸術」10月号

国立能楽堂狂言公演

国立能..n研 究公演

5.7.12

5.10.30

5.6

5.10

5.11

5.12

5.5

6.3

6.3

5.8

5.11

7.15

高桑いつみ(音 楽舞踊研究室)

② 独吟一管 「海道下り1の 復元 第15回国際シンポジウム報告書6.3

⑤ 上演曲目解説 国立能楽堂公開講座6.1～3

⑥ 「法隆寺献納宝物く楽器〉の楽器史的価値」

(上参郷祐康ほか4名 と共同執箪)

「法陥寺献納宝物特別鯛査概轍XIV」6.3

②

③

③

③

③

③

③

丸茂 美恵 子(膏 楽 簿踊 研 究室.)

② 日本 舞踊 にお け る娘 形作 品 の技法 研究(31--34)

「季 刊 舞 踊研 究 」65～685.6～6.3

舞踊 「流星 」 の演 出に おけ る一考 嬢 「芸 能の 科学 」22

「賎 の小 田巻 」ほ か61曲

「梅 の栄 」ほ か17曲

「鏡 獅子 」「か さね 」

若柳 流百年 とその 四代

「北 州」 ほか59曲

鐘 を象徴 す る踊 り

舞 踊華扇 会 ・春 の会 プ ログ ラム

関西 舞踊 華扇会 プ ログ ラム

「カプ キ101物 語 」

若柳 流舞 踊公 演プ ログ ラム

舞踊 華扇会 プ ログ ラム

若柳 寿延 リサ イタルプ ログ ラム
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5.5
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5.7

5.8

5.9

5.10



③ 「幻お七」ほか9曲

③ 『どんつく」に登場する人々

⑤ 御注進のバ リエーション

⑥ 感動の彩り

⑥ 伝統は新たな世紀へ(共 同構成)

⑥ 至芸 伝統のきわみ(共 同構成)

主要研究業績

「至芸 伝 統 の きわみ」 プ ログ ラム5.11

国立劇 場歌 舞伎 公演 プ ログ ラム5.12

芸能 部 公開 学術 講座5.10.25

「邦楽 と舞 踊」514～5255.4～6.3

テ レ ビ東 京5.11

テ レ ビ東 京5.11

中村 茂 子(民 俗 芸能 研究 室 長)

② 静岡 県森 町の 舞楽 一山名 神 社の 芸能 につ いて 一 「芸能 史研 究 」1246.2

② 武器 と芸能 一その1-「 芸能 の科学 」226.3

② 佐渡 の花 笠踊考 一橘 法老 氏 の遺稿 を中心 に 一 「越 佐研 究」516.3

⑤ 神楽 と採 り物 一鉾 を中心 に して 一

第7回 出雲神 話 と神楽 フォ ー ラム 島根 県大 東町 古代 鉄歌謡 館6.2.27

山本 宏子(民 俗 芸能 研 究室)

② 秋 田県 鳥海町 本海 流獅 子舞 にお け る舞 と太鼓 の関係

「芸能 の科 学」226.3

② 山 口県 油谷町 楽踊 りの継承 「民俗 芸 能」186.3

③ ア ジア の弦 の響 き ア ジア フェ ステ ィバ ル5.9

④ 八 月踊 りを携 え て都 市 に移 住 した人々 民俗 芸 能学会5.10

④ バ リ島の ガム ランの演 奏 グルー プ 「スカバ」 の原理 東 洋音楽 学 会5.12.4

⑤ 世 田谷 の生 活の歌 テ レビ東 京6.2

⑥ パ リ島の わ らべ うた を追 いか けて2～7

「スラ ッ ト・バ リ」14～195.5～6.3

保 存科 学部

三 浦 定俊(保 存科 学部 長)

① 第7章 第8節 保 存 環境 計測r美 術 工芸 品の保 存 と保 管」

田辺三 郎助 ・登 石健 三監修 フ ジ ・テ クノシ ステムpp.411-416

② 衛 星 画像 を用 いた アユ タヤ遺 跡調査(花 泉,竹 内 と共 著)
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調 査 研 究

「写真 測量 と リモ ー トセ ンシ ン グ」32-4pp.43-46

② 新 設博物館 ・美術館 等 に おけ る保 存環境 の実 際(佐 野,石 川 と共 著)

「月刊文 化財 」355pp.34-42

② 文化 財 ・考 古 学 におけ る光 画像 技術 一総 論

「OplusE」168pp.69-74

②

②

②

④

④

④

④

④

0

⑥

5.4

5.4

5.9

敦 煙 周 辺 の 天 然 水 と 中 国 の砂 漠 の 折 出 塩 の 化 学 組 成(北 野,馬 淵 ら と共 著)

「保 存 科 学 」33PP.1-266.3

敦 煙 莫 高 窟 の 気 象(3)一 敦 煙 地 域 の 降 水 特 性,特 に莫 高 窟 の 保 存 に 関 わ る 大 雨

に つ い て 一(高 橋,藤 田 ら と共 著)

「保 存 科 学133pp.27-346.3

エ ミ シ オ グ ラ フ ィ に よ る 日本 絵 画 の 研 究

「佛 教 芸 術 」213pp.42-516.3

衛 星 画 像 を用 い た ア ユ タヤ 遺 跡 の 保 存 状 況 鯛 査(花 泉,竹 内 と共 同)

il本 文 化 財 科 学 会 第10回 大 会5.5.22

敦 煙 莫 高 窟 の 気 象X15回 占 文化 財 科 学 研 究 会 大 会5.6.6

EmissiographyofthesilverinlaidswordexcavatedatEtafunayama

Kofun,Prceedingsof15thRESESSymposium5.8.27--29

Micro-ClimateatGrottoes53and194,Mogao(T.NISHIURA,

ZHANGY.ら と共 同)Internationa且C(mferenceontheConservationof

GrottoSites-ConservationofAncientSitesontheSilkRoad-

5.10.3--8

エ ッ ク ス 線 で 考 占学 に 挑 む

第21回 日本 ア イ ソ トープ ・放射 線総 合会 議6.2.2-4

文化 財の保 存(環 境)

指定 文化 財(美 術 工芸 品)展 示 取 り扱 い講習 会(東 京)5。7.13

同上(京 都)5.11.30

中 国敦煙莫 高 窟壁画 保 存の ための 協 力

「文化庁 月報 」302PP・9-125.11
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主要研究業績

佐野 千絵(主 任研究官)

② 新設博物館 ・美術館等における保存環境の実際(三 浦 石川と共著)

「月刊 文化 財 」355pp.34-42

② 東大寺 南大 門仁 王像 噂形の修 復 材料 の選定 に 関す る基礎 デー タ

(朽津,馬 淵 と共 著)「 保 存科 学 」33pp.35-46

② 敦燈周 辺 の天 然水 と中国砂 漠の 折出塩 の化 学組 成

(北野,馬 淵 ら と共 著)「 保 存科 学」33pp.1-26

④ コン ク リー トか ら発 生す るア ル カ リ性 物 質に つい て

一文化 財 材質 へ の影響 第15回 古文 化 財科学 研 究会 大会

④ 鉄 タンニ ン染 織文 化 財の保 存 と劣化 一染 織材 料の 科学分 析 一

(川野 辺 ら と共 同)第15回 古 文化 財科学 研 究会 大会

④ 鉄 タンニ ン染め織 り文化財 の保 存 と劣化 一耐 光 性の科学 的 評価 一

(川野 辺 ら と共 同)第15回 古 文化 財科学 研 究会 大会

⑤ 史料の保 存 埼玉 県地 域 史料保 存活 用連 絡協 議会

5.4

6.3

6.3

5.6

5.6

5.6

5.11

平 尾 良 光(化 学 研 究 室 長)

② 考 古 学 へ の ア イ ソ トー プ 利 用

「日本 ア イ ソ トー プ 協 会 会 誌 」42p.257-2585.4

② 神 奈 川 県今 小 路 西 遺 跡 か ら 出 土 した 銅 製 品(宋 銭)の 自 然 科 学 的 調 査

(平 尾 良 光,瀬 川 富 美 子)

「神 奈 川 県 鎌 倉 市 今 小 路 西 遺 跡 」p.76-985.7

② 戦 国 古 銭 的 鉛 同 位 体 比 値 研 究(金 正 耀,W.T.Chase,馬 淵 久 夫,三 輪 嘉 六,

平 尾 良 光,趙 匡 化,陳 栄,化 覚 明)「 文 物 」8p.80-895.8

② 佐 賀 県 唐 津 市 久 里 大 牟 田遺 跡 か ら出 土 し た 鉛 製 矛 の 自然 科 学 的 研 究

(平 尾 良 光,榎 本 淳 子)「MUSEUM」509p.26-345.8

② 日本 産 標 準 岩 石 の 鉛 同 位 体 比(松 本 哲 一,平 尾 良 光,富 樫 茂 子)

「地 質 ニ ュ ー ス」44p.649-6575.9

●StabilizationofArchaeologicaliron,inCurrentProblemsinthe

ConservationofMetalAntiquities.1(ShigeruAoki,YoshimitsuHirao,

ShojiHiraiandHarutoshiKubota)
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調 査 研 究

第13回 国 際 研 究 集 会Proceedingspp.91-99.5.

OChemicalCompositionofCorrosionProductsonBronzeObjects,in

CurrentProblemsintheConservationofMetalAntiquities(Yoshimitsu

Hirao,ShigeruAoki,ShojiHiraiandHisanobuWakita)

第13回 国 際 研 究 集 会Proceedingspp.107-119.5.

② カマ ン ・カ レホ ユ ッ クの 第6次(1991)お よ び 第7次(1992)調 査 で 出 土 した 銅

製 品 の 鉛 同 位 体 比(平 尾 良光,榎 本 淳 子)

「ア ナ ト リア 考 占 学 」3pp.91-1066.3

④ 藤 原 宮 跡 か ら出 土 し た 鉛 ガ ラ ス の 自 然 科 掌 的 研 究

(肥 塚 隆 保,平 尾 良 光)日 本 文 化 財 科 学 会 第10回 大 会5.5.22

石 川 陸郎(物 理 研 究室)

② 新設 博物館 ・美術館 等 にお け る保 存現境 の実際(三 浦,佐 野 と共著)

「月 刊文化 財 」355pp.34-42

③ 法隆 寺献納 宝物 漿器X線 投 資写 真資料

「法隆 寺献納 宝物 持 別鯛 査概 報lXIV

5.4

6.3

門 倉武 夫(生 物研 究 室長)

① 文 化 財へ の影響r酸 性雨 の科 学 と対策」

環 境庁 大気 保全 局 大気規制 課 監修 ・溝 口次 夫編p,271-2886.1

② 保 存 科学分 析 調査 ・保 存整備 調査

川崎 市教育 委 貝会 「馬絹 古墳保 存 整備 ・活川 事 業轍 告書j

p.75-796.3

③ 酸 性 雨の被 害 は止め られ るだ ろ うか

マナ メッセ9p.23-246.1.1

④ 文 化 財に 及ぼ す酸性 雨の 影響評 価 法の検 討②(字 田 川 と共i・翔)

第15回 古文化 財科 学研 究 会大会5.5.24

④ 文 化 財に お よぼす酸 性雨 の影響 に 関す る検 肘②

一酸性 雨の よる大理 石の リー チ ン グ試験 一 第34回 大気 汚染 学会5
.12.13

④ 文 化 財に お よぼす酸 性雨 の影響 に 関す る検 討(1)
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主要研究業績

⑤

⑤

⑤

　

　

　

⑤

⑤

一酸性雨のよる大理石の溶解一(二 宮と共同)

第34回大気汚染学会

文化財におよぼす空気汚染の影響 腐食防食93講演会

中国のおける環境汚染と文化財 酸性雨調査研究会定期総会

文化財の保存(劣 化II生 物劣化)

指定文化財(美 術工芸品)展 示取り扱い講習会(東 京)

同上(京 都)

酸性雨(は てなサイエンス)NHK教 育テレビ

酸性雨から文化財を守る(日 曜TOP情 報)フ ジテレビ

文化財の保存科学 明治大学博物館養成講座研修

5.12.19

5.5.27

5.5.30

5.7.13

5.11.30

5.9.18

5.11.21

5.12.3

大気 汚染 と文 化財 に関 す る調査研 究(特 別 講 演 ・地球 環境 と文化 財)

第34回 大 気 汚染 学会5.12.13

酸性 雨 の影響(お は よ う トップ情報)NHK総 合 テ レ ビ6.1.27

文化 財 と酸性 雨(特 別 企 画 ・酸性雨 とその影 響)

日本化 学会 第67回 春季 年会6.3.29

木 川 りか(生 物研 究 室)

① 分 裂 酵母 の減数 分裂(木 川 りか,山 本正 幸)『TRENDSINMEDICALSCI-

ENCE細 胞増殖 の制御SignalingandProliferationoftheCel1』

高井 義美 ・山本雅編 南江堂p.246-2545.10

② 出土 木材PEG処 理 液 の腐敗 原 因 と防除対 策

「保 存科 学 」33p.47-546.3

③ 脂肪 酸研 究会 に参加 して 「遺跡 探査 ニ ュー ス レ ター」7p.35.9

山野 勝次(生 物研 究室)

① 第7章 第4節 昆虫 『美術 工芸 品の保 存 と保管 』

田辺三郎 助 ・登石 健三 監修 フ ジ ・テ クノシス テムpp.363-373

① 第7章 第5節 防 虫 『同上 』pp.374-381

② 水 ガ ラ スに よる防蟻処 理(第2報)

一 イエ シ ロア リに対す る野外効 力 試験 一(鈴 木 と共 同)
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調 査 研 究

「しろあ り」92p.3-9

② 山 口県上 関町 で 発見 され た ア メ リカ カンザ イシロ ア リ

「文化 財の 虫菌 害」25p.22-25

② 薬剤 を使 わ ない シ ロア リ防除法 「し ろあ り」93p.14-23

② 木酢 液 の防蟻 効 力に つい て 「し ろあ り」94p.28-31

② 認定 薬剤4リ クタ スーES"の 防 蟻効 力試験

「文化 財の 虫菌 害」26p.3-11

③ 八 丈島野外 シ ロア リ試験地 につ い て 「しろあ り」92p.37-41

③ 建 造 物 に大 害 を もた らあ したオ オハ ナ カ ミキ リ

「家 屋害 虫 だ よ り」2p.7-8

③ 家 の 中 の害 虫退 治(シ ロア リの 部)「HealthyTALK」92p.2-7

③ 文 化 財 の虫菌 害 防除法研 究 の動 向

「文化財 の 虫菌 害」25p.3-7

③ これ か らの シ ロア リ防 除 「家屋 害 虫 だ よ り」3p.1

③ 巻 頭 言 「これ か らの文化 財 虫害対 策 」「文化 財 の虫 菌害 」26p.1-2

③ 煉 蒸効 果判 定 用 昆虫 テ ス トサ ンプル にっ いて

「文化 財 の虫菌 害 」26p.33-36

③ 「第13回 文 化財 虫菌害 燃蒸処 理奥 務 講習会 」報 告

「文化 財 の虫菌 害 」26p.47-49

⑤ 文 化財 の害 虫 と防 除対策

第15回文化財の虫菌害保存対策研修会(財)文 化財虫害研究所

⑤ シロアリに関する実務的知識

平成5年 度しろあり防除施1:1:資格第2次 指定講習会

(社)日 本しろあり対策協会

⑤ 文化財虫菌害燃蒸処理仕様書ならびに危害防止措置規定について

第13回文化財虫菌害煉燕処理曳携講習会(財)文 化財虫害研究所

5.4

5.6

5.7

5.10

5.12

5.4

5

5

に
σ

に
」

5.6

5.10

5.12

5.12

5.12

5.6.14

5.9.10

5.9.28

⑤ 昆虫学の基礎知識,昆虫による文化財の被害と防除,文化財の殺虫燃蒸

第15回文化財虫菌害防除作藁 弛任者の能力認定試験とその講習会

(財)文 化財虫害研究所6.1.17

⑤ シロアりの生態と被害
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主要研究業績

平 成6年 度 しろあ り防除施 工士 資格 第1次 指定 講習会

(社)日 本 しろあ り対 策協会6.1.28

⑥ 訪 問販 売 「しろあ り」93p.415.7

新 井 英 夫(生 物 研 究 室)

①rBiodeteriorationofCultura1Property2」(Editor:ToishiK.,AraiH.,

KenjoT.&YAMANOK.),TheProceedingsof2ndInt.Conf.on

BiodeteriorationofCulturalProperty(ICBCP-2),Yokohama,

0ct.S-8,19925.12

① 第7章 第3節 カ ビ 「美術 工 芸 品 の 保 存 と保 管 」 田 辺 三 郎 助 ・登 石 健 三 監 修

フ ジ ・テ ク ノ シ ス テ ムp.349-3626.3

0RelationshipBetweenFungiandBrownSpotsFoundinVariousMate-

rialsrBiodeteriorationofCulturalProperty2』P.320-3365.12

0ScreeningofDefoxingMicroorganismsandTheirEnzyme(MatsuoM.,

InoueC.ら と共 著)『BiodeteriorationofCulturalProperty2』p.337-344

5.12

②OnPropyleneOxideasaFumigant(YamazakiM.,YamanoK.ら と共

著)rBiodeteriorationofCulturalProperty2』p.415-4245。12

00ntheMixedFumigantsComprisingofPropyleneOxideandMethyl

Bromide(KimuraH.,MiyachiH.ら と共 著)rBiodeteriorationofCultural

Property2Jp.425-433

③ 文化財 の褐 色斑 点 を追 って

③ 文化財 生物 劣化 の国 際会議 を開催

0 同上

「日立」55(4)

Part1(登 石 と共 同)

「綜 綱 乃路 」12

Part2(登 石 と共 同)

「綜 綱 乃路 」13

⑤ 文化財の微生物被害と防除対策

第15回文化財虫菌害保存対策研修会

⑤ 殺菌煤蒸と燥蒸剤の安全使用について

第13回文化財虫菌害煉蒸処理実務講習会
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5.4

5.6

5.10

(財)文 化財 虫 害研 究所5.6



調査 研究

(財)文 化財虫害研究所

⑤ 微生物による文化財の被害と防除,文 化財の殺菌燃蒸

第15回文化財虫菌害防除作業主任者の能力認定試験とその講習会

(財)文 化財虫害研究所

5.9

6.1

僚復技術部

三輪 嘉六(修 復技術部長)

④ 考古学からみた古代鉄 文 化財保 存修 復研 究協 議会5.10.15

中 里 寿 克(第 一 修 復 技 術 研 究 室 長)

② 中 尊 寺 経 蔵 露 盤 羽 目板 の 修 復 処 置 「保 存 科 学 」33号6.3.31

③ 中 尊 寺 金 色 堂 巻 柱 の 漆 芸 技 巧r日 本 美 術 全 集 」 第6巻6.2.25

●TraditionalJapaneseURUSHIWareTechniquesandtheirRestoration.

The17thInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty5.10.1

⑤ 会 津 若 松 支 援 セ ン タ ー 工 芸 短 期 研 驚 文 様 学[II5.12

⑤ 劣 化 と保 存 各 論 一 漆 一

博 物 館,美 術 館 な どの 保 存 担 当学 芸 貝 研 修5.7.27

増 田 勝彦(第 二修 復 技術研 究 室 長)

② 紙 文化 財の 補修 につ いて,科 学研 兜報告

一各種 セ ル ロー ス材料 に よる劣化紙 の補 強 ノ∫法の 開発 一6
.3

③ ワ シン トン,フ リー ア美術 館 にあ る日本 絵画 を修 理す る,

特 集 ・世 界の文化 財 の保 存修復 協 力 「文化庁 月報 」No.3025.11

⑤ 劣化 と保 存各論III一紙 一

博 物館 ・美術館 等の保 存担 当学 芸貝 研修5.7.28

⑤ 修 復 材料 各論 一伝統 材料 一

博 物館 ・楽術館 等の保 存担 当学 芸貝 研修5.7.21

⑤ 史料 の保 存科学 国立 史料館1三催 史料管 理学 研修5.7.15～16

⑤ 史料 の保 存科学
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主要研究業績

埼玉 県文 書館 主催 平成5年 度文 書 史料取 扱講 習会6.2.8

「紙 の保 存 」 国際研 修 講師5.11.24～5.12.14

尾立 和則(第 二修復技術研究室)

⑤ 劣化と保存各論 一絵画の彩色層一

⑥ 「紙の保存」国際研修 講師

保 存 担 当学 芸 貝 研 修5.7.28

5.11.24～5.12.14

青木 繁夫(第 三修復技術研究室長)

② 象眼のクリーニングと砥出し

「江田船山古墳出土国宝銀象眼銘太刀」

④ 鉄器の保存処理 文化財保存修復研究協議会

⑤ 劣化と保存各論一金属製品一

博物館,美 術館などの保存担当学芸員研修

⑤ 考古資料の保存処理 埼玉県埋蔵文化財センター研修

⑤ 考古資料の保存処理 千葉県文化財センター研修

⑤ 考古資料におけるX線 使用の歴史と問題点

日本原子力研究所研究協議会

5.3

5.10.15

5.7.21

5.8.5

5.11.16

6.2.3

情報資料部

廣井 雄一(情 報資料部長)

① 『久能山東照宮傳世の文化財 ・刀剣編』 久能山東照宮6.3

④ 金工と鉄 文化財保存修復研究協議会 「古代鉄の保存科学」

東京国立文化財研究所5.10.15

⑤ 奥州鍛冶と舞草刀 一関市文化会館5.5.15

⑤ 日本刀概論

文化庁 ・作刀技術研修会(島 根県横町日刀保たたら)5.9.30

井手誠之輔(主 任研究官)

② 至元二十三年銘 「阿弥陀如来図」の願文にみる阿弥陀浄土信仰

共同研究 「高麗時代仏教絵画の総合的研究」(代表者,菊竹淳一)報告書

一71一



調 査 研 究

「青 丘 学術論 集」4韓 国文 化研 究振 輿財 団6.3

② 「シル クロー ドの失 わ れた王 国一 カ ラホ ト請来 の仏 教 美術一 」展 をみて

OO

④

⑥

rデ アル テ」10九 州藝 術学 会6.3

「浄 土五祖 像」(二 尊院)な ど解 説2点

r日本美 術全 集」9(縁 起 絵 と似 絵)講 談社5.8

宋 代 の阿 弥陀 画像 美術部 ・情 報 資料 部研 究会6.1.26

翻 訳 ヘ ル ムー ト ・プ リンカー著

「西 洋の 眼か らみ た東 洋美術 の 人の かた ち」

第16回 国際研 究集 会 「東 アジア にお け る 〈人のか た ち〉」 報告 書6.3

イメー ジ リー デ ィ ング叢書 「人の くか たち〉 人 の くか らだ〉」

平 凡社6.3

米 倉 迫 夫(文 献 資料研 究 室長)

①r日 本 美術全 集」9(縁 起 絵 と似 絵)講 談社5.8

② 鎌倉 時代 の絵 画一 物膳 と景観 と人の 絵画 をめ ぐっ て一

r日本 美術全 集」9(縁 起 絵 と似 絵)講 談 社5.8

② 美術 研 究に おけ る情報 の 共有 基盤 を考 え るrア ー ト ドキュ メンテー シ ョン

通信 」 アー ト ドキュ メ ンテー シ ョン研 究 会5.10

② 写 実 を拒む もの一 世俗 人物 の遺像 をめ ぐって

国際交 流美術 史研 究 会第12回 シンポ ジアム(東 洋 美術 に おけ る写 実)報 告書

③

④

④

④

⑤

⑤

国際交流奨術史研究会

作品解説r日 本美術全集」9(縁 起絵と似絵)翻 炎社

肖像画をはばかる 美術部 ・情報資料部研究会

写実を拒むもの一世俗人物の遺像をめぐって

国際交流東洋美術シンポジウム

人のかたち,鬼 のかたち 芸能部研究会

鎌倉時代やまと絵の展開 東京国立博物館夏期講座

鎌倉時代の肖像画 金沢文庫講演会

6.3

5.8

5.4

5.7

5.11

5.8

6.2
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勝 木言 一郎(文 献 資料研 究 室)

④ 古代 中 国に おけ る く極 楽 〉 イ メー ジの 形成

美 術部 ・情 報 資料 部研 究会5.7.28

⑤ 敦 煙壁 画 におけ る浄 土変 相 につい て 東 久留 米市 市民 講座5.12.12

鈴木 廣之(写 真資料研究室畏)

①r狩 野秀頼筆高雄観楓図屏風一記憶のかたち」(絵は語る8)平 凡社

② 瀟湘八景の受容と再生産一1・五世紀を中心 とした絵画の場一

「美術研究」358

② 絵とコトバー正宗龍統の 「屏風画の記」を中心に

6.2

5.12

平成四・五年度科学研究費補助金(一 般研究B)「 画像と言語一東洋美術史に

おける比較研究一」研究成果報告書

② 屏風絵における"写 実"一 内膳本 「豊国祭礼図」と中空の視覚一

『第12回国際シンポジアム ・東洋美術における写実』報告書

国際交流美術史研究会

③ 長沢薩雪筆 「龍虎図襖」ほか1点

『日本美術全集』19(大 雅と応挙)講 談社

③ 美術の本600冊 ・入門者の基本型 ・桃山時代 『美術手帖』677

③ ディスプレイの文化史 『情報知識学会ニューズレター』23

③ 総論 ・画像と言語一東洋美術史における比較研究一

④

④

④

学習院霞会館芸術講座 「日本美術の内と外」(第5回)

④15・6世 紀における唐絵とやまと絵

美術部 ・情報資料部公開学術講座

6.3

6.3

5.4

5.11

5.12

平成 四 ・五 年度科 学研 究 費補助 金(一 般 研究B)「 画像 と言語 一東洋 美術 史に

お け る比 較研 究一 」研 究 成果 報告 書6.3

16世 紀の 美術 と環 シナ海 文化 圏 美術部 ・情報 資料部 研 究会5.6.23

屏 風絵 にお け る 「写実 」一 その社 会 的役割 と造 形 の問題一

国 際交流 美術 史研 究会 第12回 国際 シ ンポ ジアム 「東洋 美術 におけ る写 実 」

5.7.8

桃 山時代 の 美術 と世 界

5.11.11

5.11.19
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調 査 研 究

長 岡 龍作(写 真 資料研 究室)

② 美術 史研 究 と画像 情報r人 文 学 と情 報処理 」 第3号6.2

② 神 護寺 薬 師如 来像 の位 相一 平安 時代 初期 の 山 と薬 師一

r美術研 究」3596.3

④ 「人のか た ち」 と 「仏 のか たち」 の間一 平安 初期 の 山の像一

美術 部 ・情 報資料 部研 究会6.10.20

⑥ 翻 訳 サ ムエ ル ・C・モー ス著

「救 済へ の装 い一1一二 ・十 三世 紀の 裸 形像 」

第16回 国際 研 究集会 「東 ア ジア美術 に おけ る人の か たち」 報告 書6.3

イ メー ジ リー デ ィ ン グ叢書 「人の くか た ち〉 人の くか らだ〉」

平 凡社6.3

L

国際文 化財保 存 僚復 鳩 力宣

西浦 忠 輝(国 際文化 財保 存修 復 協力 室長)

① 美術工 芸 品の保 イ∫:と保 管(第2章 第8節,第4章 第7節)

フ ジ・テ クノシ ステ ム6.3

① 海 外文 化財 保 存状 態 調 査 一報告 嘗集(1)一く石造 遺跡1>東 文 研6.3

② 敦 煙莫 高窟 的気 象鋭 測[1](1988年 春的 温湿 度変化)(三 浦 ら と共 同)

「敦 煙研 究文 集」 石窟保 存 編 ・上5.6

② 敦 煙莫 高窟 的気候[2](1989-1991)(三 浦 ら と共 同)

「敦 煙研 究文集 」 石窟保 存 編 ・上5.6

② 用 高模数 珪 酸釧伽 固 多孔.脆 弱石 質文物 的進 一 歩研 究(李 と共 同)

「敦 煙研究 文築 」石 窟保 存編 ・下5.6

② 敦 煙壁 画加 固材料 的 選抜 試験(李 と共同)

「敦 煙研 究文 集 」石 窟保 存編 ・下5.6

② 密 閉空 間に 置か れた 木材 の温湿 度 変化 に と もな う伸 縮 と調湿 剤の 作用

(神庭 と共 同)「 古文 化財 の科 学 」375.12

●ThecurrentsituationinJapan.Theconservationofrockreliefs

ScienceandTechnologyforCulturalHeritage5.12

② 入 水三 十三観 音イ∫仏 の保 存修 復 研 究 一大理 石 製石仏 の ク リー ニ ン グと保 護処

一74一



一
主要研究業績

置 一(岡 部 ら と共同)「 保 存科学 」336.3

② ア ジア諸 国に おけ る文化財 保 存 の現状 一ア ンケー ト調査 の結 果 と考 察 一(二

神 と共 同)「 保 存科学 」33

② 敦煙周 辺 の天 然水 と中 国の砂 漠 の析 出塩 の化 学 組成(北 野 らと共 同)

「保 存科 学」33

③ イコモ ス総 会 ・国際 シ ンポ ジウムに参 加 して イ コモ スニュー ス

●ConservationofRockReliefsinJapan

シ リア ・ア レ ッポ博物館

6.3

6.3

5.11

5.4

④ 石造文化財の保存処置に関する研究一シラン含浸処理石材からの水の蒸発と

塩結晶化破壊一 第10回日本文化財科学会大会

④ 石材保存用樹脂の評価試験 〔II〕強化用樹脂の浸透性(2)

(北原らと共同)第15回 古文化財科学研究会大会

④ 大理石磨崖仏(入 水三十三観音)の 保存 〔1〕一保存環境一

(朽津らと共同)第15回 古文化財科学研究会大会

④ 大理石磨崖仏(入 水三十三観音)の 保存 〔1〕一保存処理一

(岡部らと共同)第15回 古文化財科学研究会講演会大会

5.5

5.6

5.6

5.6

●ResultsoftheSeminarontheConservationofAsianCulturalHeritage

第10回 イ コ モ ス総 会 ・国 際 シ ン ポ ジ ウム5.8

④Micro-climateatGrottoes53and194,Mogao(Miuraら と共 同)

InternationalConferenceontheConservationofAncientSitesontheSilk

Road

④ 敦煙莫高窟の保存一日中共同研究のあゆみと成果一

シルクロー ド・奈良国際シンポジウム'93

⑤ 劣化と保存各論一木一 博物館,美 術館等保存担当学芸員研修

⑤ 劣化と保存各論一石一 博物館,美 術館等保存担当学芸員研修

⑤ 文化財の科学的保存修復と新材料

東京農工大学集中講義く博物館学〉

⑤ 文化財の保存(劣 化III:木,金 鳳 石の劣化)

指定文化財展示取扱講習会く関東,関 西〉

⑤ 石造文化財の劣化と保存 京都造形芸術大学特別講義

一75一

5.10

5.11

5.7
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5.7
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調 査研究

⑤ 文化財修復国際協力JICA文 化財修復整備技術 コース

⑤ 敦煙莫高窟の保存(日中共同研究のあゆみと成果)東 文研総合研究会

⑥ 第4回 アジア文化財保存セミナー会議録(松 本らと共同)

6.2

6.2

6.3

松本 修自(主 任研究官)

② 第36調査区の建物の復原 「布勢駅家」II龍 野市教育委員会

⑥ アンコール遺跡保存における技術的諸問題(伊 藤延男氏の講演要約)

占文化財の科学通信52

⑥ 第4回 アジア文化財保存セミナー会議録(西 浦 ・木川と共同)

6.3

6.2

6.3

朽 津 信明(国 際文化 財保 存修 復協 力室)

② 敦焔 莫高 窟壁 画的塩 類 風化(朽 津 ・段)

「敦 燭研 究 文 集」 石 窟保 存 編 ・上5.6

② 敦燈 周辺 の 天然水 と中 国の砂 漠 の析 出塩 の化学 親成(北 野 ・馬淵 ・三 浦 ・西

浦 ・佐野 ・朽 津 ・日下 ・段)「 保 存科 学」336.3

② 東 大 寺南 大 門仁王像 呼 形の修 復材 料 選定 に関 す る基礎 デー タ

ー木尿漆 の木 尿の 調査 お よび錆 漆 中の鏑 の調 査 一(佐 野 ・朽 津 ・馬淵)

「{呆イ∫:手斗学」336.3

② 入水;三十 三観 音石仏 の保 存修 復研 究 一大理 石 製石仏 の クリー ニ ン グ と保 護 処

置 一(西 浦 ・岡部 ・朽 津)「 保 存科 学」33

④ 敦燈 莫高 窟の地 質環 境II一 蒸 発若 の 形成 一(朽 津 ・股)

日本地 質学 会 第100年 年会

④ 沙漠 地域 にお け る文 化財 の保 存 一中 国敦燃 莫高 窟の例 一(朽 津 ・段)

日本 沙漠学 会 第4回 学術 大会

④ 古墳 石材 の岩石 学的研 究 一香川 県下 の例 一

日本文 化財 科学 会 第10回 大会

④ 大理 石磨 崖仏(入 水 三 十三観 音)の 保 存 〔1〕 一保存 環境 一

(朽津 ・萩 谷 ・西浦)第15回 古文化 財科 学研 究会 大会

④ 大理 石磨 崖仏(入 水 三 十三観 音)の 保 存 〔1〕 一保 存 処理 一

(西浦 ・岡部 ・朽 津)第15回 占文化財 科学 研 究会講 演会 大会

一7s一

6.3

5.4

5.5

5.5

5.6

5.6



④

④

⑤

⑥

主要 研 究 業績

GeologicalenvironmentoftheMogaoGrottoes.(Kuchitsu,Duan)

ConservationofAncientSitesontheSilkRoad5.10

ColorchangeofpigmentsintheMogaoGrottoes.(Kuchitsu,Duan,

Sano,Guo,Li)ConservationofAncientSitesontheSilkRoad5.10

劣 化 と保 存 ガ ラ ス 博 物 館 ・美 術 館 保 存 担 当学 芸 貝 研 修5.7

石 造 文 化 財 の保 存 と修 復(EddyDeWitte氏 の 講 演 の 要 約)

占文 化 財 の 科 学 通 信505.7
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IV.事 業

1.出 版

(1)美 術 研 究

平成5年 度は 第357号 か ら第359号 が下 記 の 内容 で刊行 され た。

美 術研 究 第357号(平 成5年7月)

中国 南北 朝時 代の 如来像 着 衣の研 究(下)岡 田 健

石松 日奈 子

絵画 と言驕(二)雅 号 と理 想の世 界観 佐藤 道信

小 山正 太郎箪 「秋 景図 」(図 版解 説)山 梨 絵美 子

ウィー ン 万国博覧 会 出品 目録 草稿(美 術te:-lar編)← ・)(研 究資 料)

横溝 廣 子

蔓 術研 究 第358号(平 成5年12月)

瀟湘 八景 の受 容 と樽生 産 一十 五世紀 を中心 と した絵 画の 場 一

鈴 木 廣之

陶冷 月につ い て 一近 百年 来 中国絵 画 史研 兜 琉 一 鶴 田 武 良

ウィー ン 万国博覧 会 出品 目録 草稿(美 術r芸 編)(.つ(研 究資料)

横 溝 廣 子

美 術研 究 第359号(平 成6年3月)

神護 寺薬 師 如来像 の位 相 一平安 時代 初期 の山 と薬師 一 長岡 龍作

楊 滑泉 の倣 パ ピエ ・コレ作 品 一民 国期絵 画 資料 一(図 版 解説)

鶴 田 武 良

ウ ィー ン万国 博覧会 出 品 目録 草稿(美 術工 芸編)(一=.)(研 究 資料)

横溝 廣 子
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事 業

(2)日 本美術年鑑

平成5年 版(平 成6年3月 発行)

平成4年 の内容をもつ。B5版331頁 。

平成4年 の美術界年史

美術展覧会(現 代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東 洋古美術)

美術文献目録(定 期刊行物所載)

美術文献目録(定 期刊行物所載)

物故者

(3)芸 能の科 学

(現代美術 ・西洋美術)

(東洋古美術)

古典 芸能 に つい ての研 究論 文,調 査 報告,資 料翻 刻等 を掲 載 して い る。 平

成5年 度 は下 記の論 考集 を刊 行 した。

芸能 の科 学22(平 成6年3月 発行)

武 器 と芸能 一 その一 一

一採 り物 の 「ほ こ」 と祭 礼 に出 る 「ほ こ」一

江 戸歌 舞伎 の鬼 ノー ト(1)

舞 踊 「流星 」の 演 出にお け る一考察

一雷 の仕分 け をめ ぐって 一

延 年 の音楽(下)

一長滝 の場合 一

秋 田県鳥 海町本 海 流獅 子 舞に おけ る舞 と太鼓 の 関係

(4)保 存 科 学

中村 茂子

鎌倉 恵子

丸茂美恵子

蒲生 郷昭

山本 宏子

所属研究貝による文化財の保存と修復に関する科学的調査,受 託研究報告

等の論文報告および修復処置等を掲載している。平成5年 度は第33号を発行

した。掲載論文は下記の通 りである。
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事 業

保 存 科学 第33号

敦 燈周 辺の 天然水 と中 国の砂 漠 の析 出塩 の化学 組成

北野 康 ・馬淵 久 夫 ・三浦 定 俊 ・西浦 忠輝 ・佐野 千絵 ・

朽 津 信 明 ・門倉 武 夫 ・日下 部 実 ・段 修 業

敦 煙莫 高窟 の気 象(3)

一敦 煙地域 の降 水特 性
,特 に莫 高 窟の保 存に かか わ る大雨 に つ いて 一

高橋 英 紀 ・藤 田 創 造 ・三浦 定俊 ・張 押 軍 ・王 宝義

東 大寺 南大 門仁王 像 噂形 の修 復材 料選 定に 関す る基礎 デー タ

ー木 尿漆 中の木 尿 の調 査 お よび錆漆 中の 錆の調 査 一

佐野 予絵 ・朽 津 信 明 ・馬淵 久夫

出土木材PEG処 理 液の 腐敗 原 因 と防 除対 策 木 川 りか

中尊寺経 蔵 露盤羽 目板 の修 復 処理(受 託研 究報告 第66号)中 里 壽 克

入水 三 十三観 音石 補都 県の保 存修 復研 究

一大理 石 製イ1仏の ク リー ニ ング と保 護処 置 一(受 託 研究 報告 第67号)

西浦 忠籾 ・岡 部 昌 子 ・朽津 信 明

ア ジア諸 国 におけ る文化 財保 存の 現状 一ア ン ケー ト鯛 査の 結 果 と考察 一

西 浦 忠 輝 ・二神 葉F

(5)国 際 研 究 集 会 プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス

平成3年 度

The15thInternationalSymposiumontheConservationandRestora-

tionofCulturalProperty‐No:Its'TransmissionandRegenera-

tion‐(1991)

「能 の伝承 と再'k」 を1三題 と した国 際研 究集会(3.10.29～31,芸 能 部

担 当)の プ ロシー デ ィ ング ス(和 ・英文)を,5年 度 に刊 行 した。 集 会 で

は,能 の伝承 の 諸相,能 と現 代芸 術の 交流,欧 米に おけ る能 の受容,復 曲

能 の意 義 と活動 な どに つい て,有 意義 な発 表 と活発 な討議 が行 われ た。 本

プ ロシー デ ィン グ スに は,発 表論 文,総 合 肘議 のほか,集 会 の一部 として

行 わ れた実 演鑑 賞 のため の 講演 な どが 含 まれて い る。 お もな内容 は,下 記

の とお りであ る。
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事 業

(KeynoteLecture

ThePlaceofNoinWorldTheaterJamesR.BRANDON

日本 芸 能 の 伝 承 と再 生 一能 を 中 心 と して 一 横 道 萬 里 雄

(SessionIAspectsofNoinitsTransmission)

EnactingAllusionsATechniqueoftheNoTheater

KarenBRAZELL

世 阿 弥 の 身 体 松 岡 心 平

能 楽 が 近 世 芸 能 に 及 ぼ した 影 響 に つ い て 一 音 楽 面 を 中 心 に 一 蒲 生 郷 昭

SessionIINoandContemporaryPerformingArts)

SongasaNucleusofanActor'sWorkonStage

ladowigaMariaRODOWICZ

室 内 歌 劇 「浅 茅 ケ 宿 」 に お い て 試 み た こ と

現 代 能 『水 の 声 』 の 試 み 一 能 と現 代 演 劇 一

JourneyPerformed:TheaterofNoPatterns

andaPropheticNordicPoem

(SessionIIINoandtheWest)

増本伎共子

岡本 章

WillieFLINDT

NoinEnglish:No'sContemporaneityandUniversality

RichardEMMERT

SomeNotesonMemoryandRecollectioninZeamiWorks

StancaSCHOLZ-CIONCA

エ ズ ラ ・パ ウ ン ドの 能rト リス タ ン 』

(Explicationof"TadatsunoSaemon")

t狂 の 祖 型 一 『多度 津 左 衛 門 』 の 演 劇 性 一

SessionIVNewlyRevivedPieces)

能 に お け る 「演 出 」 をめ ぐっ て

独 吟 一 管 「海 道 下 り」 の 復 元 一 能 管 と一一節 切 の 一 交 流 一

復 曲 の 意 味

(DiscussionI--III)

討 論

成 恵卿

堂本 正樹

羽田 超

高桑いつみ

西野 春雄
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事 業

平成4年 度

The16thInternationalSymposiumonthePreservationofCultural

Property:HumanFigureintheVisualArtsofEastAsia(1992)

「東ア ジア 美術 におけ る く人 のか た ち〉」 を主題 と した美術 部 ・情報 資料

部 担 当の 国際研 究集 会(4.9.29～10,1)の プ ロシー デ ィ ングス(和 ・英文)

を刊行 した。今 回 は,〈 人の か たち〉の 諸相,群 像 表 現,人 体表 現 にお け る

形 と意 味,裸 体 表現 の諸 問題 の4つ の サ プテー マ を設け,〈 人の かた ち〉に

関 わ る様 々な問 題 を追及 した 。本 プ ロ シーデ ィ ングスに は,発 表 論文,討

議 な どが含 まれ る。 主な 内容 は下 配の とお りであ る。

基 調講 演

人の くか たち〉 と 〈か らだ〉 前 川 誠郎

西洋 の 眼か らみ た東洋 美術 の 人のか た ち ヘ ルムー ト ・プ リンカー

1〈 人の かた ち〉 の諸相

人物 画 にお け る聖 と俗 一宗教 性 と肖像性 一 戸 田 禎佑

人 のか た ちを神 の領 域へ 一古代 束 ア ジア彫像 の課題 一 井 上 正

く唐 子〉 論 一歴 史 と しての 子 ど もの 身体 をめ ぐって 一 黒 田 日出 男

日本近代洋画と性的枠組み

日本人の身体観

II群 像表現

仏教絵画における群像表現

物語絵画における群像表現

風俗画における群像表現一主題としての群衆一

討議一

Ⅲ 人体表現における形と意味

救済への装い一十二 ・十三世紀の裸形像一

嫉妬のかたち一曾我蒲白の美人図をめぐって一

柿本人麿像における 「かたち」と 「意味」

一休 をめ ぐって何 が起 っ たか 一 肖像u

討議 二

ノーマ ン ・プ ライ ソン

養 老 盃 司 ・布 施 英利

平田 寛

佐野みどり

奥平 俊六

サ ムエル ・C・ モー ス

林 進

島尾 新
'におけ る 「破格 」

の問 題 一

大 西 廣
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IV裸 体 表現 の諸 問題

民 国期 中国 におけ る裸 体画 論 争

韓 国近代 洋 画 におけ る 「裸 体 」

日本美術 に見 る 「はだか 」

人か ら人"間Mへ 一個 としての 人体 一

"極 東 ギ リシア"の 裸体 画

「文明 開化 」 のな かの裸体

見世物 の なか の く人の かた ち〉

討議 三

事 業

鶴田 武良

金 英那

辻 惟雄

佐藤 道信

丹尾 安典

北澤 憲昭

木下 直之

2.黒 田清輝巡 回展

黒 田清輝 の 遺作 を 多 く所蔵 してい る当研 究所は,黒 田清輝 の 功績 を記 念 し,

併 せ て地 方文化 の振 興 に資す るため に,昭 和52年 度か らの 事 業 として 黒田清

輝巡 回展 を年1回 地 方 に おいて開 催 して きた。平 成5年 度 は次の とお り開催

され た。

会 場 秋 田市 立千秋 美術 館

会 期 平成5年7月24日(土)～8月29日(日)

主 催 東京 国立文化 財研 究所 ・秋 田市立千 秋 美術 館

開催 日数35日 間

入 場者数9692人

陳 列点 数 油彩 ・パ ステ ル61点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生 帖17冊,書 簡

3点,日 記5冊,参 考 資料 若 干

図 録A4版 変 型,128頁,原 色 図版24頁,単 色 図版73頁

3.公 開学術講座

美術部 ・情報資料部(第27回)

日

会

講

時

場

演

平 成5年11月19日(金)18:00～20:30

国立 教育会 館大 会議 室

(1)1・ 五 ・十六世 紀 におけ る唐絵 とや ま と絵 鈴 木 廣之
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事 業

(2)

芸能 部(第24回)

日 時

会 場

テ ー マ

講 演(1)

講 演②

実演 と話

台湾における近代美術の発達

平成5年10月25日(月)18:00～20:30

パ ン セホー ル

歌舞 伎 の技法 一浄瑠 璃 の 継承 と展開 一

浄瑠 璃 か ら歌 舞 伎へ

御 注進 のバ リエ ー シ ョン

ー 「流星」(日 月星昼 夜織 分)一

御注 進 の演技 さま ざま

演技 と脂

義 太 夫

三 味線

(聞 き乎)嫌 倉 患 子,

4.夏 期学術講座

鶴田 武良

鎌倉 恵子

丸茂美恵子

中村 東蔵ほか

竹本綾太夫

鵠澤寿治郎

丸茂美息子

芸能 部(第18回)

芸能 部 では,茎 能 の 多角 的 かつ総 合的 な研 究に 資す るこ とを 目的 と して,

例 年夏 期4日 閲 にわ た る学 術 講座 を,首 都圏 各大学 の 大掌院 坐 を対 象 に実 施

してい る。 会場 を東 京國立 文化 財研 究所会 議 富 と し,芸 能部 貝が それ ぞれの

専 門分 野に おけ る研 究成果 を体 系的 に論 ず る。

平成5年 度は 「能 ・狂 目'の演 出 と技法 」 とい うテーマ を設け て羽 田和が 担

当 し,7月1211か ら1.5f1までの4日 開に わた り奥施 した。受 購者 は慶 応義 塾

大 学,東 京 学芸 人学,実 践 女子 大学,お 茶 の水 女r大 掌,早 稲 田大学,共 立

女 子大 学,法 政 大掌,東 京 芸術 大掌,立 教 大掌 の各 人学 院生 で,受 講 者数 は

23名 。 日程 及び テーマ 紬 目は下 記の通 りであ る。

7月12日(月)

能 ・狂 言の 「演 出」の 意義

研 究史(1)一 戯 曲論 一

研 究史(2)一 技法 論 一

7月13日(火)
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一 1

謡 とせ りふ

狂 言の難 子

能 の所作 と狂言の 所作

7月14日(水)

技 法の 実際 と変遷 一録 音録 画 資料 に よる 一(1)

技 法の 実際 と変遷 一録 音録 画 資料 に よる 一(2)

技 法の 実際 と変遷 一録 音録 画 資料 に よる 一(3)

7月15日(木)

能 の流儀 差

狂 言の 流儀 差

質 疑

5.博 物館 ・美術館等保存担当学芸員研修

事 業

近年博物館,美 術館の数が増加すると共にその施設が近代化し,煉 蒸室,

保存 ・修理室などの保存に関係する施設設備が整備されて保存部門を担当す

る職貝が配置されつつある。しかし,こ れらの職貝が保存科学の知識や技術

を修得しようとしても適当な学習の場や教材がないのが現状である。そのた

め博物館,美 術館などの学芸員の保存担当者を対象に,文 化財の科学的保存

に関する基本的な知識および技術について研修 を行い,そ の資質の向上を

もって文化財の保護に資することを目的とし,研 修会を開催 した。受講者数

は22名。日程および講師は下記の通 りであった。

7月19日(月)

開講式 ・オ リエ ンテー シ ョン

保 存環 境総 論 一文 化財 の保 存 と環境 一 保 存科 学部 長

保 存環 境実 習 一温湿度 測 定器の 取扱 い一

7月20日(火)

劣化 と保 存 各論 一木 一 国 際文 化財保 存修 復 協力室 長

劣化 と保 存 各論 一石 一

劣化 と保 存 各論 一 ガ ラス ー 国際 文化 財保 存修復 協 力室

菱

菱

イ

イ

定

定

浦

浦

三

三

西浦 忠輝

西浦 忠輝

朽津 信明
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劣化 と保 存 各論 一考 古遺物 一

7月21日(水)

修復 材料 各 論 一伝 統 材料 一

修 復材料 各 論 一合成 樹脂 一

劣 化 と保 存 各論 一金 属1一

劣 化 と保 存 各論 一金 属II-

7月22日(木)

保 存環 境各 論 一温湿 度 一

修復技術部長 三輪 嘉六

第二修復技術研究室長

名誉研究員

第三修復技術研究室長

保存環境各論一展示 ・梱包ケースの湿度調節一

国立歴史民俗博物館

保存環境実習一湿度の制御法一

7月23日(金)

保存環境各論一大気汚染とその影響一 生物研究窒艮

保存環境各論一室内汚染一 保存科学部主任研究官

保 存環 境実 習 一室 内 汚染の 調査法 一

保 存環 境 各論 一施.44計 の 指針 一 文化 庁文化 財保 護 部

7月26日(月)

保 存環 境 各論 一 光 と劣化 一

保 存環 境 各論 一照 度 基準 一

保 存環 境 実 習一照 度 の測定 と調節 一

7月27日(火)

調査 手法 各論 一化 学分析 一 化 学研 究 室長

調査 手法 各論 一画像 計測 一

劣化 と保 存 各論 一油 彩画 一 国立 西洋 美術館

劣化 と保 存 各論 一漆 一 第一修 復 技術 研 究室 長

7月28日(水)

生物 被害/虫 一 害虫 の'k態 と被害 一 保存科学部調査員

生物被害/カ ビー嬰因とメカニズムー 保存科学部調査貝

劣化と保存各論一紙一

劣化と保存各論一東洋絵画の彩色層一第二修復技術研究室
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増田 勝彦

樋口 清治

青木 繁夫

青木 繁夫

三浦 定俊

神庭 信幸

三浦 定俊

門倉 武夫

佐野 千絵

佐野 千絵

鷲塚 泰光

佐野 千絵

神庭 信幸

佐野 千絵

平尾 良光

三浦 定俊

河口 公生

中里 壽克

山野 勝次

新井 英夫

増田 勝彦

尾立 和則

⊥
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7月29日(木)

ケー スス タデ ィー 博物 館 にお け る収 蔵 ・展示 の 問題 とその対 策

物理 研究 室 石 川 陸郎

佐 野 千 絵

美術 館 にお け る収 蔵 ・展示 の 問題 とその 対策

三 浦 定俊

7月30日(金)

文化 財科 学 の動 向 一歴 史 と現状 一 名 誉研 究 貝 馬淵 久 夫

閉 講式

6.国 際 研 究 集 会

昭 和52年 か ら毎 年行 わ れ てい る 「文 化財 の保 存 に関す る国 際研究 集会 」 は

17回 を数 え,今 年 度 は修復 技術 部 が担 当 した。 「漆文 化の保 存 」をテーマ に11

月10日 か ら12日 ま での3日 間行 われ た。近年 欧米 に所在 す る漆芸 品 の保存 に対

す る関心 は急 速 に高 ま りつ つ あ り,こ の機会 に 日本の 基本 的漆 芸技 術の 啓蒙

を図 る と共 に,日 本 内外 の漆 の科学 的研 究 の成果 を提 示 し合 い,討 議 を重ね

て漆 文化 財の 国際 的理 解 を深め るこ と を目的 と した。

発 表者 は国 外8名,国 内8名,そ の他 に論 文 のみ の発 表者,ポ ス ターに よる

発表 者 を加 え,150名 を越す 参加 者 に よ って活発 な討議 が行 わ れ た。

名 称:The17thInternationa1SymposiumonthePreservationof

CulturalProperty:ConservationofUrushiObject(漆 文 化

財 の 保 存)

日 時:平 成5年11月10日 ～12日

会 場:国 立 教 育 会 館 社 会 教 育 研 修 所(東 京 都 台 東 区 上 野 公 園 内)

題名 お よび発 表者

11月10日(水)

【基調 講演 】

1.ロ イヤ ル ・オ ン タ リオ博物 館 におけ るラ ッカー 製 品の保 存処 置
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カナ ダ:ロ イヤ ル ・オ ン タ リオ博 物館

II.日 本 におけ る漆 お よび漆 芸 品の保 存

東京 国立文化 財研 究所

【セ ッシ ョン1】 漆の歴 史 と伝統 技 法

1.日 本 の漆芸 の流 れ

帝塚 山大学

2.様 々 な ラ ッカー 技 法,そ の 歴 史 と修 理

チ ェ コ:修 復家

3.日 本 の伝統 漆芸 技 法

東京 国立 文化財 研 究所

11月11日(木)

【セ ッシ ョンII】 修理 の実 際

4.日 本 の漆 芸 品の修 理

修復 家

5.漆 芸 品の保 存修 理 と復 元修 復 につ い て

東京 国立博 物館 内漆工 修理 室

6.ヨ ー ロ ッパ で行 った 日本 漆芸 品の修 理

修復 家

7.日 本 の舞楽 面 と伎楽 面の科 学 的調 査

ドイツ:デ ルナ ー研 究所

8.

ドイツ:修 復家

9.中 国 の乾 漆彫刻 の調 査 と処 置

米国:

マ リア ン ・ウ ェ ップ

西川杏太郎

河田 貞

ア レナ ・ス カ ロ バ

中里 壽克

北村 昭斎

ノ」、【珂 隅卓也

新井 榛名

ア ン ドレ ア ス ・プ ァ メ ス ター

在欧文 化財 の修 理に おけ る漆 使用 の 緒相 と問題 点

バー バ ラ ・ピアー ト ・ボル ガー ズ

ス ミソニア ン研究 機構 ・フ リーア 美術館 ポー ル ・ジェ ッ ト

11月12日(金)

【セ ッシ ョンIII】漆 の科学

10.日 本 の伝 統的 漆芸 技法 一なや し,く ろめ,呂 色 一

東京 大学 名誉教 授

一88一

熊野賂 従
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11.

12.

13.

ドイツ:デ ルナ ー研 究所

14.中 国に おけ る漆 の科 学的分 析

中国:商 業部 西安 生 漆技 法 と修 理

【セ ッシ ョンIV】 パ ネルデ ィ スカ ッシ ョン

武蔵 野美 術大 学

事 業

日本に おけ る漆 の科 学的研 究 の現状

東 京国 立文化 財研 究所 佐野 千 絵

ドイ ツ に お け る伝 統 的 塗 装 技 法 一 その 概 要 と修 理 の ケー ス ス タ

デ ィ ー

ドイツ:バ イエ ル ン州 立文 化財 研究 所 カ タ リー ナ ・ヴ ァル ヒ

西 洋塗 装の科 学 的分 析 一系統 的方 法 とケー スス タデ ィー

座 長.

パ ネ ラ ー:

【ポス ターセ ッシ ョン】

「漆製 品の 下地 技法 」

国立歴 史民 俗博物 館

「漆 とは何 か

一修理理論一

田辺三郎助

北村 昭斎

小松 大秀

鈴木 規夫

アレナ ・スカロバ

ヨ ハ ン ・ コ フ ー

ア ン ド レア ス ・プ ァ メ ス タ ー

マ リア ン ・ウ ェ ップ

ポー ル ・ジ ェ ッ ト

郭 時清

永嶋 正春

一視覚的な漆の理解一」

熊野鋸 従

「伝統的漆塗工程」「蒔絵粉の種類」

東京国立文化財研究所

7.ア ジ ア 文 化 財 保 存 セ ミナ ー

世界的視野の中で,い くつかの文明の拠点を持つアジアには,数 千年の歴

史の中で産み出され伝承されてきた文化財が,さ まざまな状況の中で保存さ

れている。それらの文化財は,各 時代に各地域で栄えた固有の文化の証であ

.,
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り,当 事 国 の財産 で あ る と同時 に,人 類共 通の 遺産 で もあ る。本 セ ミナー は,

東ア ジア,東 南 ア ジア,西 南 ア ジアの 諸国 に呼 びか け,文 化 財 の保 存 に関連

す る基礎 的 情報 を交 換 し,将 来の 多国 間の 共同研 究 ・共 同事 業 を推進 す るた

めの礎 を築 くこ とを 目的 と して企 画 され た もの で あ る。 本年 度 は その第4回

目と して,「 文化 財保 存 にお け る伝 統 的 な材料 と技術 」をテー マ として開催 さ

れ た。

会議 は,2名 の 基調 講演発 表者 と15力 国代 表15名 の カ ン トリー レポー ト報

告者,さ らに,4名 の 考古,美 術 工芸,保 存の 専 門家 で構成 され る 日本代 表

デ ス クが加 わ り,円 卓 を囲 んで行 われ た。 また,文 化財保 存の 専門家 約30名

が オプザ ーパ ー として参加 し,活 発 な討議 が行 われ た。 日程 等 内容 は下 記の

通 りで あ る。

名 称

催

力

主

協

所

程

場

日

ア ジア文 化財保 存 セ ミナ ー

一文化 財保 存 にお け る伝 統的 な材 料 と技術 一

文化 庁 ・東 京国立文 化財 研究 所 ・奈 良国 立文化 財研 究所

京都 国 立博物館 ・奈良 国立樽 物館 ・東京国 立 博物館 ・

ユ ネ ス コ ・ア ジア文 化 セ ン ター

(財)な ら ・シル クロー ド博 記 念国際 交流財 団

奈 良県新 公会 堂 他

10月29日(金)開 会式 お よび レセプ シ ョン(h野 精 養 軒)

10月30日(土)国 外参 加者 の視 察 ・・見学

10月31日(日)

1.東 京国立 文化 財研 究 所長 西 川杏 太郎(基 醐 講 演)

「業術 工fL・t」1t!1p保存 にお け る伝統 的 な材料 と技術 」

2.中 国 歴 史博物館保 存研 究室 長 播 路

「占代 中国青 銅製 品の修理 と保 存」

3.マ レー シア国 立博物 館保 存室 長Z.イ タム オ スマ ン

「マ レー シアでの金 属文化 財保 存の ための伝 統 的 な材料 と技 術」

4.ブ ー タン文化 局文化 財部 主任D.ワ ンチ ュ ク

「ブー タンにおけ る文化財 保 存 のため の伝統 的 な材 料 と技術 」
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5.イ ン ド国立文化 財保 存 研究 所分 析科 学室 長B.V.カ ルバー デ

「伝 統的 な保 存方法:イ ン ドの 場合 」

6.モ ルデ ィプ国 立言語 歴 史研 究セ ンター研 究官1.ワ ヒー ド

「モル デ ィプ におけ る伝 統 的 な保 存 につ いて 」

11月1日(月)

7.イ クロム科 学技 術事 業部 長M.Lタ バ ッ ソー(基 調 講演)

「イ タ リアにお け る石 と壁画 の保 存へ の伝 統的 な材料 の使 用 一本

当に有 効か それ とも夢物...か一」

8.文 化庁建 造物 課文 化財 調査 官 稲 葉 信子

「日本 の文化 財建 造物 保 存修復 に おけ る材料 と技 術」

9.韓 国国 立文化 財研 究所 研究 貝 裂 乗宣

「韓国 の木造建 築 の伝 統技 法 とそ の応用 」

10.ユ ネ ス コ ・ア ジア文 化 セ ン ター

「ユネ ス コ ・ア ジア文化 セ ンターの事 業 紹介」

11.フ ィ リピン国 立歴 史研 究所建 造物 修復 主任R.A.イ ノベ ロ

「ミン ダナ オ 島の トロガー ナ住 宅 の 保 存 へ のマ トリック スア プ

ロー チ」

12.ネ パー ル考 古局 主任T.N.ミ シュ ラ

「ネパー ルの歴 史的建 造 物 の保 存 に用 い られ た伝 統 的な材料 と技

術 」

13.イ ン ドネ シア ・ボ ロブ ドー ル保 存研 究所 技術 部長 スプヤ ン トロ

「ク ドゥスの彫刻 の あ る木造家 屋 の伝統 的保 存方 法」

14.ヴ ェ トナム文 化情 報省 保存 博物 館局 フ ン ・コッ ク ・グエ ン

「ヴ ェ トナム にお け る文化財 保 存の ため の伝統 的 な材料 と技術 」

11月2日(火)

15.タ イ芸術総 局博 物館 部保 存課 長C.ア ラニ ャナ ク

「タイにおけ る伝統 的織 物 の保 存」

16.ユ ネス コ ・ス リラン カ文化 三角 地 帯プ ロジェ ク ト保 存部 長

N.P.デ シルバ

「絵画 の保 存に おけ る伝統 的 な材料 と技術:ス リラ ンカ での経験 」
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17.ラ オス情報文化省博物館考古局長T.サ ヤボンハムディー

「王宮博物館での保存作業に用いられる伝統的な材料と技術」

〈午後〉京都国立博物館文化財保存修理所視察

11月3日(水)

総合質疑応答 ・総合討議

座長 国際文化財保存修復研究センター理事 馬淵 久夫

イクロム科学技術事業部長M.L.タ バッソー

閉会式

11月4日(木)

サイトセミナー(外 国人招待者のみ)

奈良国立文化財研究所,法 陥寺,薬 師寺

8.第2回 「紙の保存修復」の国際研修

世 界の紙 の修 復 専門 家14名(14力 国)を 集め,文 化庁 お よび 国際文 化 財保

存研 究 セ ンター(ICCROM)と 共1司i三開催 で 「紙 の保 イ∫:傍復j国 際研修 を行 っ

た。 脆 弱 な古文書 や版 画 な ど,紙 を素 材 と した文 化財 の修理 では,世 界の文

化 財 に 日本 の表 具技術 が役 に.r.つ事が知 られ るよ うに な って い る。 この 研修

では,こ の 日本 の表具 技術 を伝 え るこ とを目的 とした。

3週 間の研 修 は 表具の 基本 的 な技術 を参加 者 が縄験 で き るよ うな内容 の 実

技 研修 を中心 としたが,日 本 の 文化 史 ・文化 財保 護法 の沿 革 ・文化 財 に使 わ

れて い る伝 統的 な素 材 ・和紙 と洋紙 の特 性 等につ いて の講義 を行 うと と もに,

研 修 旅行 では和 紙 の紙 漉場 で修復 材料 であ る和紙 をよ り深 く理 解 す る よ うつ

とめ た。

海 外か ら,よ り正確 な技術 を求め る声 が増 え る中,こ の よ うな 日本 の 専 門

家 の直接 の指 導の も とで行 わ れ る研修 会 は意義 は深 い と確 信 して い る。

〈主催 〉

東 京国 立文化 財研 究所

文化 庁

イ クロム(ICCROM)

INTERNATIONALCENTREFORTHESTUDYOFTHE
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PRESERVATIONANDTHERESTORATIONOFCUL-

TURALPROPERTY

〈協力〉 京都国立博物館

〈期 間 〉 平 成4年11月23日 ～12月16日(20日 間)

<場 所>11月24日 ～25日 東 京国 立文化 財研 究所

11月26日 ～12月14日 京都 国 立博物館

ス タデ ィー ツアー 奈 良市 ・奈 良 県宇 陀郡吉 野町

<参 加 者>

ALCOCKJohannPamela

ア ル コ ッ ク ・パ メ ラ

オ ー ス トラ リア ヴ ィ ク ト リア 文 化 財 保 存 セ ン ター

ROSENBERGERHelga

ロ ー ゼ ン バ ー ガ ー ・ヘ ル ガ

オ ー ス ト リア 芸 術 ア カ デ ミー

CHEROUTRERosa-Anna-Maria

シ ュ ル ー トル ・ロー ザ ア ン ナ マ リア

ベ ル ギ ー 王 立 ヘ ン ト 美 術 ア カ デ ミー

MENEIEveMarieCatherine

ム ネ イ ・イ ヴ マ リー カ トレー ヌ

フ ラ ン ス芸 術 作 品 修 復 研 究 所

SIMONCIaus-Ullrich

シ モ ン ・ク ラ ウ ス ウ ル リ ッ ヒ

ドイ ツ 交 通 と 技 術 博 物 館

PerumalP.

ペ ル マ ル

イ ン ド サ ラ ス ヴ ァ テ ィマ ハ ー ル 図 書 館



事 業

RIMONHasia

リモン・ハ シア

イ スラエ ル テル アヴ ィヴ 美術 館

GUGLIELMIMara

グ リエル ミ・マ ー ラ

イタ リア ヴ ェネ ツ ィア東洋 美術館

WOJTCZAKMirosxawa

ウォ ッチ ャ ク・ミロスワ ァーワ

ポー ラン ド 文 化財 保 存修復研 究所

KORAPINTaweta

コラ ピン ・タ ウェ タ

タ イ国 立文 書館　
KANTARCIOULUAyseSerda

カ ン タ ル シ ョ ウ ル ・ア イ セ ・セ ル ダ

トル コ文 化 省 修 復 保 存 中 央 研 究 所

WHEELERMichaelJohn

ウ ィー ラー ・マ イ ケ ル ・ジ ョ ン

ニ ュ ー ジー ラ ン ド オ ー ク ラ ン ド市 立 庭術 館

WITHYCOMBECeliaKosamund

ウ ィ テ ィ コム ・セ リア ・ロ ザ ム ン ド

イ ギ リ ス フ イ ッ ツ ウ ィ リア ム 博 物 館

RICHMONDAIisonTaylor

リ ッチ モ ン ド・ア リ ソ ン ・テ イ ラ ー

イ ギ リス ヴ ィ ク ト リア ア ル バ ー ト博 物 館
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9.会 議

(1)第1回 国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー 〈仮 称 〉設 置

に 関 す る 調 査 研 究 会

世界の文化財の保存,修 復に関する国際的な研究交流,保 存修復事業への

協力,専 門家の養成,情 報の収集と活用等を実施し,文 化財保護における国

際的な責務を果たすとともに,文 化財の保存修復に関する研究の向上に資す

ることを目的とする国際文化財保存修復協力センター〈仮称〉設置のための

調査研究会として,外 部の専門家,文 化庁および東文研関係者が出席し,セ

ンターの設置目的,事 業内容,組 織,管 理運営,施 設等に関する事項につい

て,検 討,協 議を行った。

日 時 平成6年3月17日(木)

場 所 別館会議室

出席者 東文研15名,外 部(文 化庁,大 学,国 際機関他学識経験者)16名

総 括 本調査研究会における検討,協 議内容は次のように総括される。

文化財は人類共通の遺産であり,国 家,民 族を越えてその保存 ・

修復にあたらなければならず,そ のためには国際協力が不可欠で

ある。文化財保護法のもと,文 化財保護体制 ・技術 ・研究の整っ

ている日本がこの面で果たすべき役割はきわめて大きく,実 際,

世界各国から多くの協力を求められている。これらの要請に対処

するため,東 京国立文化財研究所に国際共同研究,情 報の収集と

提供,人 材養成を3本 の柱とした国際的な協力センターを設立す

ることがぜひ必要である。今後,調 査研究をさらに拡大,進 展さ

せ,ア ジア地域を含む世界の文化財の保存修復に協力する。国際

文化財保存修復協力センター〈仮称〉設置に向けての具体的な準

備作業を推進すべきである。

(2)文 化財保存修復研究協議会

主 題 古代鉄の保存科学

一95一



事 業

時

所

旨

日

場

主

平 成5年10月15日(金)

東京 国立 文化 財研 究所別 館会 議 室

古代 に おい て,鉄 が どの よ うに 造 られ,流 通 したか とい う問 題

は考 古学 の立 場か ら も,科 学技術 の 立場 か らも興 味 深 い問題 点

で あ る。 古代 鉄の産 地 ・時代 ・技法 などに関 す る問題 の解 明 に

対 して現 在,自 然科 学 が どの よ うな役割 を果 た してい るか,今

後 の問題 も含 め て討議 した。 あ わせ て,鉄 器 に 用 い られ て い る

新 しい科 学的 保存 処 置法 につ いて報 告 した。

講 演

考古学からみた古代鉄

古代鉄の化学組成

金工と鉄

現代のたたら

占代鉄器の14C年 代測定

鉄器の保存処理

東京国立文化財研究所

武蔵工業大学

東京国立文化財研究所

文化庁伝統文化課

東北大学

東京国.r.文化財研究所

三輪 嘉六

平井 昭司

廣井 雄一

大滝 幹夫

井垣 健三

青木 繁夫
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10.国 際 ・国内交流

(1)平 成5年 度職 員の海 外渡航

氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

門倉武 夫 中華人民共和国 環境汚染が文化財に及ほす影響に

関する研究

自平成5年4月28日

至平成5年5月9日

私費

中里 壽克 II 東洋の漆に関する国際シンポジウ

ム(ISOL)出 席

自平成5年4月30日

至平成5年5月7日

n

佐野 予絵 n II II II

三輪 嘉六 〃 敦煙莫高窟壁画の保存協力 自平成5年6月11日

至平成5年6月25日

科学研究費

増 田勝彦 n n 11 外国旅費

西浦 忠輝 II n II II

勝木言一郎 II II li II

朽 津信明 II II II 科学研究費

鶴 田武 良 n 現代中国絵画動向調査 自平成5年5月22日

至平成5年5月30日

(財)日中友好会

館

三浦定俊 ドイツ 天然樹脂塗膜の材質・技法・保存

に関する調査研究

自平成5年7月1日

至平成5年7月11日

科学研究費

佐野 千絵 11 1! 11 1/

尾立和 則 n II 11 11

島 尾 新 中華人民共和国 「日中美術におけ る西湖」シンポ

ジウム参加及び漸江地方の調査

自平成5年7月1日

至平成5年7月11日

私費

西浦 忠輝 スリランカ イコモス総会 ・国際シンポジウム

出席及び遺跡保存状況調査

自平成5年7月26日

至平成5年8月9日

11

増 田勝 彦 米国 在米日本古美術品作品調査 自平成5年8月2日

至平成5年8月6日

(財)芸術研究振
興財団

岡 田 健 中華人民共和国 龍門石窟千五百周年国際シンポジ

ウム出席

自平成5年8月31日

至平成5年9月14日

国際研究集会派遣

研究員派遣費

平 尾良光 米国,カ ナダ 商代青銅器の鋳造技法の調査 自平成5年9月12日

至平成5年9月21日

科学研究費
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氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

増 田勝彦 オース トリア イクロム 「紙の保存修復」の国際

研修講師

自平成5年9月1日

至平成5年9月15日

イクロム

西 浦忠輝 フランス アンコール遺跡保存技術会議出席 自平成5年9月10日

至平成5年9月17日

科学研究費

西川杏太郎 中華人民共和国 敦燈莫高窟壁画の保存協力 自平成5年9月30日

至轍5年10月12日

外国旅費

中野 照男 rr r　 11 n

勝木言一郎 n n 11 科学研究費

西浦 忠輝 n 11 II r　

三浦 定俊 n 11 11 国際研究集会派遭

研究貝派遣費

尾立 和則 　　 n II 文化財保護振興
財団

朽津信 明 中華人 民共和

国,ベ ルギー,

フランス

石造文化財の保存,絡複に関する

調査研究

自平成5年9月30日

至平成6年7月29日

文部省在外

研究貝費

岡 田 健 タイ,イ ンドネ

シア

彫刻関係資料収集と現地調査 評 成5年10月12【1

至平成5年11月4日

科学研究費

三浦定 俊 イタリア イクロム総会出席 自平成5年10月1711

至轍5年10月25Ci

科学研究費

島 尾 新 米国 在米日本占美術作品の調査 評 成5年11月26El

1評成5年12月15fl

占文化財科学研究

会

岡 田 健 11 rr n 11

野久保昌良 11 在米日本古美術作品の写真撮影 II 11

長岡龍 作 !1 在米日本古美術作品の調査 自平成5年11月27日

至轍5年12月10日

II

佐 藤道信 英国 河鍋暁斎作品調査 自平成5年11月29日

至平成5年12月4日

私費

三 浦定俊 タイ タイ国石造遺跡の劣化現象と保存

処置に関する■査研究
自平成5年12月6日

至轍5年12月16日

科学研究費

西 浦忠輝 II r　 II 11

松 本修 自 r　 11 11 II

勝木言一郎 中華人民共和国 河北省,河 南省の石窟胴査 自平成6年2月1日

至平成6年2月7日

私費
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氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等

中里壽 克 ポル トガル,イ

タリア

漆文化財の保存処置に関する指導

及び調査研究

自平成6年2月14日

至平成6年3月5日

国際交流基金

増田勝彦 rr 11 11 II

島 尾 新 米国 ポストン美術館所蔵室町水墨画の

調査

自平成6年3月1日

至平成6年4月10日

ポス トン美術館

中野照 男 U 在米日本美術作品の調査 自平成6年2月24日

至平成6年3月11日

古文化財科学研究

会

尾立和 則 II II r　 n

岡 田 健 II 11 自平成6年2月24日

至平成6年3月8日

n

野久保昌良 II 在米日本美術作品の写真撮影 自平成6年2月24日

至平成6年3月11日

n

富澤 邦明 〃 在米日本美術作品の調査等のため

の協議等

自平成6年2月24日

至平成6年3月5日

u

(2)招 へ い研究 員等

国外招へい研究員

氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

張 徳勤 中華人民
共 和 国

国家文物局長 5.4.12

5.4.21

日中文化交流に関する

文化財関係諸機関との

協議

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

注 格林* 中華人民

共 和 国

国家文物局・研究

室

5.4.12

5.4.21

日中文化交流に関する

文化財関係諸機関との

協議

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

余 昌祥 中華人民

共 和 国

国務院秘書三局副

処

5.4.12

5.4.21

日中文化交流に関する

文化財関係諸機関との

協議

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

呉 華* 中華人民

共 和 国

国家文物局外事処

長

5.4.12

5.4.21

日中文化交流に関する

文化財関係諸機関との

協議

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

晋 宏逡* 中華人民

共 和 国

国家文物局文物一

処副処長

5.4.12

5.4.21

日中文化交流に関する

文化財関係諸機関との

協議

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

金 正耀** 中華人民

共 和 国

中国社会科学院世

界宗教研究所副研

究員

5.9.1

5.9.30

中国製青銅器の鉛同位

体比に関する共同研究

保存科学部

平尾良光
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氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

段 文傑 中華人民
共 和 国

敦煙研究院 ・院長 5.10.28

5.11.9

敦煙莫高窟の保存に関

する日中共同研究の協

議等

修復技術部
三輪嘉六

劉 会林* 中華人民
共 和 国

敦燈研究院 ・副院
長

5.10.28
--5 .11.9

敦煙莫高窟の保存に関

する日中共同研究の協

議等

修復技術部
三輪嘉六

劉 永増 中華人民

共 和 国

敦煙研究院資料セ

ンター ・次長

5.10.28

5.11.9

敦煙莫高窟の保存に関

する日中共同研究の協

議等

修復技術部
三輪嘉六

KRIST,Ga-

briela

オー ス ト

リ ア

ProgrammeOffi-

cer,ICCROM

5.11.8

5.12.22

「紙の保存絡側 の国

際研絡準備及び実施

修復技術部

増田勝彦

王 軍 中華人民

共 和 国

国家文物局文物二

処副処長

5.11.30

6.5.30

中日両国土質遺跡の保

存の比較研究

修復技術部

三輪嘉六

王 旭東* 中華人民

共 和 国

敦煙研究院保霞研

究所研究実習貫

5.12.22

6.3.21

敦燈莫高窟の環境に閥

する研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

SCHOLZ,

Stanca

ド イ ツ Institutftlr

Ostasienkunnde

Professor

6.1.25

6.1.30

海i期 における能 ・狂

蝕の受容と実態及び初

期歌舞伎との関が1

芸能部

羽田 和

TOKITA,

Alison

オー ス ト

ラ リ ア

SeniorLecturer,

Japanese
Studies,Monash
University

6.2.1

6.2.6

日本の甜り物音楽にっ

いての知見を交換

芸能部

蒲生郷昭

MORGOS,

Andras

ハ ン ガ

リ ー

ハンガリー国立博

物

6.2.20

6.2.25

イ漣文化財の化学処理

について

国際文化財保存催

復協力窒

西浦忠輝

GRATTAN,

Davidホ

カ ナ ダ カナダ国立文化財

保存研究所保存技

術研究室畏

6.2.20

6.2.25

文化財保存の合成樹脂
の応用に関する研究

国際文化財保存僚

復協力室

西浦忠輝

DALEY,

Thom

カ ナ ダ カナダ国立文化財

保存研究所主任研

究官

6.2.20

6.2.25

国際共同研究,国際協

加こ関する肘議

国際文化財保存催

復協力室

西浦忠輝

BRUNET,
Jacques

フランス 歴史記念物研究所

洞窟壁画保存室長

6.2.28
-6 .3.5

敦燈莫高窟壁画の調査

についての研究討議等

保存科学部

三浦定俊

EDET,Abu

Solomon

ナイジェ

リ ア

国立博物館保存科

学部長

6.2.28

6.8.31

民具および青銅遺物の

保存絡復研究

修復技術部

青木繁夫
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氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者

PREYSS,

Anna

ド イ ツ バイエルン国立博

物館

油絵修復専門家

6.3.6

6.3.11

油絵のワニスの除去 ・

更新の技術及び天然樹

脂と合成樹脂双方の使

用法と劣化特性

修復技術部

川野邊渉

UNGVON カンボジ

ア

アンコール保存事

務所保安官

6.3.7
-6 .3.9

アンコール文化遺産保

護に関する共同研究

修復技術部
三輪嘉六

TUONPHOK カンボジ

ア

アンコール保存事

務所現地責任者

6.3.7

6.3.9

アンコール文化遺産保

護に関する共同研究

修復技術部

三輪嘉六

KONGSAR・

ITH

カンボジ

ア

アンコール保存事

務所現地責任者

6.3.7
-6 .3.9

アンコール文化遺産保

護に関する共同研究

修復技術部
三輪嘉六

CHEYSAM

SAVANN

カンボジ

ア

国立博物館修復責

任者

6.3.7
-6 .3.9

アンコール文化遺産保

護に関する共同研究

修復技術部
三輪嘉六

姜 大一* 大韓民国 韓国文化財研究所

専門員

6.3.9

6.3.16

環境汚染による金属文

化財の腐食の現状と保

存対策に関する研究

修復技術部

三輪嘉六

李 螢植* 大韓民国 韓国文化財研究所

保存科学研究室

6.3.9

6.3.16

環境汚染による金属文

化財の腐食の現状と保

存対策に関する研究

修復技術部

三輪嘉六

CHACE,

Tom

米 国 フリーア美術館 ・

サックラー美術館

保存科学部長

6.3.14

6.3.21

日本出土の青銅器及び

商周時代の青銅器につ
いて

保存科学部

平尾良光

BABOIAN,

Robert

米 国 テキサスインスト

ルメント特別研究

員

6.3.17

6.3.23

環境汚染による金属文

化財の腐食の現状と保

存対策に関する研究

修復技術部
三輪嘉六

ROJPOJ-

CHANARAT,

Vira崇

タ イ 教育省芸術総局考

古部保存専門官

6.3.21

6.3.28

考古遺物の保存・修復

処置に関する調査研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

KANGSARI-

KIJJA,Ajara

崇

タ イ 教育省芸術総局考

古部保存専門官

6.3.21

6.3.28

考古遺物の保存・修復

処置に関する調査研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

TABPETCH,

Sumet崇

タ イ 教育省芸術総局考

古部保存専門官

6.3.21

6.3.28

考古遺物の保存・修復

処置に関する調査研究

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝

OZGONOL

Nimet崇

ト ル コ 中東工科大学姥築

学部講師

6.3.21

6.3.29

建築装飾部材の保存 ・

修復処置に関する調査

国際文化財保存修

復協力室

西浦忠輝
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事 業

注1)*は 研究所予算で招へいしたことを表す。楽は一部研究所予算で招へいしたことを表す。

**は3.7.1の 来 日であるが,平 成5年 度については上記期間のみ研究所予算で招へいしたことを表す。

注2)国 際研究集会(8名),ア ジア文化財保存セ ミナー(15名),「 紙の保存修復」の国際研修(14名)の 国外

招へい研究貝等については各々の項に記載した。

国内招へい研究員

氏 名 現 職 招へい期間 共 同 研 究 課 題 研 究 代 表 者

須藤 弘敏 弘前大学人文学部 5.11.21 難1史情報処理システムの研究 写真資料研究室

助教授 5.12.4 一データの共有化を中心として一 長岡 龍作

河合 眞澄 愛媛大学教養部助教授 6.3.1 歌鐘技芸風の研究 演劇研究室長

6.3.25 一安原コレクションSPレ 鎌倉 患子

コー ドを使 って 一

高橋 建 鳥海町教育委貝会 6.3.14 秋田の番楽に関する研究 民俗芸能研究室長

主任兼社会教育主事 6.3.25 中村 茂子

脇田 久伸 福岡大学理学部教授 6.3.18 錆の保存科学的研究 化学研究室長

6.3.28 平尾 良光

西尾太加二 静岡県埋蔵文化財劇査 6.3.7 出土木製品の保存処理に関 第三修復技術研究室

研究所 調査研究 6.3.12 する研究 長 青木 繁夫

西山 要一 奈良大学文学部助教授 6.3.14 奈良盆地における環境汚染 修復技術部長

6.3.19 の研究 三輪 嘉六

山口 泰弘 三重県立美術舘学芸員 6.3.15 焔 史撒 処理システムの研究 写真資料研究室

6.3.26 一データの賄 化を軋 ・として一 長岡 龍作
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事 業

(3)平 成5年 度海外研究者等の来訪

氏 名 国 籍 所 属 等

TRAN,Ky

Phuong

ヴ ェ ト ナ ム チャンパ彫刻博物館主任学芸貝

NOR,Dato

Zakiah

マ レ イ シ ア 国立公文書館館長

王文章 外2名 中華人民共和国 中国三門峡市副市代表団

馬承源 外6名 中華人民共和国 「上海博物館展」中国側代表団

YE,Tut ミ ャ ン マ ー 文化省文化施設局長

MALEKSHA-

HMIRZADI,

Sadegh

イ ラ ン テヘラン大学文学部考古学科助教授

王振江 中華人民共和国 中国社会科学院考古研究所副研究貝

南時鎭 外2名
大 韓 民 国 文化体育部文化財管理局慶州文化財研究

所・建築事務官

KHOO,Boo

Chia

マ レ イ シ ア ペナン州立美術博物館館長

李 浩官 外40

名

大 韓 民 国 韓国文化財管理者代表団

朴錘 聲 外14

名

大 韓 民 国 韓国報道関係者代表団

LEFORT,

Philippe

フ ラ ン ス フランス外務省 二等参事官
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V.研 究 施 設 ・設 備

1.蔵 書

美 術 関 係 図 書

日本 ・東洋 古 美術,日 本近 代 ・現代 美術,西 洋 美術 の全 般 に わた る研 究所

を 中心 に,関 連 図書,各 種 叢書,辞 典 類 な ど和漢 書(41,600),洋 書(4,110),

計45,710冊 のほか,各 都 道府 県 市町村 教 育委 貝会 編集 の 文化財 関係 報告 書,

美術 関係 雑 誌,紀 要 類,売 立 目録,展 覧会 目録 な どを所蔵 し,所 内及 び所 外

の研 究者 の利 用 に供 して いる。

芸 能 関 係 図 書

雅楽 ・寺事 ・能 ・歌 舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦 緯 ・民俗 芸能 ・寄 席芸,そ の他

わ が国の伝 統}t:-t能の研 究に必 要 な図書9,861冊 を所 蔵 す る。 演芸 画報 ・歌舞 伎

新 報 ・歌 舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・i/1・ 民俗 芸術 ・日本

民 俗 ・芸 能復興 ・郷 土研 究 ・旅 と伝 説な どの雑 誌,そ れに 声明 本 ・謡 本 ・唯

子3一付 本 ・丸本 などの 台本 ・譜本 も収 巣 して い る,,

保存科学部 ・修復技術部関係図書

占来の伝統的生産及び工芸技術書,技 術史,ま たは数少ないそれらの科学

的究明を試みたもの,修 理工事報告書及び物理学 ・生物学部門の保存科学に

関迎和洋書を合わせて3,128冊 を所蔵 している。

本年度における収集数と総計は次表のとおりである。

区 分
美 術 関 係 芸 能 関 係

保 イ∫:科 学 ・

修 復 技 術 関 係 計

和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋 誉 和 漢 書 洋 書

5年 度 606冊 32冊 329冊 14冊 281冊 5冊 1,014冊

総 数 41,600冊 4,110冊 9,722冊 139冊 2.097冊 1,064冊 58,732冊
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研究施設 ・設備

2.資 料

美 術 関 係 資 料

実物 よ りの直 接撮影 を主に した写 真 資料の 作成 整理 と,購 入写真,複 写写

真 に よ る補 足整備 に加 えて,印 刷物 中の図版 をお さめ る とい う方式 で,当 研

究所 設立 当初 よ り一 貫 して力 を注 い で きた写 真 資料 を有 す る。 そ れ らは 日本

東洋 古美術,日 本近代 ・現 代 美術,西 洋 美術 の全 域 にわ た り,そ れ ぞれ絵 画,

欝籍,彫 刻,工 芸,建 築 等の 諸部 門に 及ぷ。 特別 大 型の もの か ら小 型 の もの

まで総 数 凡 そ26万 点,原 板 保 有量 はほ ぼ3分 の1に あ た り,別 にマ イ クロ ・

フ ィルム255巻 が あ る。写 真 資料の ほか,拓 本,作 家伝 記 資料,落 款 印章 資料,

近代 ・現代 作家 ・団体 ・作 品資料,資 料 ス クラ ップ等 と,図 書 カー ド,図 版

カー ド,各 種索 引 類 な ど多数 。

芸 能 関 係 資 料

レ コー ド,録 音 テー プ,シ ネ フ ィルム,ビ デオ テープ,写 真 等 に よる芸能

資料 を数 多 く備 えて いる。 レ コー ドには,毎 年 各社 か ら発売 され る伝統 芸能

関係 レ コー ドのほ か,昭 和35年 度文 部 省機 関研 究 費に よっ て購 入 した安 原 コ

レ クシ ョンレ コー ド5,450枚 が含 まれ てい る。安 原 コレ クシ ョンは,明 治 ・大

正 ・昭和 三代 に わた って発 売 された各 種邦楽 レ コー ドを網 羅 した もの で,近

代 にお け る邦 楽 の実態 と変遷 を知 る上 で 貴重 な資料 で あ る。録 音 テー プ,ビ

デ オ テー プ,及 び写真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦 舞 ・寺 院行 事 ・民俗

芸能 その他 の伝 統 芸能 を対 象に 記録 して きた もの で,奏 演法 の解析 を中心 と

した写真,テ ー プ,あ るいは各種 文書 の 記録 写 真 等 も含 ん でい る。 資料 別 の

所蔵 数 は,つ ぎの とお りで あ る。

区 分
録 音 テ ー プ

、

シ不 フィル ム ビデ オテー プ

analog digital 8mm 16mm β,VHS方 式 8mm

平成5年 度 16本 2本 0本 0本 29本 28本

合 計 2,868本 336本 198本 4本 363本 67本
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研究施設 ・設備

区 分
音 盤 等

SP・LP CD VHD・LD

平成5年 度 0枚 0枚 0枚

合 計 7,118枚 62枚 16枚

3.主 要機 器 ・股 備

美術部 ・情報資料部

名 称 使 用 目 的 備 考

X線 透過撮影装置 軟X線 照射による絵画 ・彫刻の顔
料 ・構造等の非破壊分析。

o

紫外線照射装置 紫外線照射による蛍光物質の分析。
補絹 ・補彩領域の明別。

顕微鏡装置 双眼実体顕微鏡による美術作品細部
の非接触観察。

KARLZEISS

赤外線テレビ 赤 外 線 照 射 に よ る墨 線 の 抽 出。下

図 ・酩 文等 の解 説。

浜 松 テ レ ビ

ビ デ オ イ メ ー ジ ス

コー プ

内視鏡による彫刻作品等の内部観
嬢。

オ リ ンパ ス

ロ ー カ ル エ リア ネ ッ

トワー ク

LANに よ る情 報処 理 の 円滑 化 。情

轍の統 合 ・共有化 。

NETONE(ア ン

ガマ ンバ ス)

画像処理装置 デ ィ ジタル画像処 理 技術 に よる 多角

的画像 分析 。画像 デー タペ ー スの試

作 。

NEXUS6800シ

リー ズ

光 デ ィス クフ ァイ リ
ング システム

大量 の調書 ・カー ド類 の一 括管 理。

簡 易 画像 デ ー タベ ー スの試作 。

RIFILE
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研究施設 ・設備

芸 能 部

名 称 使 用 目 的 備 考

舞台(視聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要
最小限の広さを持ち,実 技者を招い
て研究のための試演を行う。またそ
の実演を舞台に続 く調整室で撮影し

録音する。

間 口590cm

奥 行 き485cm

残 響 時間0.30秒

録音室 実技者を招いて分析研究のための,
良質な録音を行う。

間 口421cm

奥 行 き670cm

残 響 時間0.15秒

アナ ロ グ ・デ ジタ

ルの録 音 可能 。

メロ グラフ 音 の高 さ と強 さの細 か い変化 を正確

に計 り,分 か りやす い グ ラフで記録

して,音 学 的分析 を行 う。

型名B/T

レ ー ザ ー ・ タ ー ン

テ ー プ ル

レーザ ー光 で アナ ロ グ ・レ コー ドを

非接 触 で再 生 す る。 貴重 なレ コー ド

を半永 久 的に使 用 で きる。

エル プLT-IX

保存科学部

名 称 使 用 目 的 備 考

蛍光X線 分析装置 金属,顔 料,岩 石,土 器などの化学
組成を非破壊的に測定する。理学電
機製は可搬型である。

ブイ リツプ ス

PW1404LS,理 学

電機TBFO1

原子吸光分析装置 岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元

素 組 成 を測定 す る。

ジ ヤ ー レ ル ア ツ

シ ュAA8500

誘導結合プラズマ分
析装置(ICP)

岩石,土 器,金 属 な どに含 まれ る元

素組 成 を測定 す る。

セ イ コーSPS1100

質量分析装置 鉛,ス トロンチ ウム同位 体 比測定 か

ら,青 銅,岩 石 な どの 原料産 地 を推

定す る。

VG-Sector-J

イオ ン クロマ ト分 析

装 置

岩石,錆 中の 陰 イ オン濃度や 空気 中

のNO.,SOx濃 度 の測 定か ら錆の 進

行状 況や,空 気 汚染の程 度 な どを推

定す る。

横河 電気IC500P
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研究施設 ・設備

名 称 使 用 目 的 備 考

電子スピン共鳴装置 遷移金属イオンや劣化に伴って生じ 日本電 子JES一

るフ リー ラジ カルの 強度 を測定 し, REIX

劣化の進みかたや程度を推定する。

化学発光計測装置 化学反応に伴って放出される微弱な 東 北電 子CL-100

光の強度を測定し,反 応の進みかた
や劣化の度合いを測定する。

走査型電子顕微鏡 高倍率で試料表面の状態を観察する 日本電 子一JXA{蜘,

低真空度走査型電子 と ともに,構 成 元素 の分布 を調 べ, 5800LV

顕微鏡 構 造 ・技 法に つ いて情 報 を得 る。

工業用X線 検査装 透 視撮 影 に よ って彫刻 ・工 芸 ・考古 ブ イ リ ッ プ ス

置 遺物 ・などの構造や光電子撮影に MG321他

よって絵 画の 顔料 を調 べ る。

減圧薫蒸装置 文化財加害生物を防除するための薫 SK2

蒸法 の研 究 ・開発 を行 う。

微生物検体作成装置 微生物胞子の発芽に及ぼす風の影響 小林精機CP型
を調べ る。

ガ ス クロマ トグラフ 有機質文化財の構成物質および劣化 日本竃子
質量分析計 の判定のためにガス状として有機物 Automass

を分 離 し,有 機 分 子の 判定 を行 う。

液体 クロマ トグラフ 有機質文化財の構成物質および劣化 日本電子
質量分析計 の判定のために液体状態で有機物を LX2000

分 離 し,有 機分F一の 判定 を行 う。

DNAシ ー ケ ンサ 文化財の劣化原因,坐 物等の遺伝子 フ ァルマ シア

配列 を調べ,種 の 判定 を行 う

修復技術部

名 称 使 用 目 的 備 考

太陽追跡暴露試験機 修復材料の耐侯性試験をする。 スガ試験機

プラズマ装置 酸化した出土金属遺物を水素プラズ
マを利用して還元処理をする。

神港精機MP1017

紫外 線 フ ェー ドメー

タ

塗料,有 機質材料の耐侯性試験 スガ試験機
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研究施設 ・設備

名 称 使 用 目 的 備 考

大 型 ステー ジ顕 微鏡 文 書,染 織 品等 を平 置の まま構 造 を

観 察 で きる大 型移動 ステー ジ(1×

1m)を 備 えた光学 顕微 鏡

三 啓SLP-1000

走査 型 レーザ ー顕微

鏡

レーザ ー を走査 して,天 然物 な どを

きわめ て深 い焦点深 度 で観察 し,立

体 的 な情報 を得 るこ とがで きる。

レ ー ザ ー テ ッ ク

ILM21

国際文化財保存怖復協力室

名 称 使 用 目 的 備 考

微小部付全 自動X
線回折装置

微 量の 試料 で,顔 料,金 属,岩 石 な

どの鉱物 同定 を行 う

マ ッ クサ イエ ンス

M18-XHF-SRA

レーザー回折式粒度

分布測定装置

土器や煉瓦などの粒度を調べ,そ の

特性を明らかにする

島 津 製 作 所

SALD-3000

比表面積 ・細孔分布
測定装置

岩石や煉瓦などの劣化状況を把握す
る

島津製作 所 アサ ッ

プ2400

4.黒 田 記 念 室

黒 田記念 室 は,本 研 究 所の創 立者 帝 国美術 院長 子爵 故黒 田清輝 の功 績 を記

念す るため に設 け られた 陳列 室 であ り,黒 田清輝 の油 絵 ・素 描 ・写 生帖等 を

収蔵 して い る。

創立 当時,主 として黒 田家か ら寄贈 され た もの は,油 絵125点,素 描170点,

写生帖 等 であ るが,そ の 後黒 田照 子夫 人,樺 山愛 輔,田 中良氏 等か らの寄 贈

が加 わ った。収 蔵 品の主 なる ものは,「 智 ・感 ・情 」・「花野 」・「湖畔 」・「赤 髪

の少女 」・「も るる 日影」・「温 室花壇 」 な どであ る。

5.閲 覧 室

本研究所情報資料部の図書写真及び各種研究資料は,主 として研究者 ・学

者 ・美術関係専攻の学生等の利用に供している。
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VI.関 係 法 規

◎文部省組齢(抄)(撫 正政鰭 謝 号197号)

第2章 文化庁

第3章 施設等機関

(施設等機関)

108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国立国話研究所を置く。

2.前 項に定めるもののほか,文 化庁に次の施設等機関を置く。

国立博物館

国立近代美術館

国立西洋美術館

国立国際美術館

国立文化財研究所

(国立文化財研究所)

第114条 国立文化財研究所は,文 化財に関する澗査研究,資 料の作成及びその公

表を行う機関とする。

2.国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる、,

3.国 立文化財研究所及びその支所の名称,位 置及び内部繊織は,文 部省令で定

める。

(研究施設の指定)

第115条 国立国賠研究所及び国立文化財研究所は,法第5条 第37s;に規定する政

令で定める研究施設とする。

◎文部.,.置法施行規則(抄)(聡 驚 響嫌 鋤

第5章 文化庁の施設等機関

第4節 国立文化財研究所

第1款 名称及び位置

(名称及び位置)
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L.

関 係 法 規

第116条 の9国 立文 化財 研 究所 の 名称 及 び位 置 は,次 の表 に掲 げ る とお り とす

る。

第1款 の2東 京国立文 化財 研 究所

(所 長)

第117条 東京 国 立文化 財研 究所 に,所 長 を置 く。

2.所 長は,所 務 を掌理 す る。

(内部 組織)

第118条 東 京国 立文化財 研 究所 に,庶 務 課,次 の五 部 及び 国際文化 財保 存修 復協

力室 を置 く。

(1)美 術 部

② 芸 能 部

(3)保 存科 学部

(4)修 復 技術 部

(5)情 報 資料 部

(庶務 課の 事務)

第119条 庶務 課 にお いては,次 の事務 をつ か さ ど る。

(1)職 貝の 人事 に関す る事務 を処 理す るこ と。

② 職 貝の福 利厚 生 に関す る事務 を処 理す るこ と。

(3)公 文 書類 の接受 及 び公 印の管 守 そ の他 庶務 に関 す る こ と。

(4)経 費及 び収入 の予 算,決 算 その他 会計 に関 す る事務 を処理 す る こ と。

(5)行 政 財産 及 び物 品の管理 に関 す る事務 を処理 す るこ と。

(6)庁 内の取 締 りに関す るこ と。

(7)前 各 号 に掲げ る ものの ほか,他 の 所掌 に属 しない事務 を処理 す るこ と。

(美術 部の 二室 及 び事 務)

第120条 美術部 に,第 一研 究室 及 び第二研 究 室 を置 く。
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関 係 法 規

2.第 一研 究室 に お いて は,わ が 国の上代,中 世 及 び近 世 の美術 並 び に東洋 美術

に関す る調査 研 究 を行 い,及 び その結 果 の公 表 を行 う。

3.第 二研 究室 に お いて は,わ が 国の近代 及 び現代 の美 術並 びに西 洋美 術 に関す

る調 査研 究 を行 い,及 びそ の結果 の公 表 を行 う とと もに 黒 田記念 室 に関す る事

務 をつ か さ どる。

(芸能 部の 三室 及 び事務)

第121条 芸能 部に,演 劇 研 究 室,音 楽舞 踊研 究室及 び民俗 芸能 研究 室 を置 く。

2.演 劇研 究 室に お いては,演 劇 及 び その保存 に関 す る調査研 究 を行 い,並 びに

その結果 の公 表 を行 う。

3.音 楽舞 踊研 究 室にお い ては,蹄 楽 及 び舞踊並 びに これ らの保 存 に関 す る調 査

研究 を行 い,並 びに その結 果の公 表 を行 う。

4.民 俗芸 能研 究 窒にお い ては,民 俗 芸能 及 びその保 存 に関す る調査研 究 を行 い,

並 びに その結 果の 公 表 を行 う。

(保存科 学部 の三 室 及 び事務)

第122条 保 存科 学 部に,化 　.研究室,物 理 研究 室及 び生物 研究 室 を置 く。

2.化 学研 究室 に おい ては,文 化 財 及び その保 存に関 す る化学 的鯛 査研 究(分 析

化学 的調 査研 究 を 含む.,)を 行 い,並 びにその 結果 の公 表 を行 う。

3.物 理研 究窒 にお い ては,文 化 財及 び その保 存に関 す る物理 学的 調査 研究 を行

い,並 びに その結 果の 公 表 を行 う、,

4.生 物研 究室 にお いて は,文 化 財及 び その保 存 に関 す る生物.≫.的調査研 究 を行

い,並 びにそ の結 果の 公表 を行 う。

(修復技 術部 の三 室及 び 事務)

第122条 の2修 復 技 術 部に,第 一・修 復 技術研 究室,第 二修 復 技術 研 究 室及 び第三

修 復 技術研 究 室 を置 く。

2.第 一修 復 技術研 究室 にお いて は,木,漆 その他 次項 及 び第4項 の材料 以外 の

もの を材料 とす る文化財 の修 復 に関す る科学 的,技 術 的調査 研 究 を行 い,及 び

その 結果 の公 表 を行 う、,

3.第 二修 復 技術研 究室 にお いて は,紙,布 又は革 を材料 とす る文化 財 の修復 に

関す る科 学 的,技 術 的 調査研 究 を行 い,及 びその結 果 の公 表 を行 う。

4.第 三修 復 技術研 究 室 にお いて は,石,土 又は金属 を材 料 とす る文 化財 の修復
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関 係 法 規

に 関す る科学 的,技 術 的 調査研 究 を行 い,及 びその 結果 の公 表 を行 う。

(情報 資料部 の 二室 及び 事務)

第122条 の3情 報 資料 部 に,文 献 資料 研 究 室及 び写真 資料 研究 室 を置 く。

2.文 献 資料研 究 室に おい ては,第118条 第1号 か ら第4号 まで に掲 げ る各 部 の所

掌 に係 る文 献資料 その他 の資料(写 真 資料 を除 く)の 作成,収 集,整 理,保 管,

公 表,閲 覧 及び 調査研 究 を行 う。

3.写 真 資料研 究 室に おい ては,第118条 第1号 か ら第4号 まで に掲 げ る各 部 の所

単 に係 る7j.真資料 の作 成,収 集,整 理,保 管,公 表,閲 覧 及 び調査研 究 を行 う。

(国際 文化 財保 存修復 協 力 室の事務)

第122条 の4国 際文 化 財保 存修復 協 力室 に おい ては,世 界の 文化 財 の保 存修 復 に

関 す る国際協 力,資 料 収 集,調 査研 究及 びその結 果 の公表 を行 う。

(客貝研究 貝)

第122条 の5東 京 国立 文化 財研 究所 に客 員研 究員 を置 くこ とが で き る。

2.客 貝研 究 貝は,所 長 の 命 を受 け,東 京 国 立文化 財研 究所 にお い て行 う調査研

究 に参画 す る。

3.客 貝研 究 貝は,非 常 勤 とす る。
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